
令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

9

18

12

国語

単元のまとまりの評価規準

第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

二　これは脳がもともともってい
る癖です
・自分の脳を知っていますか
・資料から得た根拠をもとに意
見文を書く
・漢字の部首
・日本語の音声
・内容を整理して説明する

●文章の中心的な部分に着目
し，内容を捉える。
●文章の構成を捉え，要約に
生かす。
●資料を比較して共通点と相
違点を見つける。
●考えの中心を明確にして，段
落構成を考える。
●漢字の部首についての理解
を深める。
●日本語の音の特徴を理解す
る。
●聞き手がわかりやすいよう
に，話す内容を整理して表現す
る。
●相手の反応を見ながら，話す
内容を工夫して伝える。

●文学作品の構成や展開を描
写をもとに理解する。
●伝えたいことを明確にして，
お気に入りの一品を紹介する。
●文章・段落・文・文節・単語と
いう言葉の単位について理解
する。

一　わたしはふしぎでたまらな
い
・ふしぎ
・桜蝶
・言葉の単位
・お気に入りの一品を紹介する

〇事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，話や文章の中
で使うことをとおして，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
〇単語の類別について理解す
るとともに，指示する語句と接
続する語句の役割について理
解を深めている。

〇「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の相互関係，
心情の変化などについて，描
写をもとに捉えている。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日常
生活の中から話題を決め，集
めた材料を整理し，伝え合う内
容を検討している。

〇積極的に場面と場面，場面と
描写などを結びつけて，内容を
解釈し，学習の見通しをもって
考えたことを伝え合おうとして
いる。
〇すすんで日常生活の中から
話題を決め，集めた材料を整
理して伝える内容を検討し，学
習課題にそって伝えたいことを
話そうとしたり，それを聞いて感
想を述べたりしようとしている。

〇原因と結果，意見と根拠など
情報と情報との関係について
理解している。
〇比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方，引用の
仕方や出典の示し方について
理解を深め，それらを使ってい
る。
〇音声のはたらきや仕組みに
ついて，理解を深めている。
〇原因と結果，意見と根拠など
情報と情報との関係について
理解している。
〇比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方，引用の
仕方や出典の示し方について
理解を深め，それらを使ってい
る。

〇「読むこと」において，文章の
中心的な部分と付加的な部
分，事実と意見との関係などに
ついて叙述をもとに捉え，要旨
を把握している。
〇「読むこと」において，目的に
応じて必要な情報に着目して
要約し，内容を解釈している。
〇「書くこと」において，書く内容
の中心が明確になるように，段
落の役割などを意識して文章
の構成や展開を考えている。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日常
生活の中から話題を決め，集
めた材料を整理し，伝え合う内
容を検討している。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，相手の反応を踏まえなが
ら，自分の考えがわかりやすく
伝わるように表現を工夫してい
る。

〇積極的に必要な情報に着目
して要旨を捉えるとともに，学
習課題にそって文章にまとめよ
うとしている。
〇粘り強く引用の仕方や出典
の示し方について理解を深め，
学習課題にそって図表などを
引用して考えたことを書こうとし
ている。
〇積極的に漢字を読み，また
は漢字を書くとともに，今まで
の学習を生かして文や文章の
中で使おうとしている。
〇積極的に音声のはたらきや
仕組みを理解し，学習の見通し
をもって日本語の音の特徴に
ついて理解を深めようとしてい
る。
〇粘り強く相手の反応を踏まえ
ながら表現を工夫するととも
に，学習課題にそって伝えたい
ことを話そうとしている。

三　夜、僕はもう、ヘルガの夢
ばかり見た
 ・ベンチ
・全ては編集されている
・画数と活字の字体
・材料を整理して案内文を書く

●本や文章から必要な知識や
情報を集めたり，それらを活用
したりするための方法を身につ
ける。
●写真を見るときの観点を知
り，写真の特徴を理解する。
●写真の特徴を生かし，多様
な活用の仕方について考える。
●画数と活字の字体について
の理解を深める。
●集めた材料を分類・整理し
て，伝えたいことを明確にす
る。
●目的や意図を意識して，案
内文を書く。

〇事象や行為，心情を表す語
句の量を増すとともに，語句の
辞書的な意味と文脈上の意味
との関係に注意して話や文章
の中で使うことをとおして，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
〇比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方，引用の
仕方や出典の示し方について
理解を深め，それらを使ってい
る
〇学年別漢字配当表に示され
ている漢字に加え，その他の常
用漢字のうち300 字程度から
400 字程度までの漢字を読ん
でいる。また，学年別漢字配当
表の漢字のうち900 字程度の
漢字を書き，文や文章の中で
使っている。

〇「読むこと」において，目的に
応じて必要な情報に着目して
要約したり，場面と場面，場面
と描写などを結びつけたりし
て，内容を解釈している
〇「書くこと」において，目的や
意図に応じて題材を決め，集め
た材料を整理し，伝えたいこと
を明確にしている。
〇「書くこと」において，目的や
意図に応じて，日常生活の中
から題材を決め，集めた材料を
整理し，伝えたいことを明確に
している。

〇すすんで読書が考えを広げ
ることに役立つことを理解し，
学習の見通しをもって考えたこ
とを提案しようとしている。
〇粘り強く情報の整理の仕方
についての理解を深めるととも
に，学習課題にそって創作しよ
うとしている。
〇積極的に漢字を読み，また
は漢字を書くとともに，今まで
の学習を生かして文や文章の
中で使おうとしている。
〇すすんで集めた情報を整理
し，学習の見通しをもって案内
文を書こうとしている。
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四　森と川と海は一つなのだ
・持続可能な未来を創るために
・森には魔法つかいがいる
・文の成分
・根拠を明確にして意見文を書
く

●持続可能な社会の実現に向
けて，自分の課題を発見する。
●必要な情報に着目して，調
べたり考えたりしながら読む。
●問いとその答えを見つけてい
く展開を捉えて読む。
●筆者の考えや述べ方を踏ま
え，根拠を明確にしながら自分
の表現で筆者の考えをまとめ
る。
●主語・述語・修飾語など，文
の成分の役割について理解す
る。
●意見と根拠の関係を理解す
る。
●根拠をはっきりさせて，意見
文を書く。
●広告を見るときの観点を知
り，広告の特徴について理解す
る。
●目的に応じて言葉と画像を
組み合わせ，広告を作る。

〇「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日常
生活の中から話題を決め，集
めた材料を整理し，伝え合う内
容を検討している。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，話題や展開を捉えながら話
し合い，互いの発言を結びつけ
て考えをまとめている。
〇「書くこと」において，目的や
意図に応じて，日常生活の中
から題材を決め，集めた材料を
整理し，伝えたいことを明確に
している。
〇「書くこと」において，根拠を
明確にしながら，自分の考えが
伝わる文章になるように工夫
し，自分の文章のよい点や改
善点を見いだしている。
〇「読むこと」において，文章の
中心的な部分と付加的な部
分，事実と意見との関係などに
ついて叙述をもとに捉え，要旨
を把握している。
〇「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につ
いて，根拠を明確にして考えて
いる。
〇「読むこと」において，目的に
応じて必要な情報に着目して，
内容を解釈している。

〇原因と結果，意見と根拠など
情報と情報との関係について
理解している。
〇比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方，引用の
仕方や出典の示し方について
理解を深め，それらを使ってい
る。
〇事象や行為を表す語句の量
を増すとともに，語句の辞書的
な意味と文脈上の意味との関
係に注意して話や文章の中で
使うことをとおして，語感を磨き
語彙を豊かにしている。
〇指示する語句と接続する語
句の役割について理解を深め
ている。
〇原因と結果，意見と根拠など
情報と情報との関係について
理解している
〇文の成分の順序や照応など
文の構成について理解を深め
ている。
〇比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方，引用の
仕方や出典の示し方について
理解を深め，それらを使ってい
る。

〇粘り強く自分の考えを確かな
ものにするとともに，今までの
学習を生かして本や資料をもと
に考えたことを書こうとしてい
る。
〇すすんで文の成分の順序や
照応について理解し，今までの
学習を生かして文の構成につ
いて理解を深めようとしている。
〇積極的に文章の構成につい
て考え，学習課題にそって文章
を読んで考えたことを書こうとし
ている。
〇すすんで根拠が明確な文章
になるように工夫し，学習課題
にそって自分の考えたことを書
こうとしている。
〇積極的に関係づけなどの情
報の整理の仕方について理解
を深め，学習の見通しをもって
伝えるべき事を整理して書こう
としている。

五　今は昔、竹取の翁といふ者
ありけり
・昔話と古典
・物語の始まり
・故事成語
・蜘蛛の糸

●古典にはさまざまな作品が
あることを知り，古典の仮名遣
いにふれる。
●古典の仮名遣いに注意して
音読し，物語の内容を捉える。
●『竹取物語』について調べた
り，話し合ったりして，そのおも
しろさを理解する。
●いろいろな故事成語につい
て調べたり，発表したりして，由
来や意味を理解する。
●漢文訓読のきまりを理解した
り，音読したりして，文章の響き
を味わう。
●わが国を代表する作家とそ
の作品についてふれ，近代の
小説や物語を読む。

〇古典には様々な種類の作品
があることを知っている。
〇音読に必要な文語のきまり
や訓読の仕方を知り，古文や
漢文を音読し，古典特有のリズ
ムをとおして，古典の世界に親
しんでいる。
〇読書が，知識や情報を得た
り，自分の考えを広げたりする
ことに役立つことを理解してい
る。

〇「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の相互関係，
心情の変化などについて，描
写をもとに捉えている。
〇「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につ
いて，根拠を明確にして考えて
いる。

〇すすんで音読に必要な文語
のきまりや訓読の仕方を知り，
学習の見通しをもって考えたこ
とを伝え合おうとしている。
〇積極的に古典の世界に親し
むとともに，学習の見通しをもっ
て作品について考えたことを記
録しようとしている。
〇すすんで読書が考えを広げ
ることに役立つことを理解し，
今までの学習を生かして小説を
読んで考えたことを記録しよう
としている。

六　白象は寂しく笑ってそう言っ
た
・河童と蛙
・オツベルと象
・随筆を書く
・日本語の文字

●場面と描写を結びつけて読
む。
●語句の意味や擬声語・擬態
語に注意し、その工夫や効果を
理解する。
●場面と描写に着目して作品
を読み、内容を解釈する。
●作品の構成や展開，表現の
効果について根拠を明確にし
て考える。

〇比喩，反復，倒置，体言止め
などの表現の技法を理解し
使っている。
○音声のはたらきや仕組みに
ついて、理解を深めている。
〇事象や行為、心情を表す語
句の量を増し、話や文章の中
で使うことをとおして、語感を磨
き語彙を豊かにしている。
〇比喩、反復、倒置、体言止め
などの表現の技法を理解し
使っている。
〇事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，文章の中で使う
ことをとおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
〇仮名及び漢字の由来，特質
などについて理解している。

〇「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の相互関係，
心情の変化などについて，描
写をもとに捉えている。
○「読むこと」において、文章の
構成や展開、表現の効果につ
いて、根拠を明確にして考えて
いる。
〇「書くこと」において，読み手
の立場に立って，表記や語句
の用法，叙述の仕方などを確
かめて，文章を整えている。

〇すすんで表現の技法を理解
するとともに，詩を読んで考え
たことを伝えようとしている。
○粘り強く表現の効果について
根拠を明確して考えるととも
に、小説を読んで考えたことを
伝え合おうとしている。
〇粘り強く叙述の仕方などを確
かめ，学習の見通しをもって随
筆を書こうとしている。
〇積極的に漢字を読み，また
は漢字を書くとともに，今まで
の学習を生かして文や文章の
中で使おうとしている。
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〇粘り強く自分の考えを確かな
ものにするとともに，学習課題
にそって考えたことを伝え合お
うとしている。
〇積極的に共通点や相違点を
踏まえて考えをまとめ，学習の
見通しをもって報告を聞いて質
問しようとしている。
〇積極的に漢字を読み，また
は漢字を書くとともに，今まで
の学習を生かして文や文章の
中で使おうとしている。

七　子どもは、一人の人間とし
て、大人と同じように人権をもっ
ています
・子どもの権利
・調べた内容を聞く
・漢字の音と訓

●専門的な事柄などを表す語
句の意味をおさえ，文章内容を
捉える。
●論理の構成や展開に着目し
て，筆者の主張を読む。
●自分の経験と関連づけて読
み，自分の考えをまとめる。
●自分の考えと比較し，その共
通点や相違点を踏まえて，考え
をまとめる。
●相手の話を聞いて記録した
り，質問したりしながら内容を捉
える。
●漢字の音と訓についての理
解を深める。

〇事象や行為を表す語句の量
を増すとともに，語句の辞書的
な意味と文脈上の意味との関
係に注意して話や文章の中で
使うことをとおして，語感を磨き
語彙を豊かにしている。
〇比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方，引用の
仕方や出典の示し方について
理解を深め，それらを使ってい
る。
〇事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，話の中で使うこ
とをとおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
〇学年別漢字配当表に示され
ている漢字に加え，その他の常
用漢字のうち300 字程度から
400 字程度までの漢字を読ん
でいる。また，学年別漢字配当
表の漢字のうち900 字程度の
漢字を書き，文や文章の中で
使っている。

〇「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につ
いて，根拠を明確にして考えて
いる。
〇「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づい
て，自分の考えを確かなものに
している。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，自分の考えや根拠が明確
になるように，話の中心的な部
分と付加的な部分，事実と意見
との関係などに注意して，話の
構成を考えている。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日常
生活の中から話題を決め，集
めた材料を整理し，伝え合う内
容を検討している。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，必要に応じて記録したり質
問したりしながら話の内容を捉
え，共通点や相違点などを踏ま
えて，自分の考えをまとめてい
る。

八　ここでもまた、技術を受け
渡していくのは、言葉なのであ
る
・言葉がつなぐ世界遺産
・地域から世界へ
・読み手を意識して報告分を整
える
・発言を結びつけて話し合う
・単語のいろいろ
・熟語の構成

●問いと答え，事実と意見の関
係を捉える。
●事実と意見の関係，文章の
構成や展開に注意して読み，
筆者の考えを捉える。
●筆者の考えについて，自分
の考えをまとめ，理解を確かに
する。
●要点を簡潔にまとめる。
●読み手の立場に立って，文
章を整える。
●自立語と付属語，活用の有
無などの，分類の基準につい
て理解する。
●話題を意識して話し合い，発
言を結びつける。
●いろいろな意見を整理し，自
分たちの感想や考えをまとめ
る。
●漫画の表現の特徴について
理解する。
●漫画の中の絵と言葉との関
係を捉え，読み手に対する効果
を考える。
●熟語の構成の基本的な型を
知る。

〇原因と結果，意見と根拠など
情報と情報との関係について
理解している
〇事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，文章の中で使う
ことをとおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
〇単語の類別について理解す
るとともに，指示する語句と接
続する語句の役割について理
解を深めている。
〇比較や分類，関係づけなど
の情報の整理の仕方，引用の
仕方や出典の示し方について
理解を深め，それらを使ってい
る。

〇「読むこと」において，文章の
中心的な部分と付加的な部
分，事実と意見との関係などに
ついて叙述をもとに捉え，要旨
を把握している。
〇「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につ
いて，根拠を明確にして考えて
いる。
〇「書くこと」において，読み手
の立場に立って，表記や語句
の用法，叙述の仕方などを確
かめて，文章を整えている。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日常
生活の中から話題を決め，集
めた材料を整理し，伝え合う内
容を検討している。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，話題や展開を捉えながら話
し合い，互いの発言を結びつけ
て考えをまとめている。
〇「読むこと」において，目的に
応じて必要な情報に着目して
要約したり，場面と場面，場面
と描写などを結びつけたりし
て，内容を解釈している。

〇すすんで理解したことに基づ
いて考えを確かなものにし，文
章を読んで考えたことを記録し
ようとしている。
〇積極的に読み手の立場に
立って叙述の仕方などを確か
めるとともに，学習の見通しを
もって自分の考えを書こうとし
ている。
〇すすんで単語の類別につい
て理解を深め，今までの学習を
生かして言葉を分けて考えるこ
との大切さを理解しようとしてい
る。
〇すすんで互いの発言を結び
つけて考えをまとめ，学習の見
通しをもってそれぞれの立場か
ら考えを伝えようとしている。
〇すすんで必要な情報に着目
するとともに，学習課題にそっ
て集めた情報を活用しようとし
ている。
〇積極的に漢字を読み，また
は漢字を書くとともに，今まで
の学習を生かして文や文章の
中で使おうとしている。

九　「そうか、そうか、つまり君
はそんなやつなんだな。」
・四季の詩
・少年の日の思い出
・方言と共通語

●それぞれの詩の題材を捉
え，描かれたイメージを想像す
る。
●語句の辞書的な意味と文脈
上の意味との関係に注意す
る。
●場面の展開や登場人物の心
情の変化を，描写に基づきなが
ら捉える。
●語り手に着目して作品を読
み，意見を交流するなどして，
自分の考えを確かなものにす
る。
●方言と共通語の特徴につい
て知る。

〇比喩，反復，倒置，体言止め
などの表現の技法を理解し
使っている。
〇事象や行為，心情を表す語
句の量を増し，話や文章の中
で使うことをとおして，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
〇共通語と方言の果たす役割
について理解している。

〇「書くこと」において，読み手
の立場に立って，表記や語句
の用法，叙述の仕方などを確
かめて，文章を整えている。
〇「読むこと」において，場面の
展開や登場人物の相互関係，
心情の変化などについて，描
写をもとに捉えている。
〇「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づい
て，自分の考えを確かなものに
している。

〇すすんで描写をもとに捉える
とともに，今までの学習を生か
して詩を創作しようとしている。
〇粘り強く登場人物の心情の
変化などについて捉えるととも
に，学習の見通しをもって小説
を読んで考えたことを記録しよ
うとしている。
〇すすんで共通語と方言につ
いて調べ，学習の見通しをもっ
て共通語と方言の果たす役割
について理解しようとしている。
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＊書写 ●文字の字形を整えること，紙
面全体に対してそれぞれの文
字の大きさや書くべき位置を考
えて調和的に割り当てること，
行と行の間の空け方などにつ
いての方法や効果を理解する。
●字形の整え方、運筆の際の
筆圧のかけ方，筆脈を意識した
点画のつながりなどの行書の
特徴に気づく。

〇字形を整え，文字の大きさ，
配列などについて理解して，楷
書で書くこと。
〇漢字の行書の基礎的な書き
方を理解して，身近な文字を行
書で書くこと。

〇字の大きさや配列を工夫しな
がら，すすんで書こうとしてい
る。
〇粘り強く字形を整えて書こう
としている。
〇行書の特徴を意識しながら，
すすんで書こうとしている。
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教科 学年

15

16

9

三　神様はその人に乗り越えら
れ　ない試練は与えない。
・夢を跳ぶ
・言葉の小窓２
・話し言葉と書き言葉
・観点を明確にして伝える
・ＳＮＳから自由になるために／
脚　本で動きを説明する
・漢字の広場２
　漢字の成り立ち

●自分の課題に応じて資料を
探し，さまざまな情報の中から
適切なものを選び，自分の考え
をまとめる。
●話し言葉と書き言葉の，それ
ぞれの特徴を捉える。
●集めた情報を整理して関係
を理解し，適切に活用して課題
を解決する。
●図表やグラフ，写真などを用
いて，聞き手にわかりやすく伝
える。
●小説と脚本を構成する情報
を整理し，それぞれの効果につ
いて考える。
●小説と脚本の違いを理解し，
小説を脚本に書きかえる。
●漢字の成り立ちについての
理解を深める。

〇本や文章などには，さまざま
な立場や考え方が書かれてい
ることを知り，自分の考えを広
げたり深めたりする読書に生か
している。
〇話し言葉と書き言葉の特徴
について理解している。
〇情報と情報との関係のさまざ
まな表し方を理解し使ってい
る。
〇第１学年までに学習した常用
漢字に加え、その他の常用漢
字のうち本教材で示された漢字
を読んでいる。また、学年別漢
字配当表に示されている漢字
を書き、文や文章の中で使って
いる。

〇「読むこと」において，文章全
体と部分との関係に注意しなが
ら，主張と例示との関係などを
捉えている。
〇「書くこと」において，目的や
意図に応じて，社会生活の中
から題材を決め，多様な方法で
集めた材料を整理し，伝えたい
ことを明確にしている。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，資料や機器を効果的に用
いるなどして，自分の考えがわ
かりやすく伝わるように表現を
工夫している。

〇すすんで必要な情報に注目
し，学習の見通しをもって考え
たことをレポートにまとめようと
している。
〇粘り強く話し言葉や書き言葉
の特徴について理解し，学習課
題にそって話や文章を読む際
の生かし方を考えようとしてい
る。
〇積極的に情報と情報との関
係について理解し，学習の見通
しをもって説明しようとしてい
る。
〇すすんで文章を比較するな
どし，学習の見通しをもって脚
本を創作しようとしている。
〇繰り返し学年別漢字配当表
に示されている漢字を書き，今
までの学習を生かして文章の
中で使おうとしている。

国語

単元のまとまりの評価規準

第２学年

一　かすかな潮のにおいは
　そこにもあった。

・虹の足
・質問する力をつける
・タオル
・文法の小窓１
　活用のない自立語

・新聞の投書を書く

・漢字の広場１
　まちがえやすい漢字

●見えている「虹の足」をとおし
て，見えていない「虹の足」につ
いて考える。
●伝え合う内容を検討して，よ
りよい質問をする。
●文学的な表現を通じて語感
を磨き，語彙を豊かにする。
●登場人物の設定の仕方や言
動の意味などについて考え，作
品を解釈する。
●少年の気持ちの変化を捉
え，表現の効果を考える。
●活用のない自立語のはたら
きを理解する。
●多様な方法で材料を集める。
●社会生活の中から題材を選
んで書く。
●似た形やまちがえやすい漢
字についての理解を深める。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

〇抽象的な概念を表す語句の
量を増し，話や文章の中で使う
ことをとおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
〇情報と情報との関係のさまざ
まな表し方を理解し使ってい
る。
〇抽象的な概念を表す語句の
量を増し，話や文章の中で使う
ことをとおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
〇情報と情報との関係のさまざ
まな表し方を理解し使ってい
る。
〇第１学年までに学習した常用
漢字に加え、その他の常用漢
字のうち本教材で示された漢字
を読んでいる。また、学年別漢
字配当表に示されている漢字
を書き、文や文章の中で使って
いる。

〇「読むこと」において，登場人
物の言動の意味などについて
考えて，内容を解釈している。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，社会
生活の中から話題を決め，異な
る立場や考えを想定しながら集
めた材料を整理し，伝え合う内
容を検討している。
〇「読むこと」において，登場人
物の言動の意味などについて
考えて，内容を解釈している。
〇書くこと」において，目的や意
図に応じて，社会生活の中から
題材を決め，多様な方法で集
めた材料を整理し，伝えたいこ
とを明確にしている。

〇すすんで登場人物の言動の
意味を考え，今までの学習を生
かして考えたことをノートにまと
めようとしている。
〇積極的に集めた材料を整理
し，学習の見通しをもって話し
合おうとしている。
〇積極的に活用のない自立語
について理解し，学習課題に
そって文章を読む際の生かし方
を考えようとしている。
〇繰り返し学年別漢字配当表
に示されている漢字を書き、今
までの学習を生かして文章の
中で使おうとしている。

二　富士山に降った大量の雨
は、
　どこへ行ってしまったのだろう
　か。
・日本の花火の楽しみ
・水の山　富士山
・説得力のある提案をする
・言葉の小窓１
　敬語
￥構成を明確にして手紙を書く

●敬語のはたらきや特徴につ
いて知る。
●図や写真と文章とを関連づ
けながら内容を捉える。
●説明の仕方という観点に着
目しながら読み比べる。
●花火の魅力について，筆者
の考えを捉え，自分の考えをま
とめる。
●図や写真と文章とを関連づ
けながら内容を捉える。
●説明の仕方という観点に着
目しながら読み比べる。
●富士山の恵みについて，筆
者の考えを捉え，自分の考えを
まとめる。
●話の構成を効果的に組み立
てて話す。
●根拠の適切さに注意しなが
ら，意見と根拠を分けて話す。

〇情報と情報との関係のさまざ
まな表し方を理解し使ってい
る。
〇意見と根拠，具体と抽象など
情報と情報との関係について
理解している。
〇敬語のはたらきについて理
解し，話や文章の中で使ってい
る。
〇話し言葉と書き言葉の特徴
について理解している。

〇「書くこと」において，伝えた
いことがわかりやすく伝わるよう
に，段落相互の関係などを明
確にし，文章の構成や展開を工
夫している。
〇「読むこと」において，観点を
明確にして文章を比較するなど
し，文章の構成や論理の展開，
表現の効果について考えてい
る。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，自分の立場や考えが明確
になるように，根拠の適切さや
論理の展開などに注意して，話
の構成を工夫している。
〇「書くこと」において，伝えた
いことがわかりやすく伝わるよう
に，段落相互の関係などを明
確にし，文章の構成や展開を工
夫している。

〇粘り強く必要な情報に注目
し，学習の見通しをもって意見
を述べる文章を書こうとしてい
る。
〇積極的に自分の考えをまと
め，学習の見通しをもって考え
を述べようとしている。
〇粘り強く敬語のはたらきや特
徴について理解し，学習課題に
そって実生活への生かし方を
考えようとしている。
〇積極的に敬語のはたらきに
ついて理解し，学習の見通しを
もって用途に合わせた文書を書
こうとしている。
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10
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七　鯨や象のもつ「知性」は、い
わ　　　ば「受容的な知性」とで
も呼べるものだ。
・ガイアの知性
・記事を書く
・相違点を明確にして聞く

●筆者が用いる語句の意味を
捉える。
●筆者の主張と具体的な事例
との関係を捉える。
●自然や知性に対する筆者の
考え方について，自分のもつ知
識や経験と結びつけ，考えをま
とめる。
●情報がわかりやすく伝わるよ
うに，文章や見せ方を工夫す
る。
●論理の展開などに注意しな
がら聞く。
●話し手の考えと自分の考えを
比較したり，質問したりしなが
ら，自分の考えをまとめる。

〇抽象的な概念を表す語句の
量を増し，話や文章の中で使う
ことをとおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
○意見と根拠，具体と抽象など
情報と情報との関係について
理解している。
○意見と根拠，具体と抽象など
情報と情報との関係について
理解している。

〇「読むこと」において，文章全
体と部分との関係に注意しなが
ら，主張と例示との関係を捉え
ている。
〇「読むこと」において，文章を
読んで理解したことや考えたこ
とを知識や経験と結びつけ，自
分の考えを広げたり深めたりし
ている。
〇「書くこと」において，伝えた
いことがわかりやすく伝わるよう
に，段落相互の関係などを明
確にし，文章の構成や展開を工
夫している。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，論理の展開などに注意して
聞き，話し手の考えと比較しな
がら，自分の考えをまとめてい

〇すすんで主張と例示の関係
について考え，学習の見通しを
もって意見を述べる文章を書こ
うとしている。
〇積極的に情報と情報との関
係について理解し，学習の見通
しをもって実生活への生かし方
を考えようとしている。
〇積極的に情報と情報との関
係について理解し，学習の見通
しをもって対話しようとしてい
る。

六　もはや逃げ場所はないのだ

・短歌の味わい
・夏の葬列
・映像作品の表現を考える
・漢字の広場３
　漢字の多義性

●情景や心情を掘り起こし，声
に出して短歌を読む。
●人物の描写や人称代名詞に
着目し，その役割や効果につい
て理解する。
●時間の順序に留意し，人物
の心情の変化や言動の意味に
ついて考え，作品を解釈する。
●作品の構成や展開，表現の
効果について考えを深める。
●絵コンテを構成する情報を整
理し，それぞれの効果について
考える。
●漫画と絵コンテの描写の違
いを理解する。
●漢字の多義性についての理
解を深める。

〇作品の特徴を生かして朗読
するなどして，古典の世界に親
しんでいる。
〇抽象的な概念を表す語句の
量を増し，話や文章の中で使う
ことをとおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
〇情報と情報との関係のさまざ
まな表し方を理解し使ってい
る。
〇多義的な意味を表す語句な
どについて理解し，話や文章の
中で使うことをとおして，語感を
磨き語彙を豊かにしている。

〇「読むこと」において，登場人
物の言動の意味などについて
考えて，内容を解釈している。
○「書くこと」において，読み手
の立場に立って，表現の効果な
どを確かめて，文章を整えてい
る。
○「読むこと」において，登場人
物の言動の意味などについて
考えて，内容を解釈している。
○「読むこと」において，文章の
構成や論理の展開（時間の流
れと場面の展開），表現の効果
について考えている。
○「読むこと」において，目的に
応じて複数の情報を整理しなが
ら適切な情報を得たり、登場人
物の言動の意味などについて
考えたりして、内容を解釈して
いる。

〇すすんで内容を味わい，今ま
での学習を生かして短歌を創
作しようとしている。
〇粘り強く時間の流れや場面
の展開などの構造を捉え，学習
課題にそって考えたことを提案
しようとしている。
〇積極的に映像作品の表現の
特徴について理解し，学習の見
通しをもって実生活への生かし
方を考えようとしている。
〇すすんで漢字の多義性につ
いて理解し，今までの学習を生
かして文章の中で使おうとして
いる。

四　紙管の工場は、世界中のど
こ　　にでもある。
・持続可能な未来を創るために
―　―不平等のない社会を考
える／　「ここにいる」を言う意
味
・紙の建築
・根拠をもとに意見文を書く
・文法の小窓２
　活用のある自立語

●持続可能な社会の実現に向
けて課題を共有し，行動する。
●事例の役割や効果を確かめ
ながら読む。
●事例と主張を関連づけて読
み，筆者の行動とそれを支える
考え方を捉える。
●筆者の考えを踏まえ，社会と
の関わりについて自分の考え
を広げたり深めたりする。
●多様な考え方がある問題に
ついて根拠をもとに推論して考
える。
●考えの理由づけを示して意
見文を書く。
●用言の活用と種類・用法を理
解する。

〇情報と情報との関係のさまざ
まな表し方を理解し使ってい
る。
〇意見と根拠，具体と抽象など
情報と情報との関係について
理解している。
○意見と根拠，具体と抽象など
情報と情報との関係について
理解している。
○単語の活用について理解を
深めている。

○「話すこと・聞くこと」におい
て，自分の立場や考えが明確
になるように，根拠の適切さや
論理の展開などに注意して，話
の構成を工夫している。
○「書くこと」において，根拠の
適切さを考えて説明や具体例
を加えるなど，自分の考えが伝
わる文章になるように工夫して
いる。
○「読むこと」において，文章を
読んで理解したことや考えたこ
とを知識や経験と結びつけ，自
分の考えを広げたり深めたりし
ている。
○「読むこと」において，文章全
体と部分との関係に注意しなが
ら，主張と例示との関係を捉え
ている。
○「読むこと」において，文章を
読んで理解したことや考えたこ
とを知識や経験と結びつけ，自
分の考えを広げたり深めたりし
ている。
○「書くこと」において，根拠の
適切さを考えて説明や具体例
を加えるなど，自分の考えが伝

○すすんで文章の構成や論理
の展開について考え，学習の
見通しをもって議論しようとして
いる。
○すすんで文章の構成や論理
の展開について考え，学習課
題にそって説明しようとしてい
る。
○積極的に意見と根拠，具体と
抽象など情報と情報との関係
について理解し，学習の見通し
をもって，意見を述べる文章を
書こうとしている。
○粘り強く自立語の活用につい
て理解し，学習課題にそって文
章を読む際の生かし方を考えよ
うとしている。

五　祇園精舎の鐘の声、諸行
無常　の響きあり。
・敦盛の最期
・随筆の味わい
・二千五百年前からのメッセー
ジ
・坊っちゃん

●登場人物の言動や心情につ
いて話し合い，作品の理解を深
める。
●文章の特徴を生かして朗読
し，物語に親しむ。
●古人のものの見方や考え方
に対して，自分の考えをもつ。
●言葉の意味を正確に捉えな
がら読み，作者の思いを想像
する。
●表現を確かめながら，内容に
ついて自分の考えをまとめる。
●文章の特徴を生かしながら
音読したり暗唱したりして，漢文
の表現に慣れる。
●わが国を代表する作家とそ
の作品についてふれ，近代の
小説や物語を読む。

○歴史的仮名遣いに注意して，
作品の特徴を生かして朗読す
るなどして，古典の世界に親し
んでいる。
○現代語訳や語注などを手が
かりに作品を読むことをとおし
て，古典に表れたものの見方や
考え方を知っている。
○作品の特徴を生かして朗読
するなどして，古典の世界に親
しんでいる。
○本や文章などには，さまざま
な立場や考え方が書かれてい
ることを知り，自分の考えを広
げたり深めたりする読書に生か
している。

〇「読むこと」において，文章全
体と部分との関係に注意しなが
ら，登場人物の設定の仕方な
どを捉えている
〇「読むこと」において，古典の
文章を読んで理解したことや考
えたことを知識や経験と結びつ
け，自分の考えを広げたり深め
たりしている。
〇読むこと」において，登場人
物の言動の意味などについて
考えて，内容を解釈している。

〇すすんで現代語訳や語注な
どを手がかりに作品を読み，理
解したことを話し合いの場で発
言している。
〇粘り強く現代語訳や語注など
を手がかりに作品を読み，学習
課題にそって解釈したことを表
現しようとしている。
〇すすんで内容を解釈し，複数
の情報を整理しながら考えたこ
とを提案しようとしている。
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九　訳のわからぬ大きな力

・豚
・走れメロス
・言葉の小窓３
　類義語・対義語・多義語・同音
語

・「連作ショートショート」を書く
・漢字の広場４
　同音の漢字

●詩の構成や展開を踏まえ，
詩の世界を豊かに想像する。
●抽象的な概念を表す語句の
量を増やし，自分の表現に役立
てる。
●人称の変化に着目し，人物
の心情や言動の変化を表すう
えでの役割や効果を捉える。
●登場人物や語り手のものの
見方や考え方について理解し，
自分の考えを深める。
●日常の生活で使う言葉を，い
つもと違った視点から捉え直
す。
●表現したい内容に合った言
葉を選び，語彙を豊かにする。
●物語の構成や展開を意識し
て書き，表現の工夫や効果に
ついて考える。
●同音の漢字についての理解
を深める。

〇抽象的な概念を表す語句の
量を増し，話や文章の中で使う
ことをとおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
○類義語と対義語，同音異義
語や多義的な意味を表す語句
などについて理解し，話や文章
の中で使うことをとおして，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
○同音異義語などについて理
解し，話や文章の中で使うこと
をとおして，語感を磨き語彙を
豊かにしている。

〇「読むこと」において，文章を
読んで理解したことや考えたこ
とを知識や経験と結びつけ，自
分の考えを広げたり深めたりし
ている。
○「読むこと」において，文章全
体と部分との関係に注意しなが
ら，主張と例示との関係や登場
人物の設定の仕方などを捉え
ている。
○「読むこと」において，文章を
読んで理解したことや考えたこ
とを知識や経験と結びつけ，自
分の考えを広げたり深めたりし
ている。
○「書くこと」において，表現の
工夫とその効果などについて，
読み手からの助言などを踏ま
え，自分の文章のよい点や改
善点を見いだしている。

〇すすんで内容を解釈し，学習
の見通しをもって考えたことを
説明しようとしている。
〇】すすんで登場人物の設定
の仕方を考え，学習課題にそっ
て自分の考えを深めようとして
いる。
〇粘り強く類義語・対義語・多
義語・同音語について理解し，
学習課題にそって文章を読む
際の生かし方を考えようとして
いる
〇積極的に表現の効果を考え
て，学習の見通しをもって物語
を創作しようとしている。
〇すすんで同音の漢字につい
て理解を深め，今までの学習を
生かして文章の中で使おうとし
ている。

八　「学ぶ力」は他人と比べるも
のではなく、個人的なもの。
・学ぶ力
・よりよい結論を導く討論をする
・文法の小窓３
　付属語のいろいろ

●筆者の述べる事実と主張の
関係を捉える。
●本文の「述べ方」や表現の工
夫に着目し，筆者の主張を捉え
る。
●本文から捉えたことや考えた
ことを自分の知識や経験と関連
づけ，考えを広げたり深めたり
する。
●結論を導くために，相手の立
場に立って推論しながら，意見
を述べる。
●互いの立場や考えを尊重し
ながら話し合う。
●付属語にはどのようなものが
あるのかを知る。

〇意見と根拠，具体と抽象など
情報と情報との関係について
理解している。
〇抽象的な概念を表す語句の
量を増し，話や文章の中で使う
ことをとおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。
〇助詞や助動詞などのはたら
きについて理解を深めている。

〇「読むこと」において，文章を
読んで理解したことや考えたこ
とを知識や経験と結びつけ，自
分の考えを広げたり深めたりし
ている。
〇「話すこと・聞くこと」におい
て，互いの立場や考えを尊重し
ながら話し合い，結論を導くた
めに考えをまとめている。

〇今までの学習を生かして文
章の構成や論理の展開につい
て考え，学習の見通しをもって
考えたことを説明しようとしてい
る。
〇積極的に情報と情報との関
係について理解し，学習の見通
しをもって討論しようとしてい
る。
〇助詞・助動詞に興味・関心を
抱き，助詞・助動詞のはたらき
を理解し，その理解を「話すこ
と・聞くこと」「書くこと」「読むこ
と」に生かして，適切に表現・理
解しようとしている。
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10
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○自分の生き方や社会との関わり
方を支える読書の意義と効用につ
いて理解している。
○情報の信頼性の確かめ方を理
解し使っている。
○第２学年までに学習した常用漢
字に加え，その他の常用漢字の大
体を読んでいる。また，学年別漢
字配当表に示されている漢字につ
いて，文や文章の中で使い慣れて
いる。
○理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話や文章
の中で使い，語感を磨き語彙を豊
かにしている。
○助詞のはたらきについて理解し
ている。

○「読むこと」において，文章を批
判的に読みながら，文章に表れて
いるものの見方や考え方について
考えている。
○「読むこと」において，文章を読
んで考えを広げたり深めたりして，
人間，社会，自然などについて，自
分の意見をもっている。
○「話すこと・聞くこと」において，
目的や場面に応じて，社会生活の
中から話題を決め，多様な考えを
想定しながら材料を整理し，伝え
合う内容を検討している。
○「話すこと・聞くこと」において，
自分の立場や考えを明確にし，相
手を説得できるように論理の展開
などを考えて，話の構成を工夫し
ている。
○「読むこと」において，文章の構
成や論理の展開，表現の仕方につ
いて評価している。

○積極的に文章の種類とその特
徴について理解し，今までの学習
を生かして考えたことについてまと
めようとしている。
○すすんで情報の信頼性の確か
め方を理解して使い，学習の見通
しをもって主張しようとしている。
○粘り強く学年別配当表に示され
ている漢字を書き，今までの学習
を生かして文章の中で使おうとして
いる。
○粘り強く単語のはたらきや文の
成分を理解し，学習課題にそって
文章を読む際の生かし方を考えよ
うとしている。

三　人工知能の進化によって、そ
のような「知性」観の見直しが迫ら
れている。

・ＡＩは哲学できるか
・具体例をもとに説明文を書く
・熟字訓
・和語・漢語・外来語

●「哲学」など，筆者のあげている
言葉の内容を捉える。
●事例や主張が適切かを考えな
がら読む。
●文章の内容について検討した
り，吟味したりしながら筆者のもの
の見方や考え方を捉え，自分の考
えを述べる。
●具体的な事例をもとに一般的な
特徴を導く。
●読み手に説明するために構成を
工夫する。
●熟字訓についての理解を深め
る。
●和語・漢語・外来語について理
解し，効果的に使い分ける。

○理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，語感を磨
き語彙を豊かにしている。
○文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
○具体と抽象など情報と情報との
関係について理解を深めている。
○情報の信頼性の確かめ方を理
解し使っている。
○第２学年までに学習した常用漢
字に加え，その他の常用漢字の大
体を読んでいる。また，学年別漢
字配当表に示されている漢字につ
いて，文や文章の中で使い慣れて
いる。
○時間の経過による言葉の変化
や世代による言葉の違いについて
理解している。

○「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，論理の展開の仕方
などを捉えている。
○「読むこと」において，文章を批
判的に読みながら，文章に表れて
いるものの見方や考え方について
考えている。
○「読むこと」において，文章を読
んで考えを広げたり深めたりして，
人間，社会，自然などについて，自
分の意見をもっている。
○「書くこと」において，目的や意図
に応じて，社会生活の中から題材
を決め，集めた材料の客観性や信
頼性を確認し，伝えたいことを明確
にしている。
○「書くこと」において，文章の種類
を選択し，多様な読み手を説得で
きるように論理の展開などを考え
て，文章の構成を工夫している。

○粘り強く自分の考えがわかりや
すく伝わる文章になるように工夫
し，学習課題にそって批評する文
章を書こうとしている。
○積極的に文章の種類を選択し，
学習の見通しをもって発表のため
の資料を作成しようとしている。
○粘り強く学年別配当表に示され
ている漢字を書き，今までの学習
を生かして文章の中で使おうとして
いる。
○粘り強く単語のはたらきや文の
成分を理解し，学習課題にそって
文章を読む際の生かし方を考えよ
うとしている。

○理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
○文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
○自分の生き方や社会との関わり
方を支える読書の意義と効用につ
いて理解している。

○「読むこと」において，文章の構
成や論理の展開，表現の仕方につ
いて評価している。
○「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，論理や物語の展開
の仕方などを捉えている。
○「話すこと・聞くこと」において，
目的や場面に応じて，社会生活の
中から話題を決め，多様な考えを
想定しながら材料を整理している。
○「話すこと・聞くこと」において，
自分の立場や考えを明確にし，相
手を説得できるように論理の展開
などを考えて，話の構成を工夫し
ている。
○「読むこと」において，文章を読
んで考えを広げたり深めたりして，
人間，社会，自然などについて，自
分の意見をもっている。

○すすんで表現の仕方について評
価し，学習課題にそって批評しよう
としている。
○積極的に場の状況に応じて言葉
を選び，学習課題にそって提案し
ようとしている。
○粘り強く時間の経過による言葉
の変化や世代による言葉の違いに
ついて理解し，今までの学習を生
かして考えたことを説明しようとし
ている。

二　写真からは「美しく撮る」という
明確な意志が感じられた

・薔薇のボタン
・構成を考えて主張をまとめる
・メディア・リテラシーはなぜ必要
か？／新聞が伝える情報を考える
・呉音・漢音・唐音
助詞のはたらき

国語

単元のまとまりの評価規準

第３学年

一　私が「私」であるということ

・春に
・立ってくる春
・なぜ物語が必要なのか
・一言でまとめ一言から広げる
・私

●文章の種類を踏まえ，その展開
の仕方に着目して，筆者の個性的
な考えを捉える。
●文章の種類と特徴について理解
を深める。
●知識や経験と結びつけて文章を
読み，内容を評価する。●言葉の
意味を把握し，具体的なできごとを
考える。
●読書が自分と社会との関わりを
支えている，ということを理解す
る。
●文章を吟味して読み，文章に表
れているものの見方や考え方につ
いて批評する。
●作品を読み，人間，社会などに
ついて思いを巡らせ，自分の意見
をもつ。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

●目的に応じて本や文章などを読
み，知識を広げたり，自分の考えを
深めたりする。
●社会生活の中から自分で課題を
見つけ，主張をまとめる。
●自分の立場や意見を明確にし，
論理の展開や話の構成を工夫す
る。
●新聞を構成する情報について整
理し，それぞれの効果について考
える。
●社説を比較して読み，内容の特
徴を理解する。
●漢字の音の歴史についての理
解を深める。
●助詞のはたらきについて理解す
る。
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四　このピアノは、自然が調律した
元の形に戻ろうとしたのだ

・async
・問いかける言葉
・説得力のある批評文を書く
・助動詞のはたらき
・相手に対する配慮と表現
・ニュースで情報を編集する
・実用文を読む

●事例と主張とを関係づけて読
む。
●文章を比べ，評価しながら読
む。
●文章を読み，社会や他者との関
わりについて自分の考えを広げた
り深めたりする。
●資料を比較して，自分の考えを
整理する。
●伝えたいことを明らかにし，説得
力のある文章を書く。
●助動詞のはたらきについて理解
する。
●場面や相手に応じた配慮の表
現の一つとしての敬語のはたらき
について理解する。
●ニュースを構成する情報につい
て整理し，それぞれの効果につい
て考え、効果的に使う。
●実用文の特徴を理解し，社会生
活の中で生かす。

○具体と抽象など情報と情報との
関係について理解を深めている。
○具体と抽象など情報と情報との
関係について理解を深めている。
○情報の信頼性の確かめ方を理
解し使っている。
○助動詞などのはたらきについて
理解している。
○敬語などの相手や場に応じた言
葉づかいを理解し，適切に使って
いる。
○情報の信頼性の確かめ方を理
解し使っている。
○文章の種類とその特徴について
理解を深めている。

○「読むこと」において，文章の構
成や論理の展開，表現の仕方につ
いて評価している。
○「読むこと」において，文章を読
んで考えを広げたり深めたりして，
人間，社会，自然などについて，自
分の意見をもっている。
○「話すこと・聞くこと」において，
進行の仕方を工夫したり互いの発
言を生かしたりしながら話し合い，
合意形成に向けて考えを広げたり
深めたりしている。
○「書くこと」において，表現の仕方
を考えたり資料を適切に引用した
りするなど，自分の考えがわかり
やすく伝わる文章になるように工
夫している。
○「書くこと」において，目的や意図
に応じて，社会生活の中から題材
を決め，集めた材料の客観性や信
頼性を確認し，伝えたいことを明確
にしている。
○「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，論理の展開の仕方
などを捉えている。

○積極的に文章の種類とその特
徴について理解し，今までの学習
を生かして考えたことについてまと
めようとしている。
○粘り強く論理の展開の仕方を捉
え，学習課題にそって考えたことに
ついて討論しようとしている。
○積極的に情報の信頼性の確か
め方を理解し，学習の見通しをもっ
て批評する文章を書こうとしてい
る。
○粘り強く単語のはたらきや文の
成分を理解し，学習課題にそって
文章を読む際の生かし方を考えよ
うとしている。
○粘り強く相手や場に応じた言葉
づかいを理解し，学習課題にそっ
て実生活への生かし方を考えよう
としている。
○積極的に文章の種類とその特
徴について理解し，学習の見通し
をもってニュースの形式にまとめよ
うとしている。
○積極的に論理の展開を捉え，今
までの学習を生かして実生活への
生かし方を考えようとしている。

○粘り強く時間の経過による言葉
の変化や世代による言葉の違いに
ついて理解し，今までの学習を生
かして考えたことを説明しようとし
ている。
○粘り強く学年別配当表に示され
ている漢字を書き，今までの学習
を生かして文章の中で使おうとして
いる。
○粘り強く慣用句などについて理
解し，学習課題にそって実生活へ
の生かし方を考えようとしている。

六　地上の道のようなもの

・俳句の味わい
・初恋
・故郷
・自己PR文を書く
・表現の工夫を評価してスピーチを
する
・四字熟語

●言葉の意味を掘り起こして読
む。
●表現上の工夫に注意して，暗唱
する。
●理解や表現のために必要な語
句の量を増やし，話や文章のなか
で意識的に使用する。
●一人称の語り方について理解
し，作品の表現の仕方を評価す
る。
●「希望」について考え，人間，社
会などについて自分の意見をも
つ。
●読み手を意識して，適切な言葉
を選ぶ。
●読み手の助言を踏まえて，よい
点や改善点を理解する。
●相手や場に適した言葉でスピー
チをする。
●場の状況に応じて，伝わりやすく
なるよう表現の工夫をする。
●四字熟語についての理解を深め
る。

○理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
○文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
○具体と抽象など情報と情報との
関係について理解を深めている。
○第２学年までに学習した常用漢
字に加え，その他の常用漢字の大
体を読んでいる。また，学年別漢
字配当表に示されている漢字につ
いて，文や文章の中で使い慣れて
いる。

○「読むこと」において，文章の構
成や論理の展開，表現の仕方につ
いて評価している。
○「書くこと」において，目的や意図
に応じた表現になっているかなど
を確かめて，文章全体を整えてい
る。
○「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，論理や物語の展開
の仕方などを捉えている。
○「読むこと」において，文章を批
判的に読みながら，文章に表れて
いるものの見方や考え方について
考えている。
○「読むこと」において，文章を読
んで考えを広げたり深めたりして，
人間，社会，自然などについて，自
分の意見をもっている。
○「書くこと」において，論理の展開
などについて，読み手からの助言
などを踏まえ，自分の文章のよい
点や改善点を見いだしている。
○「話すこと・聞くこと」において，
目的や場面に応じて，社会生活の
中から話題を決め，多様な考えを
想定しながら材料を整理し，伝え
合う内容を検討している。
○「話すこと・聞くこと」において，
場の状況に応じて言葉を選ぶな
ど，自分の考えがわかりやすく伝
わるように表現を工夫している。

○すすんで表現の仕方について評
価し，学習課題にそって批評しよう
としている。
○粘り強く時間の経過による言葉
の変化や世代による言葉の違いに
ついて理解し，今までの学習を生
かして考えたことを説明しようとし
ている。
○粘り強く自分の考えがわかりや
すく伝わる文章になるように工夫
し，学習課題にそって発表のため
の資料を作成しようとしている。
○積極的に場の状況に応じて言葉
を選び，学習課題にそって主張し
ようとしている。
○粘り強く学年別配当表に示され
ている漢字を書き，今までの学習
を生かして文章の中で使おうとして
いる。

五　月日は百代の過客にして、行
きかふ年もまた旅人なり

・旅への思い
・和歌の調べ
・風景と心情
・最後の一句
・異字同訓
・慣用句・ことわざ

●情景や心情について話し合った
り，古典の一節を引用した文章を
書いたりする。
●歴史的背景に注意しながら読
み，文章の特徴を理解する。
●古人のものの見方や考え方に
ついて話し合い，自分の考えを深
める。
●和歌の技法や歴史的背景を理
解しながら，歌のリズムを味わう。
●歴史的背景を踏まえて情景の描
写を捉え，心情を理解して考えを
深める。
●詩の形式や表現の工夫などを
理解して暗唱し，作品の響きを味
わう。
●わが国を代表する作家とその作
品についてふれ，近代の小説や物
語を読む。
●異字同訓についての理解を深め
る。
●慣用句とことわざのはたらきや
使い方を理解する。

○歴史的背景などに注意して古典
を読むことをとおして，その世界に
親しんでいる。
○長く親しまれている言葉や古典
の一節を引用するなどして使って
いる。
○理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
○文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
○自分の生き方や社会との関わり
方を支える読書の意義と効用につ
いて理解している。
○第２学年までに学習した常用漢
字に加え，その他の常用漢字の大
体を読んでいる。また，学年別漢
字配当表に示されている漢字につ
いて，文や文章の中で使い慣れて
いる。
○慣用句などについて理解を深
め，話や文章の中で使い，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
○時間の経過による言葉の変化
や世代による言葉の違いについて
理解している。

○「読むこと」において，文章の構
成や論理の展開，表現の仕方につ
いて評価している。
○「読むこと」において，文章を読
んで考えを広げたり深めたりして，
人間，社会，自然などについて，自
分の意見をもっている。
○「読むこと」において，文章の種
類を踏まえて，論理や物語の展開
の仕方などを捉えている。
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八　人間というのは、どこまでいっ
ても自分以外にはなれないものだ

・バースデイ・ガール
・青春の歌
・やわらかな想い

●自分の読書生活を振り返り，さ
まざまな本や文章を読む。

○理解したり表現したりするために
必要な語句の量を増し，話や文章
の中で使うことをとおして，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
○自分の生き方や社会との関わり
方を支える読書の意義と効用につ
いて理解している。

○「読むこと」において，文章を読
んで考えを広げたり深めたりして，
人間，社会，自然などについて，自
分の意見をもっている。

○粘り強く時間の経過による言葉
の変化や世代による言葉の違いに
ついて理解し，今までの学習を生
かして考えたことを説明しようとし
ている。
○積極的に文章の種類とその特
徴について理解し，今までの学習
を生かして批評しようとしている。
○すすんで表現の仕方について評
価し，学習課題にそって批評しよう
としている。

七　生命は、恒常的に見えて、い
ずれも一回性の現象である

・持続可能な未来を創るために―
―人間の生命・存在を考える／生
命とは何か／地球は死にかかって
いる／水の星
・意見を共有しながら話し合う
・情報をまとめて作品集を作る

●持続可能な社会の実現に向け
て，自己変容を通じて未来を考え
る。
●相手の考えを評価しながら，自
分の考えを広げ深める。
●話し合いの進行の仕方を工夫し
て，合意形成を行う。
●自分の文章の収集と整理をす
る。
●学習を振り返り，読み手に自分
の思いが伝わる作品集を作る。

○具体と抽象など情報と情報との
関係について理解を深めている。

○「話すこと・聞くこと」において，
進行の仕方を工夫したり互いの発
言を生かしたりしながら話し合い，
合意形成に向けて考えを広げたり
深めたりしている。
○「書くこと」において，表現の仕方
を考えたり資料を適切に引用した
りするなど，自分の考えがわかり
やすく伝わる文章になるように工
夫している。
○「読むこと」において，文章を読
んで考えを広げたり深めたりして，
人間，社会，自然などについて，自
分の意見をもっている。
○「話すこと・聞くこと」において，
話の展開を予測しながら聞き，聞
き取った内容や表現の仕方を評価
して，自分の考えを広げたり深め
たりしている。
○「書くこと」において，目的や意図
に応じて，社会生活の中から題材
を決め，集めた材料の客観性や信
頼性を確認し，伝えたいことを明確
にしている。

○粘り強く論理の展開の仕方を捉
え，学習課題にそって考えたことに
ついて討論しようとしている。
○積極的に相手や場に応じた言葉
づかいを理解し，学習の見通しを
もって討論しようとしている。
○積極的に今までの学習を生かし
て発表のための資料を作成しよう
としている。

書写

一　行書を深めよう
二　行書と仮名を調和させて書
こう
三　身のまわりの多様な表現を
とおして文字文化の豊かさにふ
れ，効果的に文字を書こう

●行書の特徴について理解を
深め，筆使いに気をつけて書
く。
行書で学習したことを，日常生
活に生かす。
●行書と仮名を調和させて書
き、
行書で学習したことを，学習活
動や日常生活に生かす。
●これまでに身につけてきた書
写力を生かして，「卒業」をテー
マに，語句や文，表現形式を選
んで卒業の記念制作に取り組
む。

〇点画の変化と連続，次の文
字への筆脈、行書と仮名の調
和を理解し、書いている。
〇身のまわりで見かける，文字
の表現効果について理解して
いる。

〇行書と仮名を調和よく書く書
き方を確かめ，自己の課題を
考えている。

〇行書と仮名を調和よく書く書
き方に興味・関心をもって取り
組んでいる。
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第二部世界のさまざまな地域
第二章世界の諸地域
第三節アフリカ州

特定の産物に頼る経済が、地
域にどのような影響を与えてい
るのか、捉えさせる。

アフリカ州の人々の生活や産
業の特色を理解し、アフリカ諸
国とヨーロッパ諸国との文化や
経済的な関係を、資料を用いな
がら歴史的背景を踏まえて理
解している。

輸出品が特定の農産物や鉱産
資源に偏るようになった原因を
追究し、その問題点を多面的・
多角的に考察している。

ヨーロッパ諸国との関係やモノ
カルチャー経済に着目しなが
ら、アフリカ州の地域的特色へ
の関心を高め、課題の解決を
主体的に追究しようとしている。

第二部世界のさまざまな地域
第二章世界の諸地域
第二節ヨーロッパ州

国同士の結び付きが強まること
によって、地域にどのような影
響が生じているのか、捉えさせ
る。

ヨーロッパ州の地域的特色を自
然環境、文化、産業の特色に
着目して大観し、自然環境や文
化にみられるヨーロッパの共通
性と多様性について理解してい
る。

国どうしや他地域との結びつき
に着目して、EU統合の背景と課
題、人々の生活に与える影響
などについて、ヨーロッパ州の
地域的特色と関連付けて、多
面的・多角的に考察し、表現し
ている。

日本との比較を交えながら、
ヨーロッパ州の人々の生活に関
心をもち、地域的特色及びEU
統合や文化の多様性に関わる
課題を主体的に追究しようとし
ている。

第二部世界のさまざまな地域
第二章世界の諸地域
第一節アジア州

アジア州における急速な経済
成長は、地域にどのような影響
を与えているのか、捉えさせ
る。

多様な自然環境や文化、産業
がみられるアジア州いついて、
地域ごとにその特色を理解し、
地域間の違いからアジア州全
体の地域的特色を理解してい
る。

アジア州の国々が、急激な経
済発展をしている理由を、人口
増加や他地域との結びつきな
どに着目し、多面的・多角的に
考察し、表現している。

急激な人口増加とk理財発展
が、アジア州に暮らす人々の与
える影響や、それによって生じ
る課題を、主体的に追究しよう
としている。

第二部世界のさまざまな地域
第一章人々の生活と環境

世界の様々な生活と環境、暑
い地域の暮らし、乾燥した地域
の暮らし、温暖な地域の暮ら
し、寒い地域の暮らし、高地の
暮らし、世界各地の衣食住とそ
の変化、人々の生活と宗教の
関わりから、世界各地の人々の
多様な生活と環境を捉えさせ
る。

世界各地の人々の多様な生活
と環境について、気候や地形な
どの自然条件と衣食住や宗教
などの社会的条件を関連づけ
て理解している。

世界各地の人々の多様な生活
と環境について、自然条件や社
会的条件と関連づけ、写真や
地図、主題図などを活用して多
面的・多角的に考察できる。

世界各地の人々の多様な生活
と環境に対して関心を持ち、主
体的に追究しようとしている。

世界の中での日本の位置や広
がりや日本と世界各国の時差、
日本の領土・領域について、多
面的・多角的に考察できる。

世界の中での日本の位置や広
がりについて関心を持ち、地球
儀や地図を活用して、それらの
事象を主体的に追究、解決しよ
うとしている。

第一部世界と日本の地域構成
第二章日本の姿

地図帳や地球儀を活用して、世
界の中での日本の位置、日本
の領域とその特色、都道府県と
県庁所在地から、日本の範囲
や地域構成をとらえさせる。

世界の中での日本の位置や、
日本の領域と領土をめぐる問
題、日本の都道府県について
理解し、世界の中での日本の
位置を示したり、日本と各地と
の時差を計算し時刻を求めたり
することができるようにする。

社会（地理的分野）

地図帳や地球儀を活用して、私
たちの住む地球を眺めて、大陸
と太陽の分布、いろいろな国の
国名と位置、緯度と経度、地球
儀と世界地図の違いから、世界
の大まかな構成を捉えさせる。

第１学年

第一部世界と日本の地域構成
第一章世界の姿

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

世界の六つの州と主な国の位
置と名称や、緯度と経度の仕組
みを理解したり、地図帳の統計
資料や索引を活用している。

国名や国旗、国境線の特色か
ら、その国の歴史や文化が分
かることや、様々な種類の世界
地図の特色を考察できる。

地図や地球儀に親しみ、世界
の地域構成や位置の表現方法
について主体的に追究しようと
している。
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第二部世界のさまざまな地域
第二章世界の諸地域
第四節北アメリカ州

アメリカ合衆国を中心に巨大な
産業が発達した結果、地域にど
のような影響が生じているの
か、捉えさせる。

世界をリードし続けているアメリ
カ合衆国において、民族の多様
性や、広大な国土を利用した農
業、変化し続ける工業について
理解している。

北アメリカ州の地域的特色や課
題を、そこに暮らす人々の生活
の様子を基に、多面的・多角的
に考察している。

世界に大きな影響を与える北ア
メリカ州の産業や文化に着目し
ながら、それに関わる課題を主
体的に追究しようとしている。

第二部世界のさまざまな地域
第二章世界の諸地域
第五節南アメリカ州

農地や鉱山の開発が進むこと
によって、地域にどのような影
響が生じているのか、捉えさせ
る。

多様な文化を7受け入れながら
独自の文化を形成してきた南ア
メリカ州の経済成長について理
解するとともに、発展の一方で
経済格差や環境破壊などの問
題が生じていることを本文や資
料から調べ、まとめている。

ブラジルで経済成長が続いて
いる要因と熱帯林の減少の背
景を関連付けて考察し、その解
決策を多面的・多角的に考察し
ている。

近年の経済成長に着目しなが
ら、南アメリカ州の地域的特色
と農地や鉱山の開発による環
境問題について主体的に追究
しようとしている。

第二部世界のさまざまな地域
第二章世界の諸地域
第六節オセアニア州

他地域との関係が変化してきた
ことによって、地域にどのような
影響が生じているのか、捉えさ
せる。

オセアニア州の自然環境の特
色と植民地支配されていた歴
史を理解し、自然環境と結びつ
く産業や、多文化社会による移
民と先住民との共生などの地
域的特色を理解している。

オセアニア州の国々が、ヨー
ロッパの国と密接な関係を保ち
ながら、近年アジアとのつなが
りを深め、多文化社会を進めて
いる理由や課題を多面的・多角
的に考察している。

オーストラリアやニュージーラン
ドの多文化社会に着目しなが
ら、オセアニア州の地域的特色
や地域の新たな課題を主体的
に追究しようとしている。

第三部日本のさまざまな地域
第一章身近な地域の調査

調査テーマを決めよう、調査方
法を考えよう、野外調査を実行
しよう、調査を深めて結果を発
表しようの手順と手法を基に、
身近な地域の調査を捉えさせ
る。

地図や景観写真、統計資料な
どを的確に読み取る技能や、地
域調査を行う際の視点、方法を
理解している。

対象地域の地域的特色や課題
をとらえるために適切な地理的
事象を取り上げ、それらを多面
的・多角的に考察している。多
面的・多角的に調査、考察して
いる。

対象地域の特色や課題を主体
的に追究しようとしている。
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第３章　中世の日本と世界
・武家政治の始まり
・ユーラシアの動きと武家政治
の変化
・結びつく民衆と下剋上の社会

・武士が台頭して鎌倉幕府が成立し、その支配
が次第に全国に広まったことを理解する。
・13世紀ごろの世界では、ユーラシア大陸に広が
るモンゴル帝国が成立し、東西の貿易や文化交
流が盛んになったことを理解する。
・南北朝の争乱や室町幕府の成立について、東
アジア世界との密接な関りとともに理解する。・
・応仁の乱後の社会的な変動や戦国の動乱など
から、武家政治の展開について理解する。
・農業などの諸産業が発達し、畿内を中心とした
都市や農村に自治的なしくみが成立したことを理
解するとともに、室町文化には禅宗の影響や現
在との結びつきがみられることに気づく。

・鎌倉幕府の成立、元寇などを
基に、武士が台頭して主従の
結びつきや武力を背景とした武
家政権が成立し、その支配が
広まったこと、元寇がユーラシ
アの変化の中で起こったことを
理解している。
・南北朝の争乱と室町幕府、日
明貿易、琉球の国際的な役割
などを基に、武家政治の展開と
ともに、東アジア世界との密接
な関りが見られたことを理解し
ている。
・農業など諸産業の発達、畿内
を中心とした都市や農村におけ
る自治的な仕組みの成立、武
士や民衆などの多様な文化の
形成、応仁の乱後の社会的な
変動などを基に、民衆の成長を
背景とした社会や文化が生ま
れたことを理解している。

・武士の政治への進出と展開、
東アジアにおける交流、農業や
商工業の発達などに着目して、
事象を相互に関連付けるなどし
て、中世の社会の様子を多面
的・多角的に考察し、表現して
いる。
・中世までの日本を大観して、
時代の特色を多面的・多角的
に考察し、表現している。

・中世の日本について、よりよ
い社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究し
ようとしている。
・校外学習と関連付けて仏教に
ついての知識を深めようとして
いる。

第１章　歴史のとらえ方・調べ方 ・時代や年代の読み取り方を理解させ、歴史を
学習する際の基礎を身につけさせる。

・歴史上の人物、出来事などに
ついて考える活動を通して、日
本の歴史の大きな流れや時代
の特色を考察し、その過程や結
果を適切に表現している。

・歴史上の人物、出来事などに
ついて考える活動を通して、日
本の歴史の大きな流れや時代
の特色を考察し、その過程や結
果を適切に表現している。

・私たちと歴史について、よりよ
い社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究し
ようとしている。

第２章　原始・古代の日本と世界
・人類の出現と文明のおこり
・日本の成り立ちと倭の王権
・大帝国の出現と律令国家の完
成
・貴族社会の発展

・人類が出現し、やがて世界各地で古代文明が
おこったことや、宗教がおこったことを理解する。
・それぞれの古代文明には、農耕や牧畜を基盤
にして築かれたこと、文字の使用、国家がおこっ
たことなど、共通する特色があることを理解す
る。
・日本列島での農耕の広まりによる人々の生活
の変化に気づき、国家が形成されていく過程の
あらましを東アジアとのかかわりを通して理解す
る。
・日本では、大陸の文物や制度を積極的に取り
入れながら、国家のしくみが整えられたことを理
解する。
・天皇や貴族の政治が展開され、古代国家が発
展していったことを理解する。

・世界の古代文明や宗教のおこ
りを基に、世界の各地で文明が
築かれたことを理解している。
・日本列島における農耕の広ま
りと、生活の変化や人々の信
仰、大和政権による統一の様
子と東アジアとの関りなどを基
に、東アジアの文明の影響を受
けながら我が国で国家が形成
されていったことを理解してい
る。
・律令国家の確立に至るまでの
過程、摂関政治などを基に、東
アジアの文物や制度を積極的
に取り入れながら国家の仕組
みが整えられ、その後、天皇や
貴族による政治が展開したこと
を理解している。
・仏教の伝来とその影響、仮名
文字の成立を基に、国際的な
要素をもった文化が栄え、それ
らを基礎としながら文化の国風
化が進んだことを理解してい
る。

・古代文明や宗教が起こった場
所や環境、農耕の広まりや生
産技術の発展、東アジアとの接
触や交流と政治や文化の変化
などに着目し、事象を相互に関
連付けるなどして、古代の社会
の変化の様子を多面的・多角
的に考察し、表現している。
・古代までの日本を大観して、
時代の特色を多面的・多角的
に考察し、表現している。

・古代までの日本について、よ
りよい社会の実現を視野にそこ
に見られる課題を主体的に追
究しようとしている。

社会（歴史的分野） 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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第4章　近世の日本と世界
・結びつく世界との出会い
・天下統一への歩み

・14～16世紀のヨーロッパでは，ルネサンスや宗
教改革，アジアへの新航路の開拓などの動きが
おこり，ヨーロッパ諸国が貿易や布教などを目的
に世界各地へ進出していったことを理解する。
・ヨーロッパ人が日本に来航した背景や目的を理
解し，それが日本の社会に及ぼした影響につい
て考える。
・織田信長・豊臣秀吉による全国の統一事業
や，朝鮮への出兵などの対外関係についてとら
え，近世社会の基礎がつくられていったことを理
解する。
・海外から南蛮文化などが取り入れられる一方
で，武将や豪商の気風や経済力を背景とした豪
壮・華麗な文化が生み出されたことを理解する。

・ヨーロッパ人来航の背景とそ
の影響，織田・豊臣による統一
事業とその当時の対外関係，
武将や豪商などの生活文化の
展開などを基に，近世社会の基
礎がつくられたことを理解して
いる。

・交易の広がりとその影響，統
一政権の諸政策の目的，産業
の発達と文化の担い手の変
化，社会の変化と幕府の政策
の変化などに着目して，事象を
相互に関連付けるなどして，ア
の(ｱ)から(ｴ)までについて近世
の社会の変化の様子を多面
的・多角的に考察し，表現して
いる。
・近世の日本を大観して，時代
の特色を多面的・多角的に考
察し，表現している。

・近世の日本について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究し
ようとしている。
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11

24

・近世の日本について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究し
ようとしている。

・近代の日本と世界について，
よりよい社会の実現を視野にそ
こで見られる課題を主体的に追
究しようとしている。

・江戸幕府の成立と大名統制，鎖国政
策と鎖国下の対外関係，身分制度の
確立と農村の様子をとらえ，幕府の政
治の特色について考える。
・江戸幕府により，幕府と藩による支配
が確立したことを理解する。
・産業や交通の発達，教育の普及と文
化の広がりについてとらえ，町人文化
が都市を中心に形成されたことや，各
地方の生活文化が生まれたことを理
解する。
・貨幣経済の広まりや百姓一揆などの
農村の変化，江戸幕府の政治改革に
ついて理解するとともに，新しい学問・
思想の動きに気づく。

・江戸幕府の成立と大名統制，
身分制と農村の様子，鎖国など
の幕府の対外政策と対外関係
などを基に，幕府と藩による支
配が確立したことを理解してい
る。
・産業や交通の発達，教育の普
及と文化の広がりなどを基に，
町人文化が都市を中心に形成
されたことや，各地方の生活文
化が生まれたことを理解してい
る。
・社会の変動や欧米諸国の接
近，幕府の政治改革，新しい学
問・思想の動きなどを基に，幕
府の政治が次第に行き詰まり
をみせたことを理解している。

・欧米諸国における産業革命や
市民革命，アジア諸国の動きな
どを基に，欧米諸国が近代社
会を成立させてアジアへ進出し
たことを理解している。
・開国とその影響，富国強兵・
殖産興業政策，文明開化の風
潮などを基に，明治維新によっ
て近代国家の基礎が整えられ
て，人々の生活が大きく変化し
たことを理解している。
・自由民権運動，大日本帝国憲
法の制定，日清・日露戦争，条
約改正などを基に，立憲制の国
家が成立して議会政治が始ま
るとともに，我が国の国際的な
地位が向上したことを理解して
いる。
・我が国の産業革命，この時期
の国民生活の変化，学問・教
育・科学・芸術の発展などを基
に，我が国で近代産業が発展
し，近代文化が形成されたこと
を理解している。

・交易の広がりとその影響，統一政権の諸政
策の目的，産業の発達と文化の担い手の変
化，社会の変化と幕府の政策の変化などに
着目して，事象を相互に関連付けるなどし
て，アの(ｱ)から(ｴ)までについて近世の社会
の変化の様子を多面的・多角的に考察し，表
現している。
・近世の日本を大観して，時代の特色を多面
的・多角的に考察し，表現している。

・工業化の進展と政治や社会の変化，明治
政府の諸改革の目的，議会政治や外交の展
開，近代化がもたらした文化への影響，経済
の変化の政治への影響などに着目して，事
象を相互に関連付けるなどして，アの(ｱ)から
(ｶ)までについて近代の社会の変化の様子を
多面的・多角的に考察し，表現している。
・近代の日本と世界を大観して，時代の特色
を多面的・多角的に考察し，表現している。

第5章　日本の近代化と国
際社会
・近代世界の確立とアジア
・開国と幕府政治の終わ
り
・明治維新と立憲国家へ
の歩み
・激動する東アジアと日
清・日露戦争
・近代の産業と文化の発
展

欧米諸国が市民革命や産業革命によ
り近代社会を成立させたことを理解す
る。
・近代社会を成立させた欧米諸国が，
新たな市場や原料の供給地を求めて
アジアへ進出したことについて考える。
・社会の変動や欧米諸国の接近に対
する江戸幕府の対応・政治改革につい
てとらえ，幕府政治がしだいに行き詰
まりをみせたことを理解する。
・幕末の開国と，その政治的・社会的
な影響について，欧米諸国のアジア進
出との関わりから理解する。
・新政府による政治の改革や，富国強
兵・殖産興業の政策，文明開化の動き
についてとらえ，明治維新により近代
国家の基礎が整えられて，人々の生
活が大きく変化したことを理解する。
・自由民権運動や大日本帝国憲法の
制定をとらえ立憲制の国家が成立して
議会政治が始まったことを理解する。
・条約改正の歩みや日清・日露戦争に
ついてとらえ，日本の国際的地位が向
上したことを，大陸との関係と関わらせ
て理解する。
・日清・日露戦争を通じて日本をとりま
く国際関係が変化したことを考える。
・産業革命により日本で近代産業が発
展したことと，それによる社会の変化
について理解する。
・学問・教育・科学・芸術の発展を背景
に近代文化が形成されたことを理解す
る。

社会（歴史的分野） 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

第４章近世の日本と世界
・幕藩体制の確立と鎖国
・経済の成長と幕政の改
革
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・戦争に向かう時期の社会や生活の変化，
世界の動きと我が国との関連などに着目し
て，事象を相互に関連付けるなどして，アの
(ｱ)から(ｶ)までについて近代の社会の変化の
様子を多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
・近代の日本と世界を大観して，時代の特色
を多面的・多角的に考察し，表現している。

・近代の日本と世界について，
よりよい社会の実現を視野にそ
こで見られる課題を主体的に追
究しようとしている。

第６章　二度の世界大戦
と日本
・第一次世界大戦と民族
独立の動き
・大正デモクラシー

・第一次世界大戦前後の国際
情勢を背景に、日本の国際的
地位の変化や大正時代の政党
政治の発達、民主主義思想の
普及、社会運動の動きを通して
日本国民の政治的自覚が高
まったことを理解させる。

・第一次世界大戦の背景とその
影響，民族運動の高まりと国際
協調の動き，我が国の国民の
政治的自覚の高まりと文化の
大衆化などを基に，第一次世界
大戦前後の国際情勢及び我が
国の動きと，大戦後に国際平和
への努力がなされたことを理解
している。
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第３章　日本の諸地域
・九州地方
・中国、四国地方
・近畿地方
・中部地方
・関東地方
・東北地方
・北海道地方

・日本をいくつかの地域に区分
し、それぞれの地域について、
自然環境、歴史的背景、産業、
環境問題や環境保全、人口や
都市・村落、生活・文化、他地
域との結びつきのいずれかの
視点に注目して地域的特色をと
らえさせる。

・日本の諸地域について、七つ
の視点に注目した考察の仕方
をもとに地域的特色を理解し、
その知識を身に付けている。
・日本の諸地域の地域的特色
を、七つの視点に注目しながら
多面的・多角的に考察し、その
過程や結果を適切に表現する
ことができる。

日本の諸地域の地域的特色に
対する関心をもち、それらを意
欲的に追究しようとしている。

・日本の諸地域の地域的特色
を、七つの視点に注目しながら
多面的・多角的に考察し、その
過程や結果を適切に表現して
いる。

第４章　地域の在り方 ・空間的相互依存作用や地域
などに着目して，課題を追究し
たり解決したりする活動を通し
て，次の事項を身に付けるよう
にする。
⑴　地域の実態や課題解決の
ための取組を理解できる。
⑵地域的な課題の解決に向け
て考察，構想したことを適切に
説明，議論しまとめる手法につ
いて理解できる。
⑶　地域の在り方を，地域の結
び付きや地域の変容，持続可
能性などに着目し，そこで見ら
れる地理的な課題について多
面的・多角的に考察，構想し，
表現できる。

・・地域の実態や課題解決のた
めの取組を理解している。
・地域的な課題の解決に向けて
考察，構想したことを適切に説
明，議論しまとめる手法につい
て理解している。

・地域の在り方を，地域の結び
付きや地域の変容，持続可能
性などに着目し，そこで見られ
る地理的な課題について多面
的・多角的に考察，構想し，表
現している。

・地域の在り方について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究，
解決しようとしている。

社会（地理的分野） 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

第三部日本のさまざまな地域
第一章身近な地域の調査

調査テーマを決めよう、調査方
法を考えよう、野外調査を実行
しよう、調査を深めて結果を発
表しようの手順と手法を基に、
身近な地域の調査を捉えさせ
る。

地図や景観写真、統計資料な
どを的確に読み取る技能や、地
域調査を行う際の視点、方法を
理解している。

対象地域の地域的特色や課題
をとらえるために適切な地理的
事象を取り上げ、それらを多面
的・多角的に考察している。多
面的・多角的に調査、考察して
いる。

対象地域の特色や課題を主体
的に追究しようとしている。

第三部日本のさまざまな地域
第二章日本の地域的特色

山がちな日本の地形、川がつく
る地形と海岸や海洋の特色、
日本の気候、日本のさまざまな
自然災害、自然災害に対する
備え、日本の人口、日本の資
源・エネルギーと電力、日本の
農業・林業・漁業とその変化、
日本の商業・サービス業、日本
の交通網・通信網、さまざまな
地域区分から、日本の地域的
特色をとらえさせる。

日本の地域的特色を、自然環
境や人口、資源・エネルギー、
産業、交通・通信の視点から、
写真、図版、地図、雨温図な
ど、さまざまな資料を適切に選
択して読み取り、理解している。

日本の自然環境や人口、資源・
エネルギー、産業、交通・通信
などの地域的特色が、どのよう
に変化し、どのような課題を抱
えているのか、多面的・多角的
に考察し、表現している。

自然災害への対応や人口減少
に伴う少子高齢化など、身近な
地域や生活との関わりに着目し
て、日本の地域的な課題につ
いて、主体的に追究しようとして
いる。



教科 学年

10

3

社会（地理的分野） 第3学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

第４章　地域の在り方 ・空間的相互依存作用や地域
などに着目して，課題を追究し
たり解決したりする活動を通し
て，次の事項を身に付けるよう
にする。
⑴　地域の実態や課題解決の
ための取組を理解できる。
⑵地域的な課題の解決に向け
て考察，構想したことを適切に
説明，議論しまとめる手法につ
いて理解できる。
⑶　地域の在り方を，地域の結
び付きや地域の変容，持続可
能性などに着目し，そこで見ら
れる地理的な課題について多
面的・多角的に考察，構想し，
表現できる。

・・地域の実態や課題解決のた
めの取組を理解している。
・地域的な課題の解決に向け
て考察，構想したことを適切に
説明，議論しまとめる手法につ
いて理解している。

第３章　日本の諸地域
・東北地方
・北海道地方

・日本をいくつかの地域に区分
し、それぞれの地域について、
自然環境、歴史的背景、産業、
環境問題や環境保全、人口や
都市・村落、生活・文化、他地
域との結びつきのいずれかの
視点に注目して地域的特色を
とらえさせる。

・日本の諸地域について、七つ
の視点に注目した考察の仕方
をもとに地域的特色を理解し、
その知識を身に付けている。
・日本の諸地域の地域的特色
を、七つの視点に注目しながら
多面的・多角的に考察し、その
過程や結果を適切に表現する
ことができる。



単元のまとまりの評価規準

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・地域の在り方を，地域の結び
付きや地域の変容，持続可能
性などに着目し，そこで見られ
る地理的な課題について多面
的・多角的に考察，構想し，表
現している。

・地域の在り方について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究，
解決しようとしている。

・日本の諸地域の地域的特色
を、七つの視点に注目しながら
多面的・多角的に考察し、その
過程や結果を適切に表現して
いる。

日本の諸地域の地域的特色に
対する関心をもち、それらを意
欲的に追究しようとしている。



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

11

12

第7章　現代の日本と世界
日本の民主化と冷戦
世界の多極化と日本
冷戦の終結とこれからの日本

・第二次世界大戦後，国際社会
に復帰するまでの日本の民主
化と再建の過程について理解
する。
・冷戦の始まりや朝鮮戦争など
の世界の動きのなかで，新しい
日本の建設が進められたことを
理解する。

・ベトナム戦争や中東戦争など
の世界の動きを背景に，日本
の高度経済成長が石油危機に
より終焉するまでの過程につい
て，安保改定・沖縄返還・日中
国交正常化などの国際社会と
の関わりのなかで理解する。
・日本の経済や科学技術が急
速に発展して国民の生活が向
上したことを理解する。
・冷戦終結後の変動する世界と
日本の動きについてとらえ，国
際社会において日本の役割が
大きくなってきたことを理解す
る。
・環境・人権・平和などをめぐる
様々な課題が残されていること
に気づき，これからの未来をひ
らくためにどのように社会と関

・冷戦，我が国の民主化と再建
の過程，国際社会への復帰な
どを基に，諸資料から歴史に関
する様々な情報について調べ
てまとめ，第二次世界大戦後の
諸改革の特色や世界の動きの
中で新しい日本の建設が進め
られたことを理解している。
・高度経済成長，国際社会との
関わりなどを基に，諸資料から
歴史に関する様々な情報につ
いて調べてまとめ，我が国の経
済や科学技術の発展によって
国民の生活が向上し，国際社
会において我が国の役割が大
きくなってきたことを理解してい
る。
・冷戦の終結，国際社会との関
わりなどを基に，諸資料から歴
史に関する様々な情報につい
て調べてまとめ，我が国の経済
や科学技術の発展によって国
民の生活が向上し，国際社会
において我が国の役割が大きく
なってきたことを理解している。

・戦後の展開と国際社会の変
化などに着目して，事象を相互
に関連付けるなどして，諸改革
が日本の社会に及ぼした変化
や冷戦体制下の日本と世界と
の関わりについて，多面的・多
角的に考察し，表現している。

・政治の展開と国民生活の変
化などに着目して，事象を相互
に関連付けるなどして，国民生
活への影響と国際平和の実現
への努力などについて多面的・
多角的に考察し，表現してい
る。

・国際社会に復帰するまでの日
本の民主化と再建の過程につ
いて，よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体
的に追究しようとしている。

・冷戦下の国際社会の中にお
ける日本の変化について，より
よい社会の実現を視野にそこで
見られる課題を主体的に追究し
ようとしている。

・冷戦終結後の変動する世界と
日本の動きについて，よりよい
社会の実現を視野にそこで見ら
れる課題を主体的に追究しよう
としている。

・戦争に向かう時期の社会や生
活の変化，世界の動きと我が
国との関連などに着目して，事
象を相互に関連付けるなどし
て，アの(ｱ)から(ｶ)までについて
近代の社会の変化の様子を多
面的・多角的に考察し，表現し
ている。
・近代の日本と世界を大観し
て，時代の特色を多面的・多角
的に考察し，表現している。

・近代の日本と世界について，
よりよい社会の実現を視野にそ
こで見られる課題を主体的に追
究しようとしている。

第６章　二度の世界大戦と日本
・恐慌から戦争へ
・第二次世界大戦と日本の敗
戦

・昭和初期から第二次世界大
戦終結までの日本の政治・経
済・外交の動きなどを、東アジ
ア諸国との関係や欧米諸国の
動きに着目させながら、経済の
混乱、軍部の台頭、戦争の経
緯と対戦の惨禍を理解させる。
・戦時下の国民生活をなるべく
身近に感じさせるとともに、戦
争の惨禍にも目を向けさせ、関
心や態度を養う。

・経済の世界的な混乱と社会問
題の発生，昭和初期から第二
次世界大戦の終結までの我が
国の政治・外交の動き，中国な
どアジア諸国との関係，欧米諸
国の動き，戦時下の国民の生
活などを基に，軍部の台頭から
戦争までの経過と，大戦が人類
全体に惨禍を及ぼしたことを理
解している。

社会（歴史的分野） 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

14

14

23

30

○対立と合意，効率と公正，分業
と交換，希少性などに着目して，個
人や企業の経済活動における役
割と責任や，社会生活における職
業の意義と役割及び雇用と労働
条件の改善について，現代社会の
生活と関連付けて多面的・多角的
に考察したり，社会に見られる課
題の解決に向けて選択・判断した
り，思考・判断したことを説明した
り，それらを基に議論したりしてい
る。
○対立と合意，効率と公正，分業
と交換，希少性などに着目して，市
場の働きに委ねることが難しい諸
問題に関して国や地方公共団体
が果たす役割や，財政及び租税
の役割について，現代社会の生活
と関連付けて多面的・多角的に考
察，構想したり，社会に見られる課
題の解決に向けて選択・判断した
り，思考・判断したことを説明した
り，それらを基に議論したりしてい
る。

第4章　私たちの
暮らしと経済

・ 身近な消費生活を中心に経済活動の意義について理
解させる。
・ 市場経済の基本的な考え方について理解させる。その
際，市場における価格の決まり方や資源の配分につい
て理解させる。
・ 現代の生産や金融などの仕組みや働きを理解させ
る。
・ 勤労の権利と義務，労働組合の意義及び労働基準法
の精神について理解させる。
・ 対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに
着目して，個人や企業の経済活動における役割と責任
や，社会生活における職業の意義と役割及び雇用と労
働条件の改善について，多面的・多角的に考察し，表現
させる。
・ 市場の働きと経済について，現代社会に見られる課題
の解決を視野に主体的に社会に関わろうとさせる。
・ 社会資本の整備，公害の防止など環境の保全，少子
高齢社会における社会保障の充実・安定化，消費者の
保護について，それらの意義を理解させる。
・ 財政及び租税の意義，国民の納税の義務について理
解させる。
・ 対立と合意，効率と公正，分業と交換，希少性などに
着目して，市場の働きに委ねることが難しい諸問題に関
して国や地方公共団体が果たす役割や，財政及び租税
の役割について，多面的・多角的に考察，構想し，表現
させる。
・ 国民の生活と政府の役割について，現代社会に見ら
れる課題の解決に向けて自らの学習を振り返りながら粘
り強く取り組み，主体的に社会に関わろうとさせる。

○身近な消費生活を中心に，経済
活動の意義について理解してい
る。
○市場経済の基本的な考え方に
ついて理解している。その際，市
場における価格の決まり方や資源
の配分について理解している。
○現代の生産や金融などの仕組
みや働きを理解している。
○勤労の権利と義務，労働組合の
意義及び労働基準法の精神につ
いて理解している。
○社会資本の整備，公害の防止
など環境の保全，少子高齢社会に
おける社会保障の充実・安定化，
消費者の保護について，それらの
意義を理解している。
○財政及び租税の意義，国民の
納税の義務について理解してい
る。

○市場の働きと経済について，現
代社会に見られる課題の解決に
向けた学習を通して，自らの学習
を振り返りながら粘り強く取り組
み，主体的に社会に関わろうとし
ている。
○国民の生活と政府の役割につ
いて，現代社会に見られる課題の
解決に向けた学習を通して，自ら
の学習を振り返りながら粘り強く取
り組み，主体的に社会に関わろう
としている。

第3章　現代の
民主政治と社会

・ 国会を中心とする我が国の民主政治の仕組みのあら
ましや政党の役割を理解させる。
・ 議会制民主主義の意義，多数決の原理とその運用の
在り方について理解させる。
・ 国民の権利を守り，社会の秩序を維持するために，法
に基づく公正な裁判の保障があることについて理解させ
る。
・ 地方自治の基本的な考え方について理解させる。その
際，地方公共団体の政治の仕組み，住民の権利や義務
について理解させる。
・ 対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配，民
主主義などに着目して，民主政治の推進と，公正な世論
の形成や選挙など国民の政治参加との関連について多
面的・多角的に考察，構想し，表現させる。
・ 民主政治と政治参加について，現代社会に見られる
課題の解決に向けて自らの学習を振り返りながら粘り強
く取り組み，主体的に社会に関わろうとさせる。

○国会を中心とする我が国の民主
政治の仕組みのあらましや政党の
役割を理解している。
○議会制民主主義の意義，多数
決の原理とその運用の在り方につ
いて理解している。
○国民の権利を守り，社会の秩序
を維持するために，法に基づく公
正な裁判の保障があることについ
て理解している。
○地方自治の基本的な考え方に
ついて理解している。その際，地
方公共団体の政治の仕組み，住
民の権利や義務について理解して
いる。

○対立と合意，効率と公正，個人
の尊重と法の支配，民主主義など
に着目して，民主政治の推進と，
公正な世論の形成や選挙など国
民の政治参加との関連について
「S市の市長になって条例を作ろ
う」などの対話的な活動を通じ，多
面的・多角的に考察，構想し，表
現している。

○民主政治と政治参加について，
現代社会に見られる課題の解決
に向けて自らの学習を振り返りな
がら粘り強く取り組み，主体的に
社会に関わろうとしている。

第1章　現代社
会と私たち

・ 現代日本の特色として少子高齢化，情報化，グローバ
ル化などが見られることについて理解させる。
・ 現代社会における文化の意義や影響について理解さ
せる。
・ 位置や空間的な広がり，推移や変化などに着目して，
少子高齢化，情報化，グローバル化などが現在と将来
の政治，経済，国際関係に与える影響について多面的・
多角的に考察し，表現させる。
・ 位置や空間的な広がり，推移や変化などに着目して，
文化の継承と創造の意義について多面的・多角的に考
察し，表現させる。
・ 私たちが生きる現代社会と文化の特色について，現代
社会に見られる課題の解決に向けて自らの学習を振り
返りながら粘り強く取り組み，主体的に社会に関わろうと
させる。
・ 現代社会の見方・考え方の基礎となる枠組みとして，
対立と合意，効率と公正などについて理解させる。
・ 人間は本来社会的存在であることを基に，個人の尊厳
と両性の本質的平等，契約の重要性やそれを守ること
の意義及び個人の責任について理解させる。
・ 対立と合意，効率と公正などに着目して，社会生活に
おける物事の決定の仕方，契約を通した個人と社会との
関係，決まりの役割について多面的・多角的に考察し，
表現させる。
・ 現代社会を捉える枠組みについて，現代社会に見られ
る課題の解決に向けて自らの学習を振り返りながら粘り
強く取り組み，主体的に社会に関わろうとさせる。

○人間の尊重についての考え方
を，基本的人権を中心に深め，法
の意義を理解している。
○民主的な社会生活を営むため
には，法に基づく政治が大切であ
ることを理解している。
○日本国憲法が基本的人権の尊
重，国民主権及び平和主義を基本
的原則としていることについて理
解している。
○日本国及び日本国民統合の象
徴としての天皇の地位と天皇の国
事に関する行為について理解して
いる。

○対立と合意，効率と公正，個人
の尊重と法の支配などに着目し
て，「ちがいのちがいを追究しよう」
などの対話的な活動を通じ，我が
国の政治が日本国憲法に基づい
て行われていることの意義につい
て，多面的・多角的に考察，表現し
ている。

○人間の尊重についての考え方
や日本国憲法の基本的原則など
について，現代社会に見られる課
題の解決に向けて自らの学習を振
り返りながら粘り強く取り組み，主
体的に社会に関わろうとしている。

第2章　個人の
尊重と日本国憲
法

・ 人間の尊重についての考え方を，基本的人権を中心
に深め，法の意義を理解させる。
・ 民主的な社会生活を営むためには，法に基づく政治が
大切であることを理解させる。
・ 日本国憲法が基本的人権の尊重，国民主権及び平和
主義を基本的原則としていることについて理解させる。
・ 日本国及び日本国民統合の象徴としての天皇の地位
と天皇の国事に関する行為について理解させる。
・ 対立と合意，効率と公正，個人の尊重と法の支配など
に着目して，対話的な活動を通じ，我が国の政治が日本
国憲法に基づいて行われていることの意義について，多
面的・多角的に考察，表現させる。
・ 人間の尊重についての考え方や日本国憲法の基本的
原則などについて，現代社会に見られる課題の解決に
向けて自らの学習を振り返りながら粘り強く取り組み，主
体的に社会に関わろうとさせる。

○人間の尊重についての考え方
を，基本的人権を中心に深め，法
の意義を理解している。
○民主的な社会生活を営むため
には，法に基づく政治が大切であ
ることを理解している。
○日本国憲法が基本的人権の尊
重，国民主権及び平和主義を基本
的原則としていることについて理
解している。
○日本国及び日本国民統合の象
徴としての天皇の地位と天皇の国
事に関する行為について理解して
いる。

○対立と合意，効率と公正，個人
の尊重と法の支配などに着目し
て，「ちがいのちがいを追究しよう」
などの対話的な活動を通じ，我が
国の政治が日本国憲法に基づい
て行われていることの意義につい
て，多面的・多角的に考察，表現し
ている。

○人間の尊重についての考え方
や日本国憲法の基本的原則など
について，現代社会に見られる課
題の解決に向けて自らの学習を振
り返りながら粘り強く取り組み，主
体的に社会に関わろうとしている。

社会（公民的分野） 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

18

5

終章　より良い
社会を目指して

・ 社会的な見方・考え方を働かせ，私たちがより良い社
会を築いていくために解決すべき課題を多面的・多角的
に考察，構想し，自分の考えを説明，論述させる。
・ 私たちがより良い社会を築いていくために解決すべき
課題について，現代社会に見られる課題の解決に向け
て自らの学習を振り返りながら粘り強く学習に取り組み，
主体的に社会に関わろうとさせる。

〇持続可能な社会の考えについ
て，これまでの公民的分野での学
習を踏まえて，理解を深めている。
○環境・エネルギー，人権・平和，
伝統・文化，防災・安全，情報・技
術などに関わる課題を解決するこ
とが，持続可能な社会の形成に必
要であることを理解している。

○社会的な見方・考え方を働か
せ，私たちがより良い社会を築い
ていくために解決すべき課題を多
面的・多角的に考察，構想し，自
分の考えを説明，論述している。

○私たちがより良い社会を築いて
いくために解決すべき課題につい
て，現代社会に見られる課題の解
決に向けて自らの学習を振り返り
ながら粘り強く学習に取り組み，主
体的に社会に関わろうとしている。

第5章　地球社
会と私たち

・ 世界平和の実現と人類の福祉の増大のためには，国
際協調の観点から，国家間の相互の主権の尊重と協
力，各国民の相互理解と協力及び国際連合をはじめと
する国際機構などの役割が大切であることを理解させ
る。その際，領土（領海，領空を含む。），国家主権，国
際連合の働きなど基本的な事項について理解させる。
・ 地球環境，資源・エネルギー，貧困などの課題の解決
のために経済的，技術的な協力などが大切であることを
理解させる。
・ 対立と合意，効率と公正，協調，持続可能性などに着
目して，日本国憲法の平和主義を基に，我が国の安全と
防衛，国際貢献を含む国際社会における我が国の役割
について多面的・多角的に考察，構想し，表現させる。
・ 世界平和と人類の福祉の増大について，現代社会に
見られる課題の解決に向けて自らの学習を振り返りなが
ら粘り強く取り組み，主体的に社会に関わろうとさせる。

○世界平和の実現と人類の福祉
の増大のためには，国際協調の
観点から，国家間の相互の主権の
尊重と協力，各国民の相互理解と
協力及び国際連合をはじめとする
国際機構などの役割が大切であ
ることを理解している。その際，領
土（領海，領空を含む。），国家主
権，国際連合の働きなど基本的な
事項について理解している。
○地球環境，資源・エネルギー，
貧困などの課題の解決のために
経済的，技術的な協力などが大切
であることを理解している。

○世界平和と人類の福祉の増大
について，現代社会に見られる課
題の解決に向けて自らの学習を振
り返りながら粘り強く学習に取り組
み，主体的に社会に関わろうとし
ている。

○対立と合意，効率と公正，協
調，持続可能性などに着目して，
日本国憲法の平和主義を基に，我
が国の安全と防衛，国際貢献を含
む国際社会における我が国の役
割について多面的・多角的に考
察，構想し，表現している。



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

3

25

18

14

14

17

18

10

7章　データを活用して判断しよ
う[データの分析と活用]

・既習のデータの整理や分析の方法を，
問題解決に生かそうとしている。
・データを度数分布表やヒストグラム，相
対度数の折れ線グラフに表し，分布の特
徴を読み取り，説明することができる。
・相対度数の必要性と意味を理解する。
・代表値や範囲を用いてデータの分布の
傾向を読み取り，説明することができる。
・不確定な事象の起こりやすさを，その事
象の起こる割合や試行の回数に着目して
考え，説明することができる。

○ヒストグラムや度数折れ線の必要性
と意味を理解し，それらを用いてデータ
を整理することができる。
○コンピュータなどの情報手段を用い
るなどしてデータを表やグラフに整理
することができる。
○多数の観察や多数回の試行によっ
て得られる確率の必要性と意味を理解
している。

○目的に応じてデータを収集して分析
し、そのデータの分布の傾向を読み取
り、批判的に考察し判断することができ
る。
○多数の観察や多数回の試行の結果
をもとにして，不確定な事象の起こりや
すさの傾向を読み取り，説明すること
ができる。

○既習のデータの整理や分析の方法
および、多数回の試行によって得られ
る確率についてのよさに気付いて、粘
り強く考えようとしている。
○既習のデータの整理や分析の方法
および、多数回の試行によって得られ
る確率について学んだことを問題解決
に生かそうとしている。
○ヒストグラムや相対度数、多数の観
察や多数回の試行によって得られる確
率について学んだことを生活や学習に
生かそうとしている。

6章　立体の見方をひろげよう
 [空間図形]

・3次元空間での事象に関する問題を、具
体的な空間図形の問題として捉える。
・空間図形の問題を解決するために都合
の良い模型を作り、いろいろな向きから観
察する。
・解決に都合のよい平面図形を見いだし、
目的に応じて見取図や展開図、投影図な
どに表す。平面上に表された空間図形の
性質を読みとる。

○空間内にある平面や直線の位置関
係を理解している。
○おうぎ形の弧の長さと面積、基本的
な柱体や錐体、球の表面積と体積を求
めることができる。

○空間図形を直線や平面図形の運動
によって構成されるものと捉えたり、空
間図形を表面上に表現して平面上の
表現から空間図形の性質を見いだした
りすることができる。
〇立体図形の表面積や体積の求め方
を考察し、表現することができる。

〇空間図形の性質や関係を捉えること
の必要性や意味を考えようとしている。
〇学んだことを生活や学習に生かそう
としている。
○空間図形の性質や関係を活用した
問題解決の過程を振り返って検討しよ
うとしたりしている。

5章　平面図形の見方をひろげ
よう [平面図形]

・平行移動，回転移動，対称移動の意味と
その性質を理解する。
・2つの合同な図形の関係を移動の見方で
捉え，説明することができる。
・作図における定規とコンパスの役割と使
い方を理解し，簡単な作図ができる。
・垂線，垂直二等分線，角の二等分線を
作図する方法を理解し，作図することがで
きる。
・身のまわりにあるものを円とみなして，そ
の円を等分してできるおうぎ形に着目し，
弧の長さや面積が中心角に比例すること
を理解し，弧の長さや面積を求めることが

○平行移動，対称移動，回転移動の
意味とその性質を理解し，ある図形を
移動させた図形をかくことができる。
○垂線，垂直二等分線，角の二等分
線を作図する方法を理解し，作図する
ことができる。

○図形の性質に着目し、基本的な作
図の方法を考察表現し、表現すること
ができる。
〇図形の移動に着目し、二つの図形
の関係について考察し表現することが
できる。
〇基本的な作図や図形の移動を具体
的な場面で活用することができる。

○平面図形の性質や関係を捉えること
のよさに気付いて粘り強く考えようとし
ている。
○移動や作図やおうぎ形について学
んだことを生活や学習に生かそうとし
ている。
○基本的な作図を活用した問題解決
の過程を振り返って検討しようとしてい
る。

4章　数量の関係を調べて問題
を解決しよう[比例と反比例]

・身のまわりの問題を，関数の考えを利用
して解決することができる。
・関数の意味を理解する。
・具体的な事象の中から2つの数量に着目
し、それらの変化や対応を表、グラフ、式
を用いて調べることによって関数関係を明
らかにする。また、問題解決に活用できる
ようにする。
・身のまわりの問題を，比例のグラフを利
用して解決することができる。

○関数関係の意味を理解している。
○比例・反比例について理解してい
る。
○座標の意味を理解している。
○比例・反比例を表、式、グラフなどに
表すことができる。

○比例・反比例として捉えられる二つ
の数量について、表、式、グラフなどを
用いて調べ、それらの変化や対応の特
徴を見いだすことができる。
○具体的な事象の中の数量の関係を
比例とみなして，そのグラフを利用して
問題を解決することができる。

○比例・反比例のよさに気付いて粘り
強く考えている。
〇関数の考えを生活や学習に生かそ
うとしている。
○反比例について学んだことを生かし
て，問題解決の過程を振り返り検討し
ようとしている。

3章　未知の数の求め方を考え
よう [方程式]

○求めたい数量がある問題を、既習の内
容を活用して解決することを通して、方程
式の必要性を理解する。
○方程式とその解の意味を理解し、文字
に値を代入して解を求めたり、等式の性質
を使って方程式を解いたりすることができ
る。
○具体的な問題を、方程式を利用して解
決するときの考え方や手順を理解する。

○方程式とその解の意味、必要性を理
解している。
○等式の性質や移項の意味を理解
し、それらを使って方程式を解くことが
できる。

○等式の性質を使って方程式を解く過
程を振り返って、移項の考えを見いだ
し、説明することができる。
○１次方程式を利用して、具体的な問
題を解決することができる。

○1次方程式のよさに気付いて粘り強く
考えることができる。
○方程式を生活や学習の具体的な問
題の解決に利用しようとしている。
○方程式を活用した問題解決の過程
を振り返ってその手順を検討しようとし
ている。

2章　数学のことばを身につけ
よう[文字と式]

・文字を用いることの必要性と意味を理解
し，具体的な数量を，文字を使った式で表
すことができる。
・文字を使った式の規約を理解し、それに
沿って計算ができるようにすること。
・等式，不等式の意味を理解し，数量の間
の関係を等式や不等式で表したり，等式
や不等式が表す数量の関係を読み取った
りすることができる。

○文字を用いることの必要性と意味を
理解している。
○1次式の四則の計算方法を理解し，
計算ができる。
○いろいろな整数を文字を用いた式で
表したり，式が表す数を読み取ったり
することができる。
○数量の間の関係を等式や不等式で
表し、読み取ることができる。

〇具体的な場面と関連づけて，1次式
の加法・減法の計算方法を考え，説明
することができる。

○文字を用いることのよさに気付いて
粘り強く考え、文字を用いた式につい
て学んだことを生活や学習に生かそう
としたり、文字を用いた式を活用した問
題解決の過程を振り返って検討しよう
としたりしている。

1章　数の世界を広げよう [正
負の数]

・正負の数の必要性と意味を理解する。
・正負の数の四則計算をできるようにす
る。
・身のまわりの問題を，正負の数を利用し
て解決することができる。

○正負の数の必要性と意味を，具体
的な場面と結び付けて理解している。
○正の数と負の数の四則計算をする
ことができる。
○具体的な場面で正負の数を使って
表したり処理したりすることができる。

○算数で学習した四則計算と関連付
けて、正負の数の四則計算の方法を
考察し表現することができる。
○身のまわりの具体的な場面で，正負
の数を利用して解決することができる。

○正負の数の必要性と意味を理解し、
良さに気付いて粘り強く考える。
○正負の数について学んだことを生活
や学習に生かそうとしている。
〇正負の数を活用した問題解決の過
程を振り返って検討しようとしている。

0章　算数から数学へ
　　　　　　　　　　　[整数の性質]

数学 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・九九表の数の並びから，いろいろなき
まりを見いだし，説明することができる。
・自然数をいくつかの数の積で表すことの
よさや素因数分解の意味を理解する。
・素因数分解の一意性を理解し，自然数
を素因数分解することができる。

〇自然数をいくつかの数の積で表す
と，もとの数の約数や，もとの数がどん
な数の倍数であるかがわかることを理
解している。
〇素因数分解の意味を理解している。
〇素因数分解の一意性を理解し，自
然数を素因数分解することができる。

〇九九表の数の並びから，いろいろな
きまりを見いだし，説明することができ
る。
〇九九表を縦２ます，横２ますの正方
形で囲むと，斜めの数どうしの積が等
しくなる理由を考え，説明することがで
きる。
〇九九表の数を素因数分解した結果
から，九九表の数が1と素数の2，3，5，
7の積だけでつくられていることを見い
だし，説明することができる。

〇自然数をいくつかの数の積で表すこ
とにより，整数の性質を見いだそうとし
ている。



教科 学年

15

12

19

15

21

9

数学 第2学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能

2章　方程式を利用して問題を
解決しよう[連立方程式]

・求めたい数量が2つある問題を，既習の
1元1次方程式などを活用して解決するこ
とができる。
・2元1次方程式とその解の意味，連立方
程式とその解の意味を理解し、様々な方
法で解けるようにする。
・具体的な問題を，連立方程式を利用し
て解決するときの考え方や手順を理解す
る。

○2元１次方程式とその解の意味を理
解している。
○連立方程式とその解の意味を理解
している。
○簡単な2元1次方程式を解くことがで
きる。

1章　文字式を使って説明しよう
 　　　　　　　　　　　　　[式の計
算]

・身のまわりの問題を，具体的な数の計
算をもとに考え，文字を用いて一般的に
表す必要性を理解する。
・単項式と多項式，次数の意味を理解す
る。また、四則計算もできるようにする。
・具体的な数の性質をもとに数の性質を
見いだし，その性質が成り立つことを，文
字を使って一般的に説明できることを理
解する。
・目的に応じて等式を変形することの必要
性を理解し，等式を変形して，ある文字に
ついて解くことができる。

○文字を使うと，数量を一般的に表す
ことができることを理解している。
○簡単な整式の四則計算をすることが
できる。
○文字を使って数量を表したり，説明
することがらに合わせて文字式を変形
したりすることができる。
○目的に応じて等式を変形することの
必要性を理解している。

4章　図形の性質の調べ方を考
えよう[平行と合同]

・多角形の内角の和の求め方を説明する
ことができる。
・角の大きさの求め方を，補助線や根拠と
なる図形の性質を明らかにして説明する
ことができる。
・平面図形の合同の意味と合同な図形の
性質を理解する。
・根拠となることがらを明らかにして，簡単
な図形の性質を証明することができる。

○平行線や角の性質を理解している。
○多角形の角についての見いだせる
ことを知っている。
○多角形の外角の和の性質は，多角
形の内角の和をもとにして見いだせる
ことを理解している。
○平面図形の合同の意味と表し方を
理解している。
○証明の必要性と意味を理解してい
る。

3章　関数を利用して問題を解
決しよう
[1次関数]

・具体的な事象の中の2つの数量の間の
関係を調べ，一定の割合で変化している
ことを見いだす。
・1次関数の意味を理解し，y＝ax＋bの式
に表すことができる。
・連立方程式の解が，2つの2元1次方程
式のグラフの交点の座標であることを理
解し，連立方程式の解をグラフをかいて
求めたり，2直線の交点の座標を連立方
程式を解いて求めたりすることができる。

○1次関数の意味を理解し，y＝ax＋b
の式に表すことができる。
○事象の中には1次関数として捉えら
れるものがあることを知っている。
○2元1次方程式を関数を表す式とみ
ることができる。

6章　起こりやすさをとらえて説
明しよう　[確率]

・多数回の実験の結果をもとにして，あた
りやすさの傾向を読み取り，説明すること
ができる。
・多数回の試行によって得られる確率と
関連付けて，場合の数をもとにして得られ
る確率の必要性と意味及び確率の求め
方を理解する。
・身のまわりの事象の起こりやすさを，確
率をもとにして考え，説明することができ
る。

○多数回の試行によって得られる確率
と関連付けて，場合の数をもとにして
得られる確率の必要性と意味及び確
率の求め方を理解している。
○簡単な場合について確率を求めるこ
とができる。

5章　図形の性質を見つけよう
[三角形と四角形]

・演繹的な推論の意味や方法を理解し、
三角形や四角形の性質を調べる。
・定義や定理、および定理の逆の意味
や、仮定、結論を明らかにして証明するこ
との意味を理解する。

○二等辺三角形や直角三角形、平行
四辺形の定義や性質を理解している。
○三角形や平行四辺形の基本的な性
質などを具体的な場面で活用すること
ができる。



5

7章　データを比較しよう
[データの比較]

・複数のデータの分布の傾向を比較する
とき，ヒストグラムでは比較しにくいことを
知る。
・箱ひげ図と四分位範囲の意味を理解
し，データを整理して箱ひげ図に表すこと
ができる。また，箱ひげ図と四分位範囲
の特徴を理解する。
・四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータ
の分布の傾向を比較して読み取り，批判
的に考察し判断することができる。

○箱ひげ図と四分位範囲の意味を理
解し，データを整理して箱ひげ図に表
すことができる。
○パソコンなどの手段を用いて、デー
タを整理し、箱ひげ図に表すことができ
る。



単元のまとまりの評価規準

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○1元1次方程式などを活用して、2元1
次方程式を解く方法を考察し表現でき
る。
○連立2元1次方程式を具体的な場面
で活用することができる。

○連立2元1次方程式のよさを実感し。
粘り強く考えようとしている。
○学んだことを生活や学習に生かそう
としている。
○連立2元1次方程式を活用した問題
解決の過程を振り返って、評価・改善
しようとしている。

○既習の計算方法と関連付けて，2つ
の文字をふくむ多項式と数の乗法や除
法の計算を考え，説明することができ
る。
○文字を使った説明を読んで新たな性
質を見いだしたり，問題の条件を変え
て統合的・発展的に考え説明したりす
ることができる。

○文字を使った式の必要性と意味を考
えようとしている。
○文字式にいて学んだことを、生活や
学習に生かそうとしている。
○文字式を活用した問題解決の過程
を振り返って，評価・改善しようとしてい
る。

○基本的な平面図形の性質を見いだ
し、平行線や角の性質を基にしてそれ
らを確かめ説明することができる。

○平面図形や証明のよさを実感し。粘
り強く考えようとしている。
○平面図形や証明で、学んだことを生
活や学習に生かそうとしている。
○平面図形や証明を活用した問題解
決の過程を振り返って、評価・改善しよ
うとしている。

○1次関数として捉えられる二つの数
量について、変化や対応の特徴を見い
だし、表、式、グラフを相互に関連付け
て考察し表現することができる。
○1次関数を用いて具体的な事象を捉
え考察し表現することができる。

○1次関数のよさを実感し。粘り強く考
えようとしている。
○1次関数で、学んだことを生活や学
習に生かそうとしている。
○1次関数を活用した問題解決の過程
を振り返って、評価・改善しようとしてい
る。

○同様に確からしいことに着目し，場
合の数をもとにして得られる確率の求
め方を考え，説明することができる。
○確率を用いて不確定な事象を捉え
考察し表現することができる。

○確率のよさを実感し。粘り強く考えよ
うとしている。
○確率で、学んだことを生活や学習に
生かそうとしている。
○確率を活用した問題解決の過程を
振り返って、評価・改善しようとしてい
る。

○三角形の合同条件や平行四辺形の
基本的な性質を論理的に確かめたり、
証明を読んで新たな性質を見いだした
りすることができる。

○三角形や四角形のよさを実感し。粘
り強く考えようとしている。
○三角形や四角形で、学んだことを生
活や学習に生かそうとしている。
○三角形や四角形を活用した問題解
決の過程を振り返って、評価・改善しよ
うとしている。



○四分位範囲や箱ひげ図を用いて
データの分布の傾向を比較して読み取
り，批判的に考察し判断することがで
きる。

○既習のデータの整理や分析の方法
を，問題解決に生かそうとしている。
○四分位範囲や箱ひげ図の必要性と
意味を考えようとしている。
○データの分布について学んだことを
生活や学習に生かそうとしている。
○四分位範囲や箱ひげ図を活用した
問題解決の過程を振り返って検討しよ
うとしている。



教科 学年

１章　文字式を使って説明しよう　   [多項式]19

16

15

17

23

10

○単項式と多項式の乗法及び多項式
を単項式で割る除法の計算をすること
ができる。
○簡単な1次式の乗法の計算及び公
式を用いる簡単な式の展開や因数分
解をすることができる。

数学 第3学年

知識・技能

単元のまとまりの評価規準
単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

○数の平方根の必要性と意味を理解
している。
○数の平方根を含む簡単な式の計算
をすることができる。平方根の意味を
理解し，ある数の平方根を求めること
ができる。
○具体的な場面で数の平方根を用い
て表したり処理したりすることができ
る。
○二次方程式の必要性と意味を理解
する。
○因数分解したり平方の形に変形した
りして二次方程式を解くことができる。
○解の公式を知り、それを用いて二次
方程式を解くことができる。

○関数y＝ax2について理解している。
○事象の中には関数y＝ax2として捉え
られるものがあることを知っている。
○いろいろな事象の中に関数関係が
あることを理解している。

○平面図形の相似の意味と表し方を
理解している。
○基本的な立体の相似の意味及び相
似な図形の相似比と面積比や体積比
との関係を理解している。

○円周角と中心角の関係を見いだし，
意味を理解し，それが証明できること
を知っている。

・具体的な問題を，文字式とその計算
を利用して解決することを通して，文字
のよさを理解する。
・数の性質や図形が成り立つことを，
文字を使って証明することができる。

・数の平方根の必要性と意味を理解
し、計算できるようにする。
・数の平方根を具体的な場面で活用す
ることができる。
・計算方法を、既習内容を用いて考察
できるようにする。

・二次方程式の必要性と意味を理解す
る。
・因数分解や解の公式を利用して、二
次方程式を解けるようにする。
・既習内容を基に二次方程式の解き方
を考察し表現する。
・二次方程式を具体的な場面で活用す
る。

・関数y＝ax2について理解する。
・事象の中には関数y＝ax2として捉え
られるものがあることを知ること。
・いろいろな事象の中に関数関係があ
ることを理解すること。
・数y＝ax2として捉えられる二つの数
量について、変化や対応の特徴を見い
だし、表、式、グラフを相互に関連付け
て考察し表現することができる。
・関数y＝ax2を用いて具体的な事象を
捉え考察し、表現することができる。

・平面図形の相似の意味及び三角形
の相似条件について理解する。
・基本的な立体の相似の意味及び相
似な図形の相似比と面積比や体積比
との関係を理解する。
・三角形の相似条件を基に、図形の基
本的な性質を論理的に確かめること。
・相似な図形の性質を具体的な場面で
活用すること。

・円周角と中心角の関係を見いだし，
意味を理解し，それが証明できること
を知る。
・円周角と中心角の関係を見いだす。
・円周角と中心角関係を具体的な場面
で活用する。

2章　数の世界をさらに広げよう
［平方根］

3章　方程式を利用して問題を
解
　　　 決しよう
　　　　　　　　　　　　［2次方程
式］

4章　関数の世界をひろげよう
［関数ｙ＝x2］

5章　形に着目して図形の性質
を
　　　 調べよう
　　　　　　　　　　　　［相似な図
形］

6章　円の性質を見つけて証明
し
　　　 よう
　
［円］



13

6

○三平方の定理の意味を理科し、それ
が証明できることを知っていること。

・三平方の定理の意味を理科し、それ
が証明できることを知ること。
・三平方の定理を見いだすこと。
・三平方の定理を具体的な場面で活用
すること。

・標本調査の意味と必要性を理解する
こと。
・パソコンなどの情報手段を用いて、無
作為に標本を取り出し、整理すること。
・標本調査の方法や結果を批判的に
考察し表現すること。
・簡単な場合について標本調査を行
い、母集団の傾向を推定し判断するこ
と。

○標本調査の意味と必要性を理解し
ている。
○パソコンなどの情報手段を用いて、
無作為に標本を取り出し、整理するこ
とができる。

8章　集団全体の傾向を推測し
よ
　　　 う　　　　　　　　［標本調
査］

7章　三平方の定理を活用しよ
う
　　　　　　　　　　［三平方の定
理］



○式の展開や因数分解のよさを実感
し。粘り強く考えようとしている。
○式の展開や因数分解で、学んだこと
を生活や学習に生かそうとしている。
○式の展開や因数分解を活用した問
題解決の過程を振り返って、評価・改
善しようとしている。

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元のまとまりの評価規準

○円周角と中心角の関係を見いだし，
証明について，構想を立てることがで
きる。
○直径と円周角の定理を具体的な場
面で活用することができる。

○すでに学習した計算方法と関連付け
て、式の展開や因数分解をする方法を
考察し表現できる。
○文字を用いた式で数量及び数量の
関係を捉え説明することができる。

○すでに学習した計算方法と関連付け
て、数の平方根を含む式の計算方法
を考察し表現できる。
○数の平方根を具体的な場面で活用
することができる。

〇因数分解や平方根の考え方を基に
して、二次方程式を解く方法を考察し、
表現することができる。
○二次方程式を具体的な場面で活用
することができる。

○関数y＝ax2として捉えられる二つの
数量について、変化や対応の特徴を
見いだし、表、式、グラフを相互に関連
付けて考察し表現することができる。
○関数y＝ax2を用いて具体的な事象
を捉え考察し、表現することができる。

○三角形の相似条件を基に、図形の
基本的な性質を論理的に確かめること
ができる。
○平行線と線分の比についての性質
を見いだし、それらを確かめることがで
きる。
○相似な図形の具体的な場面で活用
することができる。

○数の平方根の必要性と意味を考え
ようとしている。
○既習の計算法則などを，根号をふく
む式の計算に生かそうとしている。
○数の平方根を活用した問題解決の
過程を振り返って検討しようとしてい
る。

○二次方程式のよさを実感し。粘り強
く考えようとしている。
○二次方程式で、学んだことを生活や
学習に生かそうとしている。
○二次方程式を活用した問題解決の
過程を振り返って、評価・改善しようと
している。

○関数 y＝ax2のよさを実感し。粘り強
く考えようとしている。
○関数 y＝ax2で、学んだことを生活や
学習に生かそうとしている。
○関数 y＝ax2を活用した問題解決の
過程を振り返って、評価・改善しようと
している。

○相似な図形のよさを実感し。粘り強く
考えようとしている。
○相似な図形で、学んだことを生活や
学習に生かそうとしている。
○相似な図形を活用した問題解決の
過程を振り返って、評価・改善しようと
している。

○円周角と中心角のよさを実感し。粘
り強く考えようとしている。
○円周角と中心角で、学んだことを生
活や学習に生かそうとしている。
○円周角と中心角を活用した問題解
決の過程を振り返って、評価・改善しよ
うとしている。



○三平方の定理を見いだすことができ
る。○三平方の定理を具体的な場面で
活用することができる。

○標本調査の方法や結果を批判的に
考察し表現することができる。
○簡単な場合について標本調査を行
い、母集団の傾向を推定し判断ができ
る。

○標本調査のよさを実感し。粘り強く
考えようとしている。
○標本調査で、学んだことを生活や学
習に生かそうとしている。
○標本調査を活用した問題解決の過
程を振り返って、評価・改善しようとし
ている。

○三平方の定理のよさを実感し。粘り
強く考えようとしている。
○三平方の定理で、学んだことを生活
や学習に生かそうとしている。
○三平方の定理を活用した問題解決
の過程を振り返って、評価・改善しよう
としている。



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

6

9

9

理科

単元のまとまりの評価規準

第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

【単元1】第2章　植物の分類 ・いろいろな生物の共通点と相
違点に着目しながら，植物のか
らだの共通点と相違点を理解
するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身につ
ける。（知識・技能）
・身近な植物についての観察，
実験などを通して，いろいろな
植物の共通点や相違点を見い
だすとともに，植物を分類する
ための観点や基準を見いだし
て表現する。（思考・判断・表
現）
・植物のからだの共通点と相違
点に関する事物・現象に進んで
かかわり，科学的に探究しよう
とする態度と，生命を尊重し，
自然環境の保全に寄与する態
度を養うとともに，自然を総合
的に見ることができるようにす
る。（主体的に学習に取り組む
態度）

いろいろな生物の共通点と相
違点に着目しながら，生物の観
察と分類のしかたについての基
本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科学的
に探究するために必要な観察，
実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身
につけている。

【単元1】第1章　生物の観察と
分類のしかた

いろいろな生物の共通点と相
違点に着目しながら，生物の観
察と分類のしかたについての基
本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに，科学的
に探究するために必要な観察，
実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身
につけている。

生物の観察と分類のしかたに
ついての観察，実験などを通し
て，いろいろな生物の共通点や
相違点を見いだすとともに，生
物を分類するための観点や基
準を見いだして表現しているな
ど，科学的に探究している。

生物の観察と分類のしかたに
関する事物・現象に進んでかか
わり，見通しをもったりふり返っ
たりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

いろいろな生物の共通点と相
違点に着目しながら，植物のか
らだの共通点と相違点につい
ての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに，
科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身につけている。

植物のからだの共通点と相違
点についての観察，実験などを
通して，いろいろな植物の共通
点や相違点を見いだすととも
に，植物を分類するための観点
や基準を見いだして表現してい
るなど，科学的に探究してい
る。

植物のからだの共通点と相違
点に関する事物・現象に進んで
かかわり， 見通しをもったりふ
り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

【単元1】第3章　動物の分類 ・いろいろな生物の共通点と相
違点に着目しながら，動物のか
らだの共通点と相違点を理解
するとともに，それらの観察，実
験などに関する技能を身につ
ける。（知識・技能）
・身近な動物についての観察，
実験などを通して，いろいろな
動物の共通点や相違点を見い
だすとともに，動物を分類する
ための観点や基準を見いだし
て表現する。（思考・判断・表
現）
・動物のからだの共通点と相違
点に関する事物・現象に進んで
かかわり，科学的に探究しよう
とする態度と，生命を尊重し，
自然環境の保全に寄与する態
度を養うとともに，自然を総合
的に見ることができるようにす
る。（主体的に学習に取り組む
態度）

いろいろな生物の共通点と相
違点に着目しながら，動物のか
らだの共通点と相違点につい
ての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに，
科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身につけている。

動物のからだの共通点と相違
点についての観察，実験などを
通して，いろいろな動物の共通
点や相違点を見いだすととも
に，動物を分類するための観点
や基準を見いだして表現してい
るなど，科学的に探究してい
る。

動物のからだの共通点と相違
点に関する事物・現象に進んで
かかわり， 見通しをもったりふ
り返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

7

4

【単元2】第1章　身のまわりの
物質とその性質

・身のまわりの物質をさまざま
な方法で調べる実験を通して，
物質には密度や加熱したとき
の変化など固有の性質と共通
の性質があることを見いだして
理解するとともに，実験器具の
操作，記録のしかたなどの技能
を身につける。（知識・技能）
・身のまわりの物質について，
問題を見いだし見通しをもって
観察，実験などを行い，物質の
性質における規則性を見いだし
て表現する。（思考・判断・表
現）
・物質のすがたに関する事物・
現象に進んでかかわり，科学的
に探究しようとする態度を養うと
ともに，自然を総合的に見るこ
とができるようにする。（主体的
に学習に取り組む態度）

物質のすがたについて，問題を
見いだし見通しをもって観察，
実験などを行い，物質の性質
や状態変化における規則性を
見いだして表現しているなど，
科学的に探究している。

身のまわりの物質の性質や変
化に着目しながら，身のまわり
の物質とその性質についての
基本的な概念や原理・法則など
を理解しているとともに，科学
的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を
身につけている。

物質のすがたに関する事物・現
象に進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

【単元2】第2章 気体の性質 ・気体を発生させてその性質を
調べる実験を通して，気体の種
類による特性を理解するととも
に，気体を発生させる方法や捕
集法などの技能を身につける。
（知識・技能）
・身のまわりの物質について，
問題を見いだし見通しをもって
観察，実験などを行い，物質の
性質における規則性を見いだし
て表現する。（思考・判断・表
現）
・物質のすがたに関する事物・
現象に進んでかかわり，科学的
に探究しようとする態度を養うと
ともに，自然を総合的に見るこ
とができるようにする。（主体的
に学習に取り組む態度）

身のまわりの物質の性質や変
化に着目しながら，気体の発生
とその性質についての基本的
な概念や原理・法則などを理解
しているとともに，科学的に探
究するために必要な観察，実
験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に
つけている。

物質のすがたについて，問題を
見いだし見通しをもって観察，
実験などを行い，物質の性質
や状態変化における規則性を
見いだして表現しているなど，
科学的に探究している。

物質のすがたに関する事物・現
象に進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

【単元2】第3章　水溶液の性質 ・水溶液から溶質をとり出す実
験を通して，その結果を溶解度
と関連づけて理解するととも
に，それらの観察，実験などに
関する技能を身につける。（知
識・技能）
・身のまわりの物質について，
問題を見いだし見通しをもって
観察，実験などを行い，物質の
性質における規則性を見いだし
て表現する。（思考・判断・表
現）
・水溶液に関する事物・現象に
進んでかかわり，科学的に探究
しようとする態度を養うととも
に，自然を総合的に見ることが
できるようにする。（主体的に学
習に取り組む態度）

身のまわりの物質の性質や変
化に着目しながら，水溶液につ
いての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために必
要な観察，実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な
技能を身につけている。

水溶液について，問題を見いだ
し見通しをもって観察，実験な
どを行い，物質の性質や状態
変化における規則性を見いだし
て表現しているなど，科学的に
探究している。

水溶液に関する事物・現象に進
んでかかわり，見通しをもったり
ふり返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。
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状態変化に関する事物・現象に
進んでかかわり，見通しをもっ
たりふり返ったりするなど，科学
的に探究しようとしている。

【単元2】第4章　物質の姿と状
態変化

・物質の状態変化についての
観察，実験を通して，状態変化
によって物質の体積は変化す
るが質量は変化しないことを見
いだして理解する。また，物質
は融点や沸点をさかいに状態
が変化することを知るとともに，
混合物を加熱する実験を通し
て，沸点のちがいによって物質
の分離ができることを見いだし
て理解する。あわせて，それら
の観察，実験などに関する技能
を身につける。（知識・技能）
・身のまわりの物質について，
問題を見いだし見通しをもって
観察，実験などを行い，物質の
性質や状態変化における規則
性を見いだして表現する。（思
考・判断・表現）
・状態変化に関する事物・現象
に進んでかかわり，科学的に探
究しようとする態度を養うととも
に，自然を総合的に見ることが
できるようにする。（主体的に学
習に取り組む態度）

身のまわりの物質の性質や変
化に着目しながら，状態変化と
熱，物質の融点と沸点について
の基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科
学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能
を身につけている。

状態変化について，問題を見い
だし見通しをもって観察，実験
などを行い，物質の性質や状
態変化における規則性を見い
だして表現しているなど，科学
的に探究している。

【単元3】第1章　光の世界 ・光についての観察，実験を通
して，光が水やガラスなどの物
質の境界面で反射，屈折すると
きの規則性や，凸レンズのはた
らきについての実験から，物質
の位置と像の位置および像の
大きさの関係を理解するととも
に，それらの観察，実験などに
関する技能を身につける。（知
識・技能）
・光について問題点を見いだ
し，見通しをもって観察，実験な
どを行い，光の性質の規則性
や関係性を見いだして表現す
る。（思考・判断・表現）
・光に関する事物・現象に進ん
でかかわり，科学的に探究しよ
うとする態度を養うとともに，自
然を総合的に見ることができる
ようにする。（主体的に学習に
取り組む態度）

光に関する事物・現象を日常生
活や社会と関連づけながら，光
の反射や屈折，凸レンズのは
たらきなどについての基本的な
概念や原理・法則などを理解し
ているとともに，科学的に探究
するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身につけ
ている。

光について問題を見いだし，見
通しをもって観察，実験などを
行い，光の反射や屈折，凸レン
ズのはたらきから規則性や関
係性を見いだして表現している
など，科学的に探究している。

光に関する事物・現象に進んで
かかわり，見通しをもったりふり
返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

【単元3】第2章　音の世界 ・音についての観察，実験を通
して，音は物体が振動すること
によって生じ空気中などを伝わ
ることや，音の高さや大きさは
発音体の振動に関係することを
理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身
につける。（知識・技能）
・音について問題を見いだし，
見通しをもって観察，実験など
を行い，音の性質の規則性や
関係性を見いだして表現する。
（思考・判断・表現）
・音に関する事物・現象に進ん
でかかわり，科学的に探究しよ
うとする態度を養うとともに，自
然を総合的に見ることができる
ようにする。（主体的に学習に
取り組む態度）

音に関する事物・現象を日常生
活や社会と関連づけながら，音
の性質についての基本的な概
念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身につけて
いる。

音について，問題を見いだし見
通しをもって観察，実験などを
行い，音の性質の関係性や規
則性を見いだして表現している
など，科学的に探究している。

音に関する事物・現象に進んで
かかわり，見通しをもったりふり
返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。
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【単元4】第1章　火をふく大地 ・大地のなり立ちと変化を地表
に見られるさまざまな事物・現
象と関連づけながら，火山活動
と火成岩，自然のめぐみと火山
災害についての基本的な概念
や原理・法則などを理解すると
ともに，それらの観察・実験の
技能を身につける。（知識・技
能）
・火山，自然のめぐみと火山災
害について，問題を見いだし見
通しをもって観察，実験などを
行い，地下のマグマの性質と火
山の形との関係性，自然のめ
ぐみや火山災害の火山活動の
しくみとの関係性などを見いだ
して表現する。（思考・判断・表
現）
・火山，自然のめぐみと火山災
害に関する事物・現象に進んで
かかわり，科学的に探究しよう
とする態度と，自然環境の保全
に寄与する態度を養うととも
に，自然を総合的に見ることが
できるようにする。（主体的に学
習に取り組む態度）

大地のなり立ちと変化を地表に
見られるさまざまな事物・現象
と関連づけながら，火山活動と
火成岩，自然のめぐみと火山
災害についての基本的な概念
や原理・法則などを理解してい
るとともに，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに
関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身につけてい
る

火山，自然のめぐみと火山災
害について，問題を見いだし見
通しをもって観察，実験などを
行い，地下のマグマの性質と火
山の形との関係性，自然のめ
ぐみや火山災害の火山活動の
しくみとの関係性などを見いだ
して表現しているなど，科学的
に探究している。

火山，自然のめぐみと火山災
害に関する事物・現象に進んで
かかわり，見通しをもったりふり
返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

【単元4】導入観察　身近な地形
や地層，岩石の観察

・大地のなり立ちと変化を地表
に見られるさまざまな事物・現
象と関連づけながら，身近な地
形や地層，岩石の観察につい
ての基本的な概念や原理・法
則などを理解するとともに，そ
れらの観察・実験の技能を身に
つける。（知識・技能）
・身近な地形や地層，岩石の観
察について，問題を見いだし見
通しをもって観察，実験などを
行い，地層の重なり方や広がり
方の規則性などを見いだして表
現する。（思考・判断・表現）
・身近な地形や地層，岩石の観
察に関する事物・現象に進んで
かかわり，科学的に探究しよう
とする態度と，自然環境の保全
に寄与する態度を養うととも
に，自然を総合的に見ることが
できるようにする。（主体的に学
習に取り組む態度）

大地のなり立ちと変化を地表に
見られるさまざまな事物・現象
と関連づけながら，身近な地形
や地層，岩石の観察について
の基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科
学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能
を身につけている。

身近な地形や地層，岩石の観
察について，問題を見いだし見
通しをもって観察，実験などを
行い，地層の重なり方や広がり
方の規則性などを見いだして表
現しているなど，科学的に探究
している。

身近な地形や地層，岩石の観
察に関する事物・現象に進んで
かかわり，見通しをもったりふり
返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

【単元3】第3章　力の世界 ・物体に力をはたらかせる観
察，実験を行い，物体に力がは
たらくとその物体が変形したり
動き始めたり，運動のようすが
変わったりすることや，力は大
きさと向きによって表されるこ
と，物体にはたらく2力のつり合
う条件を理解するとともに，そ
れらの観察，実験などに関する
技能を身につける。（知識・技
能）
・力について問題を見いだし，
見通しをもって観察，実験など
を行い，力のはたらきの規則性
や関係性を見いだして表現す
る。（思考・判断・表現）
・力のはたらきに関する事物・
現象に進んでかかわり，科学的
に探究しようとする態度を養うと
ともに，自然を総合的に見るこ
とができるようにする。（主体的
に学習に取り組む態度）

力のはたらきに関する事物・現
象を日常生活や社会と関連づ
けながら，力のはたらきについ
ての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに，
科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身につけている。

力のはたらきについて，問題を
見いだし見通しをもって観察，
実験などを行い，力のはたらき
の規則性や関係性を見いだし
て表現しているなど，科学的に
探究している。

力のはたらきに関する事物・現
象に進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。
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【単元4】第2章　動き続ける大
地

・大地のなり立ちと変化を地表
に見られるさまざまな事物・現
象と関連づけながら，地震の伝
わり方と地球内部のはたらき，
地震災害についての基本的な
概念や原理・法則などを理解す
るとともに，それらの観察・実験
の技能を身につける。（知識・
技能）
・地震，地震災害について，問
題を見いだし見通しをもって観
察，実験などを行い，地震の原
因と地球内部のはたらきとの関
係性，地震災害と地震発生のし
くみとの関係性などを見いだし
て表現する。（思考・判断・表
現）
・地震，地震災害に関する事
物・現象に進んでかかわり，科
学的に探究しようとする態度
と，自然環境の保全に寄与する
態度を養うとともに，自然を総
合的に見ることができるように
する。（主体的に学習に取り組
む態度）

大地のなり立ちと変化を地表に
見られるさまざまな事物・現象
と関連づけながら，地震の伝わ
り方と地球内部のはたらき，地
震災害についての基本的な概
念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身につけて
いる。

地震，地震災害について，問題
を見いだし見通しをもって観
察，実験などを行い，地震の原
因と地球内部のはたらきとの関
係性，地震災害と地震発生のし
くみとの関係性などを見いだし
て表現しているなど，科学的に
探究している。

地震，地震災害に関する事物・
現象に進んでかかわり，見通し
をもったりふり返ったりするな
ど，科学的に探究しようとしてい
る。

【単元4】第3章　地層から読み
とる大地の変化

・大地のなり立ちと変化を地表
に見られるさまざまな事物・現
象と関連づけながら，地層の重
なりと過去のようすについて基
本的な概念や原理・法則などを
理解するとともに，それらの観
察・実験の技能を身につける。
（知識・技能）
・地層の重なりと過去のようす
について，問題を見いだし見通
しをもって観察，実験などを行
い，地層の重なり方や広がり方
の規則性などを見いだして表現
する。（思考・判断・表現）
・地層の重なりと過去のようす
に関する事物・現象に進んでか
かわり，科学的に探究しようと
する態度と，自然環境の保全に
寄与する態度を養うとともに，
自然を総合的に見ることができ
るようにする。（主体的に学習
に取り組む態度）

大地のなり立ちと変化を地表に
見られるさまざまな事物・現象
と関連づけながら，地層の重な
りと過去のようすについて基本
的な概念や原理・法則などを理
解しているとともに，科学的に
探究するために必要な観察，
実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身
につけている。

地層の重なりと過去のようすに
ついて，問題を見いだし見通し
をもって観察，実験などを行
い，地層の重なり方や広がり方
の規則性などを見いだして表現
しているなど，科学的に探究し
ている。

地層の重なりと過去のようすに
関する事物・現象に進んでかか
わり，見通しをもったりふり返っ
たりするなど，科学的に探究し
ようとしている。
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10

理科

○生物のからだのつくりとはた
らきとの関係に着目しながら，
生物と細胞について理解すると
ともに，それらの観察，実験な
どに関する技能を身につける。

○植物のからだのつくりとはた
らきとの関係に着目しながら，
葉・茎・根のつくりとはたらきに
ついて理解するとともに，それ
らの観察，実験などに関する技
能を身につける。

第２学年

第1章生物と細胞

第2章植物のからだとつくりと働
き

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○生物の体のつくりと働きとの
関係に着目しながら，生物と細
胞についての基本的な概念や
原理・法則などを理解している
とともに，科学的に探究するた
めに必要な観察，実験などに
関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けてい
る。

○植物の体のつくりと働きにつ
いて，見通しをもって解決する
方法を立案して観察，実験など
を行い，その結果を分析して解
釈し，植物の体のつくりと働き
についての規則性や関係性を
見いだして表現しているなど，
科学的に探究している。

○生物と細胞について，見通し
をもって解決する方法を立案し
て観察，実験などを行い，その
結果を分析して解釈し，生物の
体のつくりと働きについての規
則性や関係性を見いだして表
現しているなど，科学的に探究
している。

○植物の体のつくりと働きにつ
いて，見通しをもって解決する
方法を立案して観察，実験など
を行い，その結果を分析して解
釈し，植物の体のつくりと働き
についての規則性や関係性を
見いだして表現しているなど，
科学的に探究している。

○生物と細胞に関する事物・現
象に進んで関わり，見通しを
もったり振り返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

○植物の体のつくりと働きに関
する事物・現象に進んで関わ
り，見通しをもったり振り返った
りするなど，科学的に探究しよ
うとしている。



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

第3章動物のからだのつくりと
働き

第4章刺激と反応
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○動物の体のつくりと働きに関
する事物・現象に進んで関わ
り，見通しをもったり振り返った
りするなど，科学的に探究しよ
うとしている。

○刺激と反応に関する事物・現
象に進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

○動物の体のつくりと働きにつ
いて，見通しをもって解決する
方法を立案して観察，実験など
を行い，その結果を分析して解
釈し，動物の体のつくりと働き
についての規則性や関係性を
見いだして表現しているなど，
科学的に探究している。

○刺激と反応について，見通し
をもって解決する方法を立案し
て観察，実験などを行い，その
結果を分析して解釈し，動物の
からだのつくりとはたらきにつ
いての規則性や関係性を見い
だして表現しているなど，科学
的に探究している。

○動物のからだのつくりとはた
らきとの関係に着目しながら，
動物が生命を維持するはたら
きについて理解するとともに，
それらの観察，実験などに関す
る技能を身につける。

○動物のからだのつくりとはた
らきとの関係に着目しながら，
刺激と反応について理解すると
ともに，それらの観察，実験な
どに関する技能を身につける。

○動物の体のつくりと働きとの
関係に着目しながら，生命を維
持する働き，刺激と反応につい
ての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに，
科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。

○動物のからだのつくりとはた
らきとの関係に着目しながら，
刺激と反応についての基本的
な概念や原理・法則などを理解
しているとともに，科学的に探
究するために必要な観察，実
験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に
つけている。
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8

10

第1章物質の成り立ち

第2章物質どうしの化学変化

○物質を分解する実験を通し
て，分解して生成した物質はも
との物質とは異なることを見い
だして理解する。また，物質は
原子や分子からできていること
を理解するとともに，物質を構
成する原子の種類は記号で表
されることを知る。あわせて，そ
れらの観察，実験などに関する
技能を身につける。

○2種類の物質を反応させる実
験を通して，反応前とは異なる
物質が生成することを見いだし
て理解するとともに，化学変化
は原子や分子のモデルで説明
できること，化合物の組成は化
学式で表されること，化学変化
は化学反応式で表されることを
理解する。あわせて，それらの
観察，実験などに関する技能を
身につける。

○化学変化を原子や分子のモ
デルと関連付けながら,化学変
化,化学変化における酸化と還
元,化学変化と熱についての基
本的な概念や原理・法則などを
理解しているとともに科学的に
探究するために必要な観察,実
験などに関する基本操作や記
録などの基本的技能を身に付
けている。

○化学変化と原子や分子のモ
デルと関連付けながら、化学変
化と質量の保存、質量変化の
規則性について基本的な概念
や原理・法則などを理解してい
るとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに
関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付ける。

○化学変化について,見通しを
もって解決する方法を立案して
観察,実験などを行い,原子や分
子と関連づけてその結果を分
析して解釈し,化学変化におけ
る,物質の変化を見出して表現
しているなど,科学的に探究して
いる。

○化学変化と物質の質量につ
いて、見通しをもって解決する
方法を提案して、観察、実験な
どを行い、原子や分子と関連付
けてその結果を分析して解釈
し、化学変化における物質の変
化やその量的な関係を見出し
て表現しているなど、科学的に
探究している。

○物質の成り立ちに関する事
物・現象に進んで関わり,見通し
をもったり振り返ったりするなど,
科学的に探究しようとしている。

○化学変化に関する事物・現
象に進んで関わり、見通しを
もったり振り返るなど、科学的
に探究しようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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○化学変化に関する事物・現
象に進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

○化学変化と物質の質量に関
する事物・現象に進んでかかわ
り，見通しをもったりふり返った
りするなど，科学的に探究しよ
うとしている。

○化学変化に関する事物・現
象に進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

第3章酸素が関わる酸化

第4章化学変化と物質の質量

第5章化学変化とその利用

10

10

5

○酸化や還元の実験を通し
て，酸化や還元は酸素が関係
する反応であることを見いだし
て理解するとともに，それらの
観察，実験などに関する技能を
身につける。

○化学変化に関する事物・現
象に進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。
化学変化の前後における物質
の質量を測定する実験を通し
て，反応物の質量の総和と生
成物の質量の総和が等しいこ
とを見いだして理解する。また，
化学変化に関係する物質の質
量を測定する実験を通して，反
応する物質の質量の間には一
定の関係があることを見いだし
て理解する。あわせて，それら
の観察，実験などに関する技
能を身につける。

○化学変化によって熱をとり出
す実験を通して，化学変化には
熱の出入りがともなうことを見
いだして理解するとともに，そ
れらの観察，実験などに関する
技能を身につける。

○化学変化を原子や分子のモ
デルと関連づけながら，化学変
化における酸化と還元につい
ての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに，
科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身につけている。

○化学変化を原子や分子のモ
デルと関連づけながら，化学変
化と質量の保存，質量変化の
規則性についての基本的な概
念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身につけて
いる。

○化学変化を原子や分子のモ
デルと関連づけながら，化学変
化と熱についての基本的な概
念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身につけて
いる。

○化学変化について，見通しを
もって解決する方法を立案して
観察，実験などを行い，原子や
分子と関連づけてその結果を
分析して解釈し，化学変化にお
ける物質の変化を見いだして
表現しているなど，科学的に探
究している。

○化学変化と物質の質量につ
いて，見通しをもって解決する
方法を立案して観察，実験など
を行い，原子や分子と関連づけ
てその結果を分析して解釈し，
化学変化における物質の変化
やその量的な関係を見いだし
て表現しているなど，科学的に
探究している。

○化学変化について，見通しを
もって解決する方法を立案して
観察，実験などを行い，原子や
分子と関連づけてその結果を
分析して解釈し，化学変化にお
ける物質の変化を見いだして
表現しているなど，科学的に探
究している。
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10

10

第1章気象の観測

第2章雲のでき方と前線

○気象要素と天気の変化との
関係に着目しながら，気象要
素，気象観測，霧や雲の発生
などについての基本的な原理・
法則などを理解するとともに，
それらの観察・実験の技能を身
につける。

○気象要素と天気の変化との
関係に着目しながら，霧や雲の
発生，前線の通過と天気の変
化などについての基本的な原
理・法則などを理解するととも
に，それらの観察・実験の技能
を身につける。

○気象要素と天気の変化との
関係に着目しながら,気象要素,
気象観測についての基本的な
概念や原理・法則などを理解し
ているとともに,科学的に探究す
るために必要な観察,実験など
に関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けて
いる。

○気象要素と天気の変化と関
係性に着目しながら,霧や雲の
発生,前線の通過と天気の変化
についての基本的な概念や原
理・法則などを理解しているとと
もに,科学的に探究するために
必要な観察、実験などに関する
基本操作や記録などに関する
基本的な技能を身に付けてい
る。

○気象観測について見通しを
もって解決する方法を立案して
観察、実験などを行い、その結
果を分析して解釈し,天気の変
化についての規則性や関係性
を見出して表現しているなど、
科学的に探究している。

○天気の変化について,見通し
をもって解決する方法を立案し
て観察,実験などを行い,その結
果を分析して解釈し,天気の変
化についての規則性や関係性
を見出して表現しているなど,科
学的に探究している。

○気象観測に関する事物・現
象に進んで関わり,見通しをもっ
たり振ったりするなど,科学的に
探究しようとしている。

○天気の変化に関する事物・
現象に進んで関わり,見通しを
もったり振り返ったりするなど,
科学的に探究しようとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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○日本の気象について、見通し
をもって解決する方法を立案し
て観察,実験などを行い、その
結果を分析して解釈し,日本の
気象についての規則性や関係
性を見出して表現しているなど,
科学的に探究している。

○日本の気象に関する事物・
現象に進んで関わり,見通しを
もったり振り返ったりするなど,
科学的に探究しようとしている。

第3章大気の動きと日本の天気 10 ○気象要素と天気の変化との
関係に着目しながら，日本の天
気の特徴，大気の動きと海洋
の影響，自然のめぐみと気象
災害などについての基本的な
原理・法則などを理解するとと
もに，それらの観察・実験の技
能を身につける。

○気象要素と天気の変化との
関係性に着目しながら,日本の
天気の特徴,大気の動きと海洋
の動きと海洋の影響について
の基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに,科
学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。
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10

10

第1章静電気と放電

第2章電流の性質

○静電気の性質および静電気
と電流には関係があること，そ
れらの観察，実験などに関する
技能を身につける。また，静電
気と放電を関連させ，放射線の
性質と利用について理解する。

○電気に関する観察，実験を
通じて，回路の各点に流れる電
流や，各部分の電圧について
調べる技能を身につけるととも
に，電流，電圧のはたらきを理
解する。

○電流に関する事物現象を日
常生活や社会と関連付けなが
ら,回路と電流・電圧、電流・電
圧と抵抗,電気とそのエネル
ギー,静電気と電流についての
基本的な概念や、原理・法則な
どを理解しているとともに,科学
的に探究すために必要な観察,
実験などに関する基本的操作
や記録などの基本的技能を身
に着ける。

○電流と磁界に関する事物・現
象日常生活や社会と関連付け
ながら、電流が作る磁界,磁界
中の電流が受ける力,電磁誘導
と発電についての基本的な概
念や原理・法則などを理解して
いるとともに、科学的に探究す
るために必要な観察、実験など
に関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に着けて
いる。

○電流に関する現象について、
見通しをもって解決する方法立
案して観察、実験などをおこな
い、その結果を分析して解釈
し、電流と電圧、電流のはたら
き、静電気の規則性や関係性
を見出して表現しているなど、
科学的に探究している。

○電流と磁界に関する現象に
ついて,見通しをもって解決する
方法を立案して観察、実験など
をおこない,その結果を分析して
解釈し,電流と磁界の規則性や
関係性を見出して表現するな
ど,科学的に探究している。

○電流に関する事物・現象に
進んで関わり,見通しをもったり
振り返ったりするなど,科学的に
探究しようとしている。

○電流と磁界に関する事物・現
象日常生活や社会と関連付け
ながら,電流が作る磁界,磁界中
の電流が受ける力,電磁誘導と
発電についての基本的な概念
や原理・法則などを理解してい
るとともに,科学的に探究するた
めに必要な観察、実験などに
関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に着けてい
る。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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○電流と磁界に関する事物・現
象を日常生活や社会と関連づ
けながら，磁界と磁力線との関
係，電流の磁気作用に関する
基本的な概念を観察，実験を
通して理解しているとともに，科
学的に探究するために必要な
基礎操作や記録などの基本的
な技能を身につけている。

○電流と磁力線との関係，電
流の磁気作用について見通し
をもって観察，実験などを行
い，実験結果を分析して解釈
し，電流と磁界の関係性を見い
だして表現するなど，科学的に
探究している。

○電流と磁界に関する事物・現
象に進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとしている。

第3章電流と磁界 10 ○磁界と磁力線との関係，電
流の磁気作用に関する基本的
な概念を観察，実験を通して理
解するとともに，それらの観察，
実験の技能を身につける。
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教科 学年

8

10

理科

・水溶液に電圧をかけ電流を流す実験を通して，
水溶液には電流が流れるものと流れないものが
あることを見いだして理解する。また，電解質水
溶液に電圧をかけ電流を流す実験を通して，電
極に物質が生成することからイオンの存在を知
るとともに，イオンの生成が原子のなり立ちに関
係することを知る。あわせて，それらの観察，実
験などに関する技能を身につける。（知識・技能）
・化学変化について，見通しをもって観察，実験
などを行い，イオンと関連づけてその結果を分析
して解釈し，化学変化における規則性や関係性
を見いだして表現する。また，探究の過程をふり
返る。（思考・判断・表現）
・水溶液とイオンに関する事物・現象に進んでか
かわり，科学的に探究しようとする態度を養うと
ともに，自然を総合的に見ることができるように

第３学年

【単元１】化学変化とイオン
第１章　水溶液とイオン

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

化学変化をイオンのモデルと関
連づけながら，原子のなり立ち
とイオンについての基本的な概
念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身につけて
いる。

水溶液とイオンについて，見通
しをもって観察，実験などを行
い，イオンと関連づけてその結
果を分析して解釈し，化学変化
における規則性や関係性を見
いだして表現しているとともに，
探究の過程をふり返るなど，科
学的に探究している。

水溶液とイオンに関する事物・
現象に進んでかかわり，見通し
をもったりふり返ったりするな
ど，科学的に探究しようとして
いる。

【単元１】化学変化とイオン
第２章　酸、アルカリとイオン

・酸とアルカリの性質を調べる実験を通して，酸
とアルカリのそれぞれの特性が水素イオンと水
酸化物イオンによることを知る。また，中和反応
の実験を通して，酸とアルカリを混ぜると水と塩
が生成することを理解する。あわせて，それらの
観察，実験などに関する技能を身につける。（知
識・技能）
・化学変化について，見通しをもって観察，実験
などを行い，イオンと関連づけてその結果を分析
して解釈し，化学変化における規則性や関係性
を見いだして表現する。また，探究の過程をふり
返る。（思考・判断・表現）
・水溶液とイオンに関する事物・現象に進んでか
かわり，科学的に探究しようとする態度を養うと
ともに，自然を総合的に見ることができるように
する。（主体的に学習に取り組む態度）

化学変化をイオンのモデルと関
連づけながら，酸・アルカリ，中
和と塩についての基本的な概
念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身につけて
いる。

水溶液とイオンについて，見通
しをもって観察，実験などを行
い，イオンと関連づけてその結
果を分析して解釈し，化学変化
における規則性や関係性を見
いだして表現しているとともに，
探究の過程をふり返るなど，科
学的に探究している。

水溶液とイオンに関する事物・
現象に進んでかかわり，見通し
をもったりふり返ったりするな
ど，科学的に探究しようとして
いる。
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10

10

【単元１】化学変化とイオン
第３章　化学変化と電池

・金属を電解質水溶液に入れる実験を通して，金
属によってイオンへのなりやすさが異なることを
見いだして理解する。また，電解質水溶液と2種
類の金属などを用いた実験を通して，電池の基
本的なしくみを理解するとともに，化学エネル
ギーが電気エネルギーに変換されていることを
知る。あわせて，それらの観察，実験などに関す
る技能を身につける。（知識・技能）
・化学変化について，見通しをもって観察，実験
などを行い，イオンと関連づけてその結果を分析
して解釈し，化学変化における規則性や関係性
を見いだして表現する。また，探究の過程をふり
返る。（思考・判断・表現）
・化学変化と電池に関する事物・現象に進んでか
かわり，科学的に探究しようとする態度を養うと
ともに，自然を総合的に見ることができるように
する。（主体的に学習に取り組む態度）

化学変化をイオンのモデルと関
連づけながら，金属イオン，化
学変化と電池についての基本
的な概念や原理・法則などを理
解しているとともに，科学的に
探究するために必要な観察，
実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身
につけている。

化学変化と電池について，見
通しをもって観察，実験などを
行い，イオンと関連づけてその
結果を分析して解釈し，化学変
化における規則性や関係性を
見いだして表現しているととも
に，探究の過程をふり返るな
ど，科学的に探究している。

化学変化と電池に関する事物・
現象に進んでかかわり，見通し
をもったりふり返ったりするな
ど，科学的に探究しようとして
いる。

【単元２】生命の連続性
第１章　生物の成長と生殖

・生物の成長とふえ方に関する事物・現象の特
徴に着目しながら，生物の成長とふえ方につい
て理解するとともに，それらの観察，実験などに
関する技能を身につける。（知識・技能）
・生物の成長とふえ方について，見通しをもって
解決する方法を立案して観察，実験などを行い，
その結果を分析して解釈し，生物の成長とふえ
方についての特徴や規則性を見いだして表現す
る。（思考・判断・表現）
・生物の成長とふえ方に関する事物・現象に進ん
でかかわり，科学的に探究しようとする態度と，
生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度
を養うとともに，自然を総合的に見ることができる
ようにする。（主体的に学習に取り組む態度）

生物の成長とふえ方に関する
事物・現象の特徴に着目しなが
ら，細胞分裂と生物の成長，生
物のふえ方についての基本的
な概念や原理・法則などを理解
しているとともに，科学的に探
究するために必要な観察，実
験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に
つけている。

生物の成長とふえ方について，
観察，実験などを行い，その結
果や資料を分析して解釈し，生
物の成長とふえ方についての
特徴や規則性を見いだして表
現しているとともに，探究の過
程をふり返るなど，科学的に探
究している。

生物の成長とふえ方に関する
事物・現象に進んでかかわり，
見通しをもったりふり返ったりす
るなど，科学的に探究しようとし
ている。
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【単元２】生命の連続性
第２章　遺伝の規則性と遺伝子

・遺伝の規則性と遺伝子に関する事物・現象の
特徴に着目しながら，遺伝の規則性と遺伝子に
ついて理解するとともに，それらの観察，実験な
どに関する技能を身につける。（知識・技能）
・遺伝の規則性と遺伝子について，見通しをもっ
て解決する方法を立案して観察，実験などを行
い，その結果を分析して解釈し，遺伝の規則性と
遺伝子についての特徴や規則性を見いだして表
現する。（思考・判断・表現）
・遺伝の規則性と遺伝子に関する事物・現象に
進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度
と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する
態度を養うとともに，自然を総合的に見ることが
できるようにする。（主体的に学習に取り組む態

遺伝の規則性と遺伝子に関す
る事物・現象の特徴に着目しな
がら，遺伝の規則性と遺伝子
についての基本的な概念や原
理・法則などを理解していると
ともに，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関
する基本操作や記録などの基
本的な技能を身につけている。

遺伝の規則性と遺伝子につい
て，観察，実験などを行い，そ
の結果や資料を分析して解釈
し，遺伝現象についての特徴
や規則性を見いだして表現して
いるとともに，探究の過程をふ
り返るなど，科学的に探究して
いる。

 遺伝の規則性と遺伝子に関す
る事物・現象に進んでかかわ
り，見通しをもったりふり返った
りするなど，科学的に探究しよ
うとしている。

【単元２】生命の連続性
第３章　生物の多様性と進化

・生物の種類の多様性と進化に関する事物・現
象の特徴に着目しながら，生物の種類の多様性
と進化について理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身につける。（知
識・技能）
・生物の種類の多様性と進化について，見通しを
もって解決する方法を立案して観察，実験などを
行い，その結果を分析して解釈し，生物の種類
の多様性と進化についての特徴や規則性を見い
だして表現する。（思考・判断・表現）
・生物の種類の多様性と進化に関する事物・現
象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする
態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与
する態度を養うとともに，自然を総合的に見るこ

 生物の種類の多様性と進化に
関する事物・現象の特徴に着
目しながら，生物の種類の多様
性と進化についての基本的な
概念や原理・法則などを理解し
ているとともに，科学的に探究
するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身につけ
ている。

 生物の種類の多様性と進化に
ついて，観察，実験などを行
い，その結果や資料を分析して
解釈し，生物の種類の多様性
と進化についての特徴や規則
性を見いだして表現していると
ともに，探究の過程をふり返る
など，科学的に探究している。

生物の種類の多様性と進化に
関する事物・現象に進んでかか
わり，見通しをもったりふり返っ
たりするなど，科学的に探究し
ようとしている。

【単元３】運動とエネルギー
第１章　物体の運動

・物体に力がはたらく運動および力がはたらかな
い運動についての観察，実験を行い，物体の運
動には速さと向きがあること，力がはたらく運動
では運動の向きや時間の経過にともなって物体
の速さが変わること，および，力がはたらかない
運動では物体は等速直線運動することを見いだ
して理解するとともに，それらの観察，実験の技
能を身につける。（知識・技能）
・物体の運動について，見通しをもって観察，実
験などを行い，その結果を分析して解釈し，物体
の運動の規則性や関係性を見いだして表現す
る。また，探究の過程をふり返る。（思考・判断・
表現）
・物体の運動に関する事物・現象に進んでかか
わり，科学的に探究する態度を養うとともに，自
然を総合的に見ることができるようにする。（主体

 運動の規則性を日常生活や
社会と関連づけながら，運動の
速さと向き，力と運動について
の基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに，科
学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身につけている。

運動の規則性について，見通
しをもって観察，実験などを行
い，その結果を分析して解釈
し，物体の運動の規則性や関
係性を見いだして表現している
とともに，探究の過程をふり返
るなど，科学的に探究してい
る。

 運動の規則性に関する事物・
現象に進んでかかわり，見通し
をもったりふり返ったりするな
ど，科学的に探究しようとして
いる。



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

8

13

【単元３】運動とエネルギー
第３章　エネルギーと仕事

・仕事に関する観察，実験を行い，仕事と仕事率
について理解する。また，力学的エネルギーに
関する観察，実験を行い，物体のもつ力学的エ
ネルギーは物体がほかの物体になしうる仕事で
測れること，運動エネルギーと位置エネルギーは
相互に移り変わること，力学的エネルギーの総
量は保存されることなどを見いだして理解すると
ともに，それらの観察，実験の技能を身につけ
る。（知識・技能）
・運動とエネルギーについて，見通しをもって観
察，実験などを行い，その結果を分析して解釈
し，力学的エネルギーの規則性や関係性を見い
だして表現する。また，探究の過程をふり返る。
（思考・判断・表現）
・エネルギーに関する事物・現象に進んでかかわ
り，科学的に探究する態度を養うとともに，自然
を総合的に見ることができるようにする。（主体的

力学的エネルギーを日常生活
や社会と関連づけながら，仕事
とエネルギー，力学的エネル
ギーの保存についての基本的
な概念や原理・法則などを理解
しているとともに，科学的に探
究するために必要な観察，実
験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に
つけている。

力学的エネルギーについて，見
通しをもって観察，実験などを
行い，その結果を分析して解釈
し，力学的エネルギーの規則
性や関係性を見いだして表現
しているとともに，探究の過程
をふり返るなど，科学的に探究
している。

力学的エネルギーに関する事
物・現象に進んでかかわり，見
通しをもったりふり返ったりする
など，科学的に探究しようとし
ている。

【単元３】運動とエネルギー
第２章　力のはたらき方

・2つ以上の力がはたらく状況の観察，実験を通
して，合力や分力の規則性や，物体にはたらく力
と物体の運動の関係を理解するとともに，それら
の観察，実験などに関する技能を身につける。
（知識・技能）
・力のはたらきと物体の運動の関係性について
問題を見いだし，見通しをもって観察，実験など
を行い，力のはたらきと物体の運動の規則性を
見いだして表現する。（思考・判断・表現）
・力のはたらきと物体の運動の規則性に関する
事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しよ
うとする態度を養うとともに，自然を総合的に見
ることができるようにする。（主体的に学習に取り
組む態度）

 力のつり合いと合成・分解，運
動の規則性を日常生活や社会
と関連づけながら，水中の物体
にはたらく力，力の合成・分解，
力と運動についての基本的な
概念や原理・法則などを理解し
ているとともに，科学的に探究
するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身につけ
ている。

 力のつり合いと合成・分解，運
動の規則性について，見通しを
もって観察，実験などを行い，
その結果を分析して解釈し，力
のつり合いと合成・分解，運動
の規則性や関係性を見いだし
て表現しているとともに，探究
の過程をふり返るなど，科学的
に探究している。

力のつり合いと合成・分解，運
動の規則性に関する事物・現
象に進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとしてい
る。



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

2

10

7

【単元４】地球と宇宙
第２章　月と金星の見え方

・身近な天体とその運動に関する特徴に着目し
ながら，月や金星の運動と見え方についての基
本的な概念や原理・法則などを理解するととも
に，それらの観察・実験の技能を身につける。
（知識・技能）
・月や金星の運動と見え方について，天体の観
察，実験などを行い，その結果や資料を分析して
解釈し，月や金星の運動と見え方についての特
徴や規則性を見いだして表現する。また，探究の
過程をふり返る。（思考・判断・表現）
・月や金星の運動と見え方に関する事物・現象
に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態
度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与す
る態度を養うとともに，自然を総合的に見ること
ができるようにする。（主体的に学習に取り組む

 身近な天体とその運動に関す
る特徴に着目しながら，月や金
星の運動と見え方についての
基本的な概念や原理・法則な
どを理解しているとともに，科
学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身につけている。

月や金星について，天体の観
察，実験などを行い，その結果
や資料を分析して解釈し，月や
金星の運動と見え方について
の特徴や規則性を見いだして
表現しているとともに，探究の
過程をふり返るなど，科学的に
探究している。

月や金星の運動と見え方に関
する事物・現象に進んでかかわ
り，見通しをもったりふり返った
りするなど，科学的に探究しよ
うとしている。

【単元４】地球と宇宙
第１章　地球の運動と天体の動
き

・身近な天体とその運動に関する特徴に着目し
ながら，日周運動と自転，年周運動と公転につ
いての基本的な概念や原理・法則などを理解す
るとともに，それらの観察・実験の技能を身につ
ける。（知識・技能）
・天体の動きと地球の自転・公転について，天体
の観察，実験などを行い，その結果や資料を分
析して解釈し，天体の動きと地球の自転・公転に
ついての特徴や規則性を見いだして表現する。
また，探究の過程をふり返る。（思考・判断・表
現）
・天体の動きと地球の自転・公転に関する事物・
現象に進んでかかわり科学的に探究しようとす
る態度と生命を尊重し，自然環境の保全に寄与
する態度を養うとともに，自然を総合的に見るこ

身近な天体とその運動に関す
る特徴に着目しながら，日周運
動と自転，年周運動と公転につ
いての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するために
必要な観察，実験などに関する
基本操作や記録などの基本的
な技能を身につけている。

 天体の動きと地球の自転・公
転について，天体の観察，実験
などを行い，その結果や資料を
分析して解釈し，天体の動きと
地球の自転・公転についての
特徴や規則性を見いだして表
現しているとともに，探究の過
程をふり返るなど，科学的に探
究している。

 天体の動きと地球の自転・公
転に関する事物・現象に進んで
かかわり，見通しをもったりふり
返ったりするなど，科学的に探
究しようとしている。

【単元４】地球と宇宙
プロローグ　星空をながめよう

・身近な天体とその運動に関する特徴に着目し
ながら，月や太陽の表面のようすについての基
本的な概念や原理・法則などを理解するととも
に，それらの観察・実験の技能を身につける。
（知識・技能）
・月や太陽，恒星について，天体の観察，実験な
どを行い，その結果や資料を分析して解釈し，太
陽系と恒星についての特徴や規則性を見いだし
て表現する。また，探究の過程をふり返る。（思
考・判断・表現）
・太陽系と恒星に関する事物・現象に進んでかか
わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を
尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う
とともに，自然を総合的に見ることができるように

 身近な天体とその運動に関す
る特徴に着目しながら，月や太
陽の表面のようすについての
基本的な概念や原理・法則な
どを理解しているとともに，科
学的に探究するために必要な
観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身につけている。

月や太陽，恒星について，天体
の観察，実験などを行い，その
結果や資料を分析して解釈し，
太陽系と恒星についての特徴
や規則性を見いだして表現して
いるとともに，探究の過程をふ
り返るなど，科学的に探究して
いる。

 太陽系と恒星に関する事物・
現象に進んでかかわり，見通し
をもったりふり返ったりするな
ど，科学的に探究しようとして
いる。
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【単元５】地球と私たちの未来
のために
第２章　自然環境の調査と保全

・日常生活や社会と関連づけながら，自然環境
の調査と環境保全について理解するとともに，そ
れらの観察，実験などに関する技能を身につけ
る。（知識・技能）
・身近な自然環境を調べる観察，実験などを行
い，自然環境の保全のあり方について，科学的
に考察して判断する。（思考・判断・表現）
・生物と環境に関する事物・現象に進んでかかわ
り，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとと
もに，自然を総合的に見ることができるようにす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

 日常生活や社会と関連づけな
がら，自然環境の調査と環境
保全についての基本的な概念
や原理・法則などを理解してい
るとともに，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに
関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身につけてい
る。

生物と環境について，身近な自
然環境などを調べる観察，実
験などを行い，自然環境保全
のあり方について，科学的に考
察して判断しているなど，科学
的に探究している。

 生物と環境に関する事物・現
象に進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとしてい
る。

【単元５】地球と私たちの未来
のために
第１章　自然のなかの生物

・日常生活や社会と関連づけながら，自然界の
つり合いについて理解するとともに，それらの観
察，実験などに関する技能を身につける。（知
識・技能）
・身近な自然環境を調べる観察，実験などを行
い，自然環境の保全のあり方について，科学的
に考察して判断する。（思考・判断・表現）
・生物と環境に関する事物・現象に進んでかかわ
り，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとと
もに，自然を総合的に見ることができるようにす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

 日常生活や社会と関連づけな
がら，自然界のつり合いについ
ての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに，
科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身につけている。

 生物と環境について，身近な
自然環境などを調べる観察，
実験などを行い，自然環境保
全のあり方について，科学的に
考察して判断しているなど，科
学的に探究している。

生物と環境に関する事物・現象
に進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとしてい
る。

【単元４】地球と宇宙
第３章　宇宙の広がり

・身近な天体とその運動に関する特徴に着目し
ながら，太陽系と恒星についての基本的な概念
や原理・法則などを理解するとともに，それらの
観察・実験の技能を身につける。（知識・技能）
・太陽系と恒星について，天体の観察，実験など
を行い，その結果や資料を分析して解釈し，太陽
系と恒星についての特徴や規則性を見いだして
表現する。また，探究の過程をふり返る。（思考・
判断・表現）
・太陽系と恒星に関する事物・現象に進んでかか
わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を
尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う
とともに，自然を総合的に見ることができるように
する。（主体的に学習に取り組む態度）

身近な天体とその運動に関す
る特徴に着目しながら，太陽系
と恒星についての基本的な概
念や原理・法則などを理解して
いるとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験など
に関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身につけて
いる。

太陽系と恒星について，天体
の観察，実験などを行い，その
結果や資料を分析して解釈し，
太陽系と恒星についての特徴
や規則性を見いだして表現して
いるとともに，探究の過程をふ
り返るなど，科学的に探究して
いる。

 太陽系と恒星に関する事物・
現象に進んでかかわり，見通し
をもったりふり返ったりするな
ど，科学的に探究しようとして
いる。
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4

【単元５】地球と私たちの未来
のために
地域とつながる　自然災害と地
域のかかわりを学ぶ

・日常生活や社会と関連づけながら，地域の自
然災害についての基本的な概念や原理・法則な
どを理解するとともに，それらの観察・実験の技
能を身につける。（知識・技能）
・地域の自然災害などを調べる観察，実験などを
行い，自然環境の保全と科学技術の利用のあり
方について，科学的に考察して判断する。（思
考・判断・表現）
・環境に関する事物・現象に進んでかかわり，科
学的に探究しようとする態度と生命を尊重し，自
然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自
然を総合的に見ることができるようにする。（主体

日常生活や社会と関連づけな
がら，地域の自然災害につい
ての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに，
科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技
能を身につけている。

地域の自然災害などを調べる
観察，実験などを行い，自然環
境の保全と科学技術の利用の
あり方について，科学的に考察
して判断しているなど，科学的
に探究している。

地域の自然災害に関する事
物・現象に進んでかかわり，見
通しをもったり，ふり返ったりす
るなど，科学的に探究しようとし
ている。

【単元５】地球と私たちの未来
のために
第３章　科学技術と人間

・人間は水力，火力，原子力，太陽光などからエ
ネルギーを得ていることを知るとともに，エネル
ギー資源の有効な利用が大切であることを認識
する。また，物質に関する観察，実験などを通し
て，日常生活や社会では，さまざまな物質が幅
広く利用されていることを理解するとともに，物質
の有効な利用が大切であることを認識する。さら
に，科学技術の発展の過程を知るとともに，科学
技術が人間の生活を豊かで便利にしていること
を認識する。あわせて，それらの観察，実験など
に関する技能を身につける。（知識・技能）
・日常生活や社会で使われているエネルギーや
物質について，見通しをもって観察，実験などを
行い，その結果を分析して解釈するとともに，自
然環境の保全と科学技術のあり方について，科
学的に考察して判断する。（思考・判断・表現）
・エネルギーと物質に関する事物・現象，自然環
境の保全と科学技術の利用に関する事物・現象
に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態
度を養うとともに，自然を総合的に見ることがで

日常生活や社会と関連づけな
がら，エネルギーとエネルギー
資源，さまざまな物質とその利
用，科学技術の発展，自然環
境の保全と科学技術の利用に
ついての基本的な概念や原
理・法則などを理解していると
ともに，科学的に探究するため
に必要な観察，実験などに関
する基本操作や記録などの基
本的な技能を身につけている。

 日常生活や社会で使われてい
るエネルギーや物質について，
見通しをもって観察，実験など
を行い，その結果を分析して解
釈したり，自然環境の保全と科
学技術の利用について，観察，
実験などを行い，自然環境の
保全と科学技術の利用のあり
方について，科学的に考察して
判断したりするなど，科学的に
探究している。

 エネルギーと物質に関する事
物・現象，自然環境の保全と科
学技術の利用に進んでかかわ
り，見通しをもったりふり返った
りするなど，科学的に探究しよ
うとしている。
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資源・環境の持続性について
問題を見いだし，身のまわりの
調査活動をレポートにまとめ，
科学的に考察して，持続可能
な社会に向けての行動を判断
している。

 これまでの理科学習について
進んでふり返り，持続可能な社
会の実現案を出すための探究
を計画し，科学的に探究しよう
としている。

【単元５】地球と私たちの未来
のために
終章　持続可能な社会をつくる
ために

・日常生活と社会とを関連づけながら，科学技術
が人々の生活を豊かにし，人間の経済活動が環
境に変化をあたえていることを理解するととも
に，持続可能な社会をつくることが重要であるこ
とを認識し，そのための科学的調査の技能を身
につける。（知識・技能）
・多様な情報からエネルギーや資源，自然環境
についての問題を見いだし，調査や文献などの
科学的知見を分析し，経済活動と環境保全のあ
り方について，科学的に考察して判断する。（思
考・判断・表現）
・義務教育段階の理科をふり返り，科学の有効
性を判断し，環境に関する科学的調査を計画し，

 経済活動と資源，環境を関連
づけながら，生物相の変化，資
源の減少などを理解し，それに
対する科学技術や社会的とり
組みから，持続可能な社会に
向けた行動判断のもとになる
科学的調査（文献調査もふく
む）の技能を身につけている。



教科 学年

17

5

5

音楽 第１学年

内容のまとまり 時数 内容のまとまりの到達目標
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

「A表現」（１）歌唱
及び〔共通事項〕

曲想と音楽の構造などとの関
わり及び音楽の多様性につい
て理解するとともに，創意工夫
を生かした音楽表現をするため
に必要な歌唱の技能を身に付
けるようにする。

・曲想と音楽の構造や歌詞の
内容との関わりについて理解し
ている。
・声の音色や響き及び言葉の
特性と曲種に応じた発声との関
わりについて理解している。
・創意工夫を生かした表現で歌
うために必要な発声，言葉の発
音,体の使い方などの技能を身
に付けている。
・創意工夫を生かし，全体の響
きや各声部の声などを聴きな
がら他者と合わせて歌う技能を
身に付けている。

「A表現」（２）器楽
及び〔共通事項〕

曲想と音楽の構造などとの関
わり及び音楽の多様性につい
て理解するとともに，創意工夫
を生かした音楽表現をするため
に必要な器楽の技能を身に付
けるようにする。

・曲想と音楽の構造の関わりに
ついて理解している。
・楽器の音色や響きと奏法との
関わりについて理解している。
・創意工夫を生かした表現で演
奏するために必要な奏法，身
体の使い方などの技能を身に
付けている。
・創意工夫を生かし，全体の響
きや各声部の音などを聴きな
がら他者と合わせて演奏する
技能を身に付けている。

「A表現」（２）創作
及び〔共通事項〕

曲想と音楽の構造などとの関
わり及び音楽の多様性につい
て理解するとともに，創意工夫
を生かした音楽表現をするため
に必要な創作の技能を身に付
けるようにする。

・音のつながり方の特徴につい
て理解している。
・音素材の特徴及び音の重なり
方や反復，変化，対照などの構
成上の特徴ついて理解してい
る。
・創意工夫を生かした表現で旋
律や音楽を作るために必要な
課題や条件に沿った音の選択
や組み合わせなどの技能を身
に付けている。
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「B鑑賞」（１）鑑賞
及び〔共通事項〕

曲想と音楽の構造などとの関
わり及び音楽の多様性につい
て理解するとともに，鑑賞に関
わる知識を得たり生かしたりし
ながら，自分なりに考え，音楽
のよさや美しさを味わって聴くこ
とができるようにする。

・曲想と音楽の構造の関わりに
ついて理解している。
・音楽の特徴とその背景となる
文化や歴史，の他の芸術との
関わりについて理解している。
・我が国や郷土の伝統音楽及
びアジア地域の諸民族の音楽
の特徴と，その特徴から生まれ
る音楽の多様性について理解
している。



単元のまとまりの評価規準

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考え，歌唱表現を創意
工夫している。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている。

・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考え，器楽表現を創意
工夫している。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に器楽の学習活動に取り組
もうとしている。

・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考え，創作表現を創意
工夫している。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に創作の学習活動に取り組
もうとしている。



・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考えている
・。曲や演奏に対する評価とそ
の根拠について自分なりに考
え，音楽の良さや美しさを味
わって聴いている。
・生活や社会における音楽の
意味や役割について自分なり
に考え，音楽のよさや美しさを
味わって聴いている。
・音楽表現の共通性や固有性
について自分なりに考え，音楽
のよさや美しさを味わって聴い
ている。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に鑑賞の学習活動に取り組
もうとしている。



教科 学年

17

5

5

音楽 第２学年

内容のまとまり 時数 内容のまとまりの到達目標

単元のまとまりの評価規準

知識・技能

「A表現」（１）歌唱
及び〔共通事項〕

曲想と音楽の構造などとの関
わり及び音楽の多様性につい
て理解するとともに，創意工夫
を生かした音楽表現をするため
に必要な歌唱の技能を身に付
けるようにする。

・曲想と音楽の構造や歌詞の
内容及び曲の背景との関わり
について理解している。
・声の音色や響き及び言葉の
特性と曲種に応じた発声との関
わりについて理解している。
・創意工夫を生かした表現で歌
うために必要な発声，言葉の発
音,体の使い方などの技能を身
に付けている。
・創意工夫を生かし，全体の響
きや各声部の声などを聴きな
がら他者と合わせて歌う技能を
身に付けている。

「A表現」（２）器楽
及び〔共通事項〕

曲想と音楽の構造や背景など
との関わり及び音楽の多様性
について理解するとともに，創
意工夫を生かした音楽表現を
するために必要な器楽の技能
を身に付けるようにする。

・曲想と音楽の構造の関わりに
ついて理解している。
・楽器の音色や響きと奏法との
関わりについて理解している。
・創意工夫を生かした表現で演
奏するために必要な奏法，身
体の使い方などの技能を身に
付けている。
・創意工夫を生かし，全体の響
きや各声部の音などを聴きな
がら他者と合わせて演奏する
技能を身に付けている。

「A表現」（２）創作
及び〔共通事項〕

曲想と音楽の構造などとの関
わり及び音楽の多様性につい
て理解するとともに，創意工夫
を生かした音楽表現をするため
に必要な創作の技能を身に付
けるようにする。

・音階や言葉などの特徴及び
音のつながり方の特徴につい
て理解している。
・音素材の特徴及び音の重なり
方や反復，変化，対照などの構
成上の特徴ついて理解してい
る。
・創意工夫を生かした表現で旋
律や音楽を作るために必要な
課題や条件に沿った音の選択
や組み合わせなどの技能を身
に付けている。



8

「B鑑賞」（１）鑑賞
及び〔共通事項〕

曲想と音楽の構造などとの関
わり及び音楽の多様性につい
て理解するとともに，鑑賞に関
わる知識を得たり生かしたりし
ながら，音楽のよさや美しさを
味わって聴くことができるように
する。

・曲想と音楽の構造の関わりに
ついて理解している。
・音楽の特徴とその背景となる
文化や歴史，の他の芸術との
関わりについて理解している。
・我が国や郷土の伝統音楽及
び諸外国族の音楽の様々な特
徴と，その特徴から生まれる音
楽の多様性ついて理解してい
る。



単元のまとまりの評価規準

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し、そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考え，曲にふさわしい
歌唱表現を創意工夫している。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている。

・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し、そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考え，曲にふさわしい
器楽表現を創意工夫している。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に器楽の学習活動に取り組
もうとしている。

・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し、そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考え，まとまりのある
創作表現を創意工夫している。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に創作の学習活動に取り組
もうとしている。



・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し、そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考えている
・曲や演奏に対する評価とその
根拠について，音楽の良さや美
しさを味わって聴いている。
・生活や社会における音楽の
意味や役割について，音楽の
よさや美しさを味わって聴いて
いる。
・音楽表現の共通性や固有性
について，音楽のよさや美しさ
を味わって聴いている。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に鑑賞の学習活動に取り組
もうとしている。







教科 学年

17

5

5

音楽 第３学年

内容のまとまり 時数 内容のまとまりの到達目標
単元のまとまりの評価規準

知識・技能

「A表現」（２）器楽
及び〔共通事項〕

曲想と音楽の構造や背景など
との関わり及び音楽の多様性
について理解するとともに，創
意工夫を生かした音楽表現を
するために必要な器楽の技能
を身に付けるようにする。

・曲想と音楽の構造の関わりに
ついて理解している。
・楽器の音色や響きと奏法との
関わりについて理解している。
・創意工夫を生かした表現で演
奏するために必要な奏法，身
体の使い方などの技能を身に
付けている。
・創意工夫を生かし，全体の響
きや各声部の音などを聴きな
がら他者と合わせて演奏する
技能を身に付けている。

「A表現」（１）歌唱
及び〔共通事項〕

曲想と音楽の構造などとの関
わり及び音楽の多様性につい
て理解するとともに，創意工夫
を生かした音楽表現をするため
に必要な歌唱の技能を身に付
けるようにする。

・曲想と音楽の構造や歌詞の
内容及び曲の背景との関わり
について理解している。
・声の音色や響き及び言葉の
特性と曲種に応じた発声との関
わりについて理解している。
・創意工夫を生かした表現で歌
うために必要な発声，言葉の発
音,体の使い方などの技能を身
に付けている。
・創意工夫を生かし，全体の響
きや各声部の声などを聴きな
がら他者と合わせて歌う技能を
身に付けている。

曲想と音楽の構造などとの関
わり及び音楽の多様性につい
て理解するとともに，創意工夫
を生かした音楽表現をするため
に必要な創作の技能を身に付
けるようにする。

・音階や言葉などの特徴及び
音のつながり方の特徴につい
て理解している。
・音素材の特徴及び音の重なり
方や反復，変化，対照などの構
成上の特徴ついて理解してい
る。
・創意工夫を生かした表現で旋
律や音楽を作るために必要な
課題や条件に沿った音の選択
や組み合わせなどの技能を身
に付けている。

「A表現」（２）創作
及び〔共通事項〕



8

「B鑑賞」（１）鑑賞
及び〔共通事項〕

曲想と音楽の構造などとの関
わり及び音楽の多様性につい
て理解するとともに，創意工夫
を生かした音楽表現をするため
に必要な鑑賞の技能を身に付
けるようにする。
・音楽の特徴とその背景となる
文化や歴史，他の芸術との関
わりについて理解し，鑑賞に関
わる知識を得たり生かしたりし
ながら，生活や社会における音
楽の意味や役割ついて自分な
りに考え，音楽のよさや美しさ
を味わって聴くことができるよう
にする。

・曲想と音楽の構造の関わりに
ついて理解している。
・音楽の特徴とその背景となる
文化や歴史，の他の芸術との
関わりについて理解している。
・我が国や郷土の伝統音楽及
び諸外国族の音楽の様々な特
徴と，その特徴から生まれる音
楽の多様性ついて理解してい
る。



単元のまとまりの評価規準

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考え，曲にふさわしい
歌唱表現を創意工夫している。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている。

・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し、そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考え，曲にふさわしい
器楽表現を創意工夫している。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に器楽の学習活動に取り組
もうとしている。

・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考え，まとまりのある
創作表現を創意工夫している。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に創作の学習活動に取り組
もうとしている。



・音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わり
について考えている
・曲や演奏に対する評価とその
根拠について，音楽の良さや美
しさを味わって聴いている。
・生活や社会における音楽の
意味や役割について，音楽の
よさや美しさを味わって聴いて
いる。
・音楽表現の共通性や固有性
について，音楽のよさや美しさ
を味わって聴いている。

・音楽活動を楽しみながら主体的・
協同的に鑑賞の学習活動に取り組
もうとしている。



学年 １学年

知識技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
A表現
B鑑賞
〔共通事項〕

「絵画基礎」
・絵画の基礎 
・クロッキー
・デッサン

25

身近にあるものを見つめ，形や
色彩、質感などの特徴を捉え
たりして主題を生み出し，構成
や材料、用具を工夫して立体
で表現する。

【知識】
形や色彩、明暗、質感などが感情にもたらす効果
や、造形的な特徴などを基に、よさや美しさ、印象
なとを全体のイメージで捉えることを理解している。
【技能】
線の強弱などの鉛筆や生かし方などを身に付け、
意図に応じて工夫して表している。

【発想】
身近なものを見つめ感じ取った形や色彩、質感の
特徴や美しさなどを基に主題を生み出し、全体と部
分との関係などを考え、創造的な構成を工夫し，心
豊かに表現する構想を練っている。
【鑑賞】
造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表
現の意図と工夫などについて考えるなどし て，見
方や感じ方を広げている。

【表現】
美術の創造活動の喜びを味わい楽しく身近なもの
の特徴や美しさなどを基に構想を練ったり、意図に
応じて工夫して表したりする表現の学習活動に取り
組もうとしている。
【鑑賞】
美術の創造活動の喜びを味わい楽しく造形的なよ
さや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と
工夫などについて考えるなどの見方や感じ方を広
げる鑑賞の学習活動に取り組もうと している。

A 表現
B鑑賞
〔共通事項〕

「色」
・色の基礎 
・色の応用

11

感情やイメージなどを形や色彩
などで表すことに関心を持ち、
感じ取ったことや考えたことを
基に主題を生み出し、形や色
彩、構成などの効果を考え材
料の特性を生かして創造的に
絵や立体で表す。

【知識】
・形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情
にもたらす効果などを理解することができる。
【技能】
・材料や用具の生かし方などを身に付け、意図に応
じて工夫して表すことができる。
・材料や用具の特性などから制作の順序などを考
えながら、見通しをもって表すことができる。

【発想】
対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や
美しさ、想像したことなどを基に主題を生み出し、全
体と部分との関係などを考え、創造的な構成を工
夫し、心豊かに表現する構想を練ることができる。
【鑑賞】
造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表
現の意図と工夫などについて考えるなどして、見方
や感じ方を広げることができる。

【表現】
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味
わい、美術を愛好する心情を培い、表現及び鑑賞
の活動を通して心かな生活を創造していく態度を養
おうとしている。
【鑑賞】
美術の創造活動の喜びを味わい楽しく文字の意味
と分かりやすさとの調和のとれた洗練された美しさ
などを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫
などについて考えるなどの見方や感じ方を広げる
鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

A表現
B鑑賞
〔共通事項〕

「デザイン」
・デザインについて
・ロゴマーク 9

イメージや伝えたい内容が相
手に分かりやすく伝わるよう、
形や色彩、構成を考え、機能な
どを工夫して文字をデザインす
る。

【知識】
文字や文字が意味するものの形や色彩などが感情
にもたらす効果や、造形的な特徴などを基に、伝達
する内容を全体のイメージで捉えることを理解して
いる。 
【技能】
機能の生かし方などを身に付け、意図に応じて工
夫し、制作の順序などを考えながら見通しを持って
表している。

【発想】
文字の意味やイメージを基に、伝える相手や場面
などから主題を生み出し、分かりやすさと形や色彩
などとの調和を考え、表現する構想を練っている。 
【鑑賞】
文字の意味と分かりやすさとの調和のとれた洗練
された美しさなどを感じ取り、作者の心情 や表現の
意図と工夫などについて考えるなどして、見方や感
じ方を広げている。

【表現】
美術の創造活動の喜びを味わい楽しく意味や美し
さなどを生かして文字をデザインするなど伝達のデ
ザインの目的や機能を考えて構想を練ったり，意図
に応じて工夫し見通しを持って 表したりする表現の
学習活動に取り組もうとしている。
【鑑賞】
美術の創造活動の喜びを味わい楽しく文字の意味
と分かりやすさとの調和のとれた洗練された美しさ
などを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫
などについて考えるなどの見方や 感じ方を広げる
鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

単元名 時数 単元の到達目標 単元のまとまりの評価規準

教科 美術



学年 ２学年

知識技能 思考判断表現 主体的に学習に取り組む態度
A表現
B鑑賞
〔共通事項〕

「絵画応用」
・モダンテクニック
・絵画の表現

11

感情やイメージなどを形や色彩などで表すこ
とに関心を持ち、感じ取っ たことや考えたこ
とを基に主題を生み出し、形や色彩、構成な
どの効果を考え材料の特性を生かして創造
的に絵や立体で表す。

【知識】
形や色彩が感情にもたらす効果や、造形的な特徴
などを基に、形や色彩の組み合わせを全体 のイ
メージで捉えることを理解している。
【技能】
絵の具などの特性を生かし、意図に応じて自分の
表現方法を追求して創造的に表している。

【発想】
感情やイメージなどの心の世界を基に主題を生み
出し、形や色彩、構成などの効果を考え、 創造的
な構成を工夫し、心豊かに表現する構想を練ってい
る。
【鑑賞】
造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表
現の意図と創造的な工夫などについて考えるなど
して、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

【表現】
楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味
わい、美術を愛好する心情を培い、表現及び鑑賞
の活動を通して心かな生活を創造していく態度を養
おうとしている。
【鑑賞】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的に造形的
なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意
図と創造的な工夫などについて考えるなどの見方
や感じ方を深める鑑賞の学習活動に取り組もうとし
ている。

A表現
B鑑賞
〔共通事項〕

「絵画」
・水墨画の練習 
・干支の水墨画

12

墨などで表すことに関心を持ち，表したいも
のやイメージを基に主題を 生み出し，濃淡
や線などの効果を考えて表現の構想を練
り，墨の特性を 生かして創造的に絵で表
す。

【知識】
墨の濃淡や筆の線の勢いなどが感情にもたらす効
果や，造形的な特徴などを基に，墨による 表現の
よさや美しさなどを全体のイメージで捉えることを理
解している。 
【技能】
墨や筆の生かし方などを身に付け，意図に応じて
工夫して表している。

【発想】
感じ取った形や色彩の特徴や美しさ，想像したこと
などを基に主題を生み出し，全体と部分との関係な
どを考え，墨による表現の効果を工夫し，心豊かに
表現する構想を練っている。
【鑑賞】
造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表
現の意図と筆使いや水加減の工夫などにつ いて
考えるなどして，見方や感じ方を広げている。

【表現】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的に主題なと
 ゙を基に構想を練ったり，意図に応じ て筆使いや水
加減を工夫して表したりする表現の学習活動に取
り組もうとしている。 
【鑑賞】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的による表現
の造形的なよさや美しさを感じ取り，作 者の心情や
表現の意図と工夫などについて考えるなどの見方
や感じ方を広げる鑑賞の学習活 動に取り組もうと
している。

A表現
B鑑賞
〔共通事項〕

「メディア」
・写真について
・撮影、加工

3

写真表現の特性を生かして表すことに関心
を持ち，被写体の印象の魅力から主題を生
み出し，構図の効果を考えて構想を練ったり 
カメラの特性を生かしたりして創造的に表
す。

【知識】
写す角度や配置，拡大や縮小，光や陰影，時間の
静止などが感情にもたらす効果や，造形的 な特徴
などを基に，印象などを全体のイメージで捉えるこ
とを理解している。
【技能】
カメラや編集機能の特性を生かし，意図に応じて自
分の表現方法を追求して創造的に表している。

【発想】
被写体の印象などを基に主題を生み出し，構図や
効果 を考え，創造的な構成を工夫し，心豊かに表
現する構想を練っている。
【鑑賞】
造形的なよさを感じ取り，作者の心情や表現の意
図と創造的な工夫などについて考えるなどして，美
意識を高め，見方や感じ方を深めている

【表現】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的に主題なと
 ゙を基に構想を練ったり，意図に応じ て筆使いや水
加減を工夫して表したりする表現の学習活動に取
り組もうとしている。 
【鑑賞】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的による表現
の造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や
表現の意図と工夫などについて考えるなどの見方
や感じ方を広げる鑑賞の学習活 動に取り組もうと
している。A表現

B鑑賞
〔共通事項〕

「版画」
・版画について
・自画像の版画

9

表したい主題に合うように版の特性を生かし
た表現効果を考え，材料や 用具を工夫して
版で表す。

【知識】
形や色彩，線や面，影の表し方などが感情にもたら
す効果や，造形的な特徴などを基に，版による表現
のよさや美しさなどを全体のイメージで捉えることを
理解している。 
【知識】
彫りや刷りの生かし方などを身に付け，意図に応じ
て工夫して表している。

【発想】
感じ取った形や色彩の特徴や美しさ，想像したこと
などを基に主題を生み出し，全体と部分 との関係
などを考え，版による表現の効果を工夫し，心豊か
に表現する構想を練っている。 
【鑑賞】
造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表
現の意図と彫りや刷りの工夫などについ て考える
などして，見方や感じ方を広げている。

【表現】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的に表したい
主題などを基に構想を練ったり，意図に応じ て彫り
や刷りを工夫して表したりする表現の学習活動に
取り組もうとしている。
【鑑賞】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的に版による
表現の造形的なよさや美しさを感じ取り，作 者の心
情や表現の意図と工夫などについて考えるなどの
見方や感じ方を広げる鑑賞の学習活 動に取り組も
うとしている。

単元名 時数 単元の到達目標 単元のまとまりの評価規準

教科 美術





学年 ３学年

知識技能 思考判断表現 主体的に学習に取り組む態度
A表現
B鑑賞
〔共通事項〕

「工芸」
・伝統工芸について
・寄木細工

13

・工芸作品や技の素晴らしさに関心を持ち，
形や色彩、材料、技法、作風や印象などを捉
え、人の手による技の素晴らしさや作品の美
しさ，作者 の意図と創造的な工夫などにつ
いて考えるなどの見方や感じ方を深める。
・材料の特性や機能性を生かしてつくること
に関心を持ち、材料のよさや美しさ、使う場
面や機能などを基に主題を生み出し、材料
や用具の特性を生かし、見通しを持ってデザ
インし表す。

【知識】
材料の特性や質感、それらが感情にもたらす効果
や、造形的な特徴や加工方法を基に、材料の持ち
味を全体のイメージで捉えることを理解している。
【技能】
材料や用具などの特性を生かし、意図に応じて表
現方法を創意工夫して、制作の順序などを 総合的
に考えながら、見通しを持って創造的に表してい
る。

【発想】
材料のよさや美しさを基に、使う場面や機能などか
ら主題を生み出し、使いやすさや機能と材料の特
性や効果などとの調和を総合的に考え、表現する
構想を練っている。
【鑑賞】
使う目的や機能との調和のとれた洗練された美しさ
などを感じ取り、表現の意図と創造的な工夫などに
ついて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ
方を深めている。

【表現】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的に材料の
特性や機能性などを生かしてつくることを考 えて構
想を練ったり、意図に応じて表現方法を創意工夫し
見通しを持って創造的に表したり する表現の学習
活動に取り組もうとしている。
【鑑賞】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的に使う目的
や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感
じ取り、表現の意図と創造的な工夫などについて考
えるなどの見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動
に取り組もうとしている。

A表現
B鑑賞
〔共通事項〕

「彫刻」
・彫塑について
・手の彫塑

12

自身の手を見つめ、形や質感などの特徴を
捉えたり、自身らしさを考えてして主題を生
み出し、構成や材料、用具を工夫して立体で
表現する。

【知識】
自身の手の造形的な特徴などを基に、よさや印象
などを全体のイメージで捉えることを理解している。
【技能】
材料や用具の生かし方などを身に付け、意図に応
じて工夫して表している。

【発想】
自身の手を見つめ感じ取った形や色彩、質感の特
徴や美しさなどを基に主題を生み出し、全体と部分
との関係などを考え、創造的な構成を工夫し、心豊
かに表現する構想を練っている
【鑑賞】
造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表
現の意図と工夫などについて考えるなどし て、見
方や感じ方を広げている。

【表現】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的に自身の
手の特徴などを基に構想を練ったり、 意図に応じて
工夫して表したりする表現の学習活動に取り組もう
としている。
【鑑賞】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的に造形的
なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意
図と工夫などについて考えるなどの見方や感じ方を
広げる鑑賞の学習活動に取り組もうと している。

A表現
B鑑賞
〔共通事項〕

「卒業制作」
・制作
・発表、鑑賞

10

自分の心の中を見つめ、自分らしさや個性
から主題を生み出し、構図や表 情などの効
果を考え、絵の具や用具などの特性を生か
し意図に応じて創意工夫して絵や立体で表
現する。

【知識】
形や色彩が感情にもたらす効果や、造形的な特徴
などを基に、形や色彩の組み合わせを全体 のイ
メージで捉えることを理解している。
【技能】
材料の特性を生かし、意図に応じて表現方法を創
意工夫して創造的に表している。

【発想】
自分の姿を深く見つめ感じ取ったことや心の内面な
どを基に主題を生み出し、構図や表情な どの効果
を考え、創造的な構成を工夫し、心豊かに表現する
構想を練っている。
【鑑賞】
造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表
現の意図と創造的な工夫などについて考 えるなど
して、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

【表現】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的に自分の
姿から感じ取ったことや心の内面などを基に 構想
を練ったり、構図や表情など意図に応じて表現方法
を創意工夫して創造的に表したりする表現の学習
活動に取り組もうとしている。
【鑑賞】
美術の創造活動の喜びを味わい主体的に造形的
なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表 情の意
図と創造的な工夫などについて考えるなどの見方
や感じ方を深める鑑賞の学習活動に 取り組もうと
している。

単元名 時数 単元の到達目標 単元のまとまりの評価規準

教科 美術





令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

・健康な生活と疾病の予防につ
いての学習に自主的に取り組
もうとしている。

保健分野
【健康な生活と疾病の予防】

20

健康の成り立ちと疾病の発生
要因および生活習慣と健康に
ついて、課題を発見し、その解
決を目指した学習に自主的に
取り組み、理解できるようにす
る。

・健康は、主体と環境の相互作
用の下に成り立っていること。
　また、疾病は、主体の要因と
環境の要因が関わり合って発
生することを理解している。
・健康の保持増進には、年齢、
生活環境等に応じた運動、食
事、休養及び睡眠の調和のと
れた生活を続ける必要があるこ
とを理解している。
・生活習慣病などは、運動不
足、食事の量や質の偏り、休養
や睡眠の不足などの生活習慣
の乱れが主な要因となって起こ
ること。また、生活習慣病の多く
は、適切な運動、食事、休養、
及び睡眠の調和のとれた生活
を実践することによって予防で
きることを理解している。
・喫煙、飲酒、薬物乱用などの
行為は、心身に様々な影響を
与え、健康を損なう原因となる
こと。また、これらの行為には、
個人の心理状態や人間関係、
社会環境が影響することから、
それぞれの要因に適切に対処
する必要があることを理解して
いる。
・感染症は、病原体が主な要因
となって発生すること。また、感
染症の多くは、発生源をなくす
こと、感染経路を遮断すること、
主体の抵抗力を高めることに
よって予防できることを理解し
ている。
・健康の保持増進や疾病の予
防のためには、個人や社会の
取組が重要であり、保健・医療
機関を有効に利用することが必
要であること。また、医薬品は、
正しく使用することを理解して
いる。

・健康な生活と疾病の予防につ
いて、課題を発見し、その解決
に向けて思考し判断していると
ともに、それらを表現している。

保健体育 第１・２・３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



令和6年度　評価規準                                            学校名：江戸川区立清新第一中学校　　

教科 学年

7

10

10

12

10

12

10

3

Ｈ　体育理論
（１）運動やスポーツの多様性

（２）運動やスポーツの意義や
効果と学び方や安全な行い方

〇知識
・運動やスポーツが多様である
ことについて理解している。

・運動やスポーツの意義や効
果と学び方や安全な行い方に
ついて理解している。

・運動やスポーツが多様である
ことについて、自己の課題を発
見し、よりよい解決に向けて思
考し判断するとともに、他者に
伝えている。

・運動やスポーツの意義や効
果と学び方や安全な行い方に
ついて、自己の課題を発見し、
よりよい解決に向けて思考し
判断するとともに、他者に伝え
ている。

・運動やスポーツが多様である
ことについての学習に積極的
に取り組もうとしている。

・運動やスポーツの意義や効
果と学び方や安全な行い方に
ついての学習に積極的に取り
組もうとしている。

（1）運動の合理的な実践を通し
て，運動の楽しさや喜びを味わ
い，運動を豊かに実践すること
ができるようにするため，運
動，体力の必要性について理
解するとともに，基本的な技能
を身に付けるようにする。
（2）運動についての自己の課
題を発見し，合理的な解決に
向けて思考し判断するととも
に，自己や仲間の考えたことを
他者に伝える力を養う。
（3）運動における競争や協働
の経験を通して，公正に取り組
む，互いに協力する，自己の
役割を果たす，一人一人の違
いを認めようとするなどの意欲
を育てるとともに，健康・安全
に留意し，自己の最善を尽くし
て運動をする態度を養う。

Ｇ　ダンス 〇知識
・ダンスの特性や由来、表現の
仕方、その運動に関連して高
まる体力などについて理解して
いる。
〇技能
・創作ダンスでは、多様なテー
マから表したいイメージを捉
え、動きに変化を付けて即興
的に表現したり、変化のあるひ
とまとまりの表現にしたりして
踊ることができる。
・フォークダンスでは、日本の
民踊や外国の踊りから、それら
の踊り方の特徴を捉え、音楽
に合わせて特徴的なステップ
や動きで踊ることができる。
・現代的なリズムのダンスで
は、リズムの特徴を捉え、変化
のある動きを組み合わせて、リ
ズムに乗って全身で踊ることが

・表現などの自己の課題を発
見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫する
とともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えている。

・ダンスに積極的に取り組むと
ともに、仲間の学習を援助しよ
うとすること、交流などの話合
いに参加しようとすること、一
人一人の違いに応じた表現や
役割を認めようとすることなどを
したり、健康・安全に気を配っ
たりしている。

Ｆ　武道 〇知識
・武道の特性や成り立ち、伝統
的な考え方、技の名称や行い
方、その運動に関連して高ま
る体力などについて理解して
いる。
〇技能
・柔道では、相手の動きに応じ
た基本動作や基本となる技を
用いて、投げたり抑えたりする
などの簡易な攻防をすることが
できる。

・攻防などの自己の課題を発
見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫する
とともに、自己の考えたことを
他者に伝えている。

・武道に積極的に取り組むとと
もに、相手を尊重し、伝統的な
行動の仕方を守ろうとするこ
と、分担した役割を果たそうと
すること、一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を認めようと
することなどをしたり、禁じた技
を用いないなど、健康・安全に
気を配ったりしている。

Ｅ　球技 〇知識
・球技の特性や成り立ち、技術
の名称や行い方、その運動に
関連して高まる体力などにつ
いて理解している。
〇技能
・ゴール型では、ボール操作と
空間に走り込むなどの動きに
よってゴール前での攻防をする
ことができる。
・ネット型では、ボールや用具
の操作や定位置に戻るなどの
動きによって空いた場所をめぐ
る攻防をすることができる。
・ベースボール型では、基本的
なバット操作と走塁での攻撃、
ボール操作と定位置での守備
などによって攻防することがで
きる。

・攻防などの自己の課題を発
見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫する
とともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えている。

・球技に積極的に取り組むとと
もに、フェアプレイを守ろうとす
ること、作戦などについての話
合いに参加しようとすること、
一人一人の違いに応じたプレ
イなどを認めようとすること、仲
間の学習を援助しようとするこ
となどをしたり、健康・安全に気
を配ったりしている。

Ｄ　水泳 〇知識
・水泳の特性や成り立ち、技術
の名称や行い方、その運動に
関連して高まる体力などにつ
いて理解している。
〇技能
・クロールでは、手と足の動
き、呼吸のバランスをとり速く泳
ぐことができる。
・平泳ぎでは、手と足の動き、
呼吸のバランスをとり長く泳ぐこ
とができる。
・背泳ぎでは、手と足の動き、
呼吸のバランスをとり泳ぐこと
ができる。
・バタフライでは、手と足の動
き、呼吸のバランスをとり泳ぐこ
とができる。

・泳法などの自己の課題を発
見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫する
とともに、自己の考えたことを
他者に伝えている。

・陸上競技に積極的に取り組
むとともに、勝敗などを認め、
ルールやマナーを守ろうとする
こと、分担した役割を果たそう
とすること、一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を認めようと
することなどをしたり、水泳の
事故防止に関する心得を遵守
するなど健康・安全に気を配っ
たりしている。

・技などの自己の課題を発見
し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとと
もに、自己の考えたことを他者
に伝えている。

・器械運動に積極的に取り組
むとともに、良い演技を認めよ
うとすること、仲間の学習を援
助しようとすること、一人一人
の違いに応じた課題や挑戦を
認めようとすることなどをした
り、健康・安全に気を配ったりし
ている。

B　器械運動 〇知識
・器械運動の特性や成り立ち、
技の名称や行い方、その運動
に関連して高まる体力などに
ついて理解している。
〇技能
・マット運動では、回転系や巧
技系の基本的な技を滑らかに
行うこと、条件を変えた技や発
展技を行うこと及びそれらを組
み合わせることができる。
・跳び箱運動では、切り返し系
や回転系の基本的な技を滑ら
かに行うこと、条件を変えた技
や発展技を行うことができる。

Ｃ　陸上競技 〇知識
・陸上競技の特性や成り立ち、
技術の名称や行い方、その運
動に関連して高まる体力など
について理解している。
〇技能
・短距離走・リレーでは、滑らか
な動きで速く走ることやバトン
の受渡しでタイミングを合わせ
ることができる。
・長距離走では、ペースを守っ
て走ることができる。
・ハードル走では、リズミカルな
走りから滑らかにハードルを跳
び越すことができる。
・走り幅跳びでは、スピードに
乗った助走から素早く踏み切っ
て跳ぶことができる。
・走り高跳びでは、リズミカルな
助走から力強く踏み切って大
きな動作で跳ぶことができる。

・動きなどの自己の課題を発見
し、合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとと
ともに、自己の考えたことを他
者に伝えている。

・陸上競技に積極的に取り組
むとともに、勝敗などを認め、
ルールやマナーを守ろうとする
こと、分担した役割を果たそう
とすること、一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を認めようと
することなどをしたり、健康・安
全に気を配ったりしている。

保健体育 第１・２学年

体育分野
Ａ　体つくり運動

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

〇知識
・体つくり運動の意義と行い
方、身体の動きを高める方法
などについて理解している。

・自己の課題を発見し、合理的
な解決に向けて運動の取り組
み方を工夫するとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に
伝えている。

・体つくり運動に積極的に取り
組むとともに、仲間の学習を援
助しようとすること、一人一人
の違いに応じた動きなどを認め
ようとすること、話合いに参加
しようとすることなどをしたり、
健康・安全に気を配ったりして
いる。



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

・心身の機能の発達と心の健
康についての学習に自主的に
取り組もうとしている。

保健体育 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

保健分野
【心身の機能の発達と心の健
康】

12

心身の機能の発達と心の健康
について、課題を発見し、その
解決を目指した学習に自主的
に取り組み、理解できるように
するとともに、ストレスへの対処
の仕方を身につけることができ
るようにする。

・身体には、多くの器官が発育
し、それに伴い、様々な機能が
発達する時期があること。ま
た、発育・発達の時期やその程
度には、個人差があることを理
解している。
・思春期には、内分泌の働きに
よって生殖に関わる機能が成
熟すること。また、成熟に伴う変
化に対応した適切な行動が必
要となることを理解している。
・知的機能、情意機能、社会性
などの精神機能は、生活経験
などの影響を受けて発達するこ
と。また、思春期においては、
自己の認識が深まり、自己形
成がなされることを理解してい
る。
・精神と身体は、相互に影響を
与え、関わっていること。欲求
やストレスは、心身に影響を与
えることがあること。また、心の
健康を保つには、欲求やストレ
スに適切に対処する必要があ
ることを理解しているとともに、
それらに対処する技能を身に
付けている。

・心身の機能の発達と心の健
康について、課題を発見し、そ
の解決に向けて思考し判断し
ているとともに、それらを表現し
ている。



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

8

保健体育 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

保健分野
【傷害の防止】

傷害の発生要因およびその防
止について、課題を発見し、そ
の解決を目指した学習に自主
的に取り組み、理解できるよう
にする。

・交通事故や自然災害などによ
る傷害は、人的要因や環境要
因などが関わってい発生するこ
とを理解している。
・交通事故などによる傷害の多
くは、安全な行動、環境の改善
によって防止でいることを理解
している。
・自然災害による傷害は、災害
発生時だけでなく、二次災害に
よっても生じること。また、自然
災害による傷害の多くは、災害
に備えておくこと、安全に避難
することによって防止できること
を理解している。
・応急手当をで適切に行うこと
によって、傷害の悪化を防止す
ることができることを理解してい
るとともに、心肺蘇生法などの
技能を身に付けている。

・傷害の防止について、危険の
予測やその回避の方法を考え
ているとともに、それらを表現し
ている。

・傷害の防止についての学習
に自主的に取り組もうとしてい
る。



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

7

9

9

9

12

12

10

3

保健体育 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

体育分野
Ａ　体つくり運動

〇知識
・運動を継続する意義、体の構
造、運動の原則などについて
理解している。

・自己や仲間の課題を発見し、
合理的な解決に向けて運動の
取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを
他者に伝えている。

・体つくり運動に自体的に取り
組むとともに、互いに助け合い
教え合おうとすること、一人一
人の違いに応じた動きなどを大
切にしようとすること、話合いに
貢献しようとすることなどをした
り、健康・安全を確保したりして
いる。

B　器械運動 〇知識
・技の名称や行い方、運動観察
の方法、体力の高め方などに
ついて理解している。
〇技能
・マット運動では、回転系や巧
技系の基本的な技を滑らかに
安定して行うこと、条件を変え
た技や発展技を行うこと及びそ
れらを構成し演技することがで
きる。
・跳び箱運動では、切り返し系
や回転系の基本的な技を滑ら
かに行うこと、条件を変えた技
や発展技を行うことができる。

・技などの自己や仲間の課題を
発見し、合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫する
とともに、自己の考えたことを
他者に伝えている。

・器械運動に自主的に取り組む
とともに、よい演技を讃えようと
すること、互いに助け合い教え
合おうとすること、一人一人の
違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとすることなどをした
り、健康・安全を確保したりして
いる。

・武道に自主的に取り組むとと
もに、相手を尊重し、伝統的な
行動の仕方を大切にしようとす
ること、自己の責任を果たそう
とすること、一人一人の違いに
応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどをしたり、健
康・安全を確保したりしている。

Ｃ　陸上競技 〇知識
・技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法など
について理解している。
〇技能
・短距離走・リレーでは、中間走
へのつなぎを滑らかにして速く
走ることやバトンの受渡しで次
走者のスピードを十分高めるこ
とができる。
・長距離走では、自己に適した
ペースを維持して走ることがで
きる。
・ハードル走では、スピードを維
持した走りからハードルを低く
越すことができる。
・走り幅跳びでは、スピードに
乗った助走から力強く踏み切っ
て跳ぶことができる。
・走り高跳びでは、リズミカルな
助走から力強く踏み切り滑らか
な空間動作で跳ぶことができ
る。

・動きなどの自己や仲間の課題
を発見し、合理的な解決に向け
て運動の取り組み方を工夫す
るととともに、自己の考えたこと
を他者に伝えている。

・陸上競技に自主的に取り組む
とともに、勝敗などを冷静に受
け止め、ルールやマナーを大
切にしようすること、自己の責
任を果たそうとすること、一人
一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなど
をしたり、健康・安全を確保した
りしている。

Ｄ　水泳 〇知識
・技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法など
について理解している。
〇技能
・クロールでは、手と足の動き、
呼吸のバランスを保ち、安定し
たペースで長く泳いだり速く泳
いだりすることができる。
・平泳ぎでは、手と足の動き、
呼吸のバランスを保ち、安定し
たペースで長く泳いだり速く泳
いだりすることができる。
・背泳ぎでは、手と足の動き、
呼吸のバランスを保ち、安定し
たペースで泳ぐことができる。
・バタフライでは、手と足の動
き、呼吸のバランスを保ち、安
定したペースで泳ぐことができ
る。
・複数の泳法で泳ぐこと、又は
リレーをすることができる。

・泳法などの自己や仲間の課
題を発見し、合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたこ
とを他者に伝えている。

・水泳に自主的に取り組むとと
もに、勝敗などを冷静に受け止
め、ルールやマナーを大切にし
ようすること、自己の責任を果
たそうとすること、一人一人の
違いに応じた課題や挑戦を大
切にしようとすることなどをした
り、水泳の事故防止に関する
心得を遵守するなど健康・安全
を確保したりしている。

Ｇ　ダンス 〇知識
・ダンスの名称や用語、踊りの
特徴と表現の仕方、交流や発
表の仕方、運動観察の方法、
体力の高め方などについて理
解している。
〇技能
・創作ダンスでは、表したい
テーマにふさわしいイメージを
捉え、個や群で、、緩急強弱の
ある動きや空間の使い方で変
化を付けて即興的に表現した
り、簡単な作品にまとめたりし
て踊ることができる。
・フォークダンスでは、日本の
民踊や外国の踊りから、それら
の踊り方の特徴を捉え、音楽に
合わせて特徴的なステップや
動きと組み方で踊ることができ
る。
・現代的なリズムのダンスで
は、リズムの特徴を捉え、変化
とまとまりを付けて、リズムに

・表現などの自己や仲間の課
題を発見し、合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えている。

・ダンスに自主的に取り組むと
ともに、互いに助け合い教え合
おうとすること、作品や発表な
どの話合いに貢献しようとする
こと、一人一人の違いに応じた
表現や役割を大切にしようとす
ることなどをしたり、健康・安全
を確保したりしている。

（1）運動の合理的な実践を通し
て、運動の楽しさや喜びを味わ
い、生涯にわたって運動を豊か
に実践することができるように
するため、運動、体力の必要性
について理解するとともに、基
本的な技能を身に付けるように
する。
（2）運動についての自己や仲
間の課題を発見し、合理的な
解決に向けて思考し判断する
とともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝える力を養う。
（3）運動における競争や協働
の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責
任を果たす、参画する、一人一
人の違いを大切にしようとする
などの意欲を育てるとともに、
健康・安全を確保して、生涯に
わたって運動に親しむ態度を
養う。

Ｈ　体育理論
（１）文化としてのスポーツの意
義

〇知識
・文化としてのスポーツの意義
について理解している。

・文化としてのスポーツの意義
について、自己の課題を発見
し、よりよい解決に向けて思考
し判断するとともに、他者に伝
えている。

・文化としてのスポーツの意義
についての学習に自主的に取
り組もうとしている。

Ｅ　球技 〇知識
・技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法など
について理解している。
〇技能
・ゴール型では、安定したボー
ル操作と空間を作りだすなどの
動きによってゴール前への侵
入などから攻防をすることがで
きる。
・ネット型では、役割に応じた
ボール操作や安定した用具の
操作と連携した動きによって空
いた場所をめぐる攻防をするこ
とができる。
・ベースボール型では、安定し
たバット操作と走塁での攻撃、
ボール操作と連携した守備な
どによって攻防することができ
る。

・攻防などの自己やチームの課
題を発見し、合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己や仲間の考
えたことを他者に伝えている。

・球技に自主的に取り組むとと
もに、フェアなプレイを大切にし
ようとすること、作戦などについ
ての話合いに貢献しようとする
こと、、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとす
ること、互いに助け合い教え合
おうとすることなどをしたり、健
康・安全を確保したりしている。

Ｆ　武道 〇知識
・伝統的な考え方、技の名称や
看取り稽古の仕方、体力の高
め方などについて理解してい
る。
〇技能
・柔道では、相手の動きの変化
に応じた基本動作や基本とな
る技、連絡技を用いて、相手を
崩して投げたり、抑えたりなど
の攻防をすることができる。

・攻防などの自己や仲間の課
題を発見し、合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫
するとともに、自己の考えたこ
とを他者に伝えている。



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

・健康と環境についての学習に
自主的に取り組もうとしている。

保健体育 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

保健分野
【健康と環境】

8

健康と環境について、課題を発
見し、その解決を目指した学習
に自主的に取り組み、理解でき
るようにする。

・身体には、環境に対してある
程度まで適応能力があること。
身体の適応能力を超えた環境
は、健康に影響を及ぼすことが
あること。また、快適で能率の
よい生活を送るための温度、湿
度や明るさには一定の範囲が
あることを理解している。
・飲料水や空気は、健康と密接
な関わりがあること。また、飲料
水や空気を衛生的に保つに
は、基準に適合するよう管理す
る必要があることを理解してい
る。
・人間の生活によって生じた廃
棄物は、環境の保全に十分配
慮し、環境を汚染しないように
衛生的に処理する必要がある
ことを理解している。

・健康と環境に関する情報から
課題を発見し、その解決に向け
て思考し判断しているとともに、
それらを表現している。



令和6年度　評価規準

教科 学年

15

学校名：江戸川区立清新第一中学校

技術・家庭（技術分野） 第１学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

４編

情報の技術

１章

情報の技術の原理と仕組

み

①情報の技術

②情報のデジタル化

③情報通信ネットワーク

の仕組み

④情報モラル

⑤情報セキュリティ技術

⑥情報の技術の工夫

〇情報の技術の見方・考え方を

働かせ持続可能な社会の構築を

目指したコンピュータ作品を開

発する実践的・体験的な活動を

通して生活や社会で利用されて

いる情報の技術についての基礎

的な理解を図り、それらに係る

技能を身に付け、情報の技術と

生活や社会、環境との関わりに

ついて理解を深めるとともに生

活や社会の中から情報の技術に

関わる問題を見いだして課題を

設定し解決する力、よりよい生

活や持続可能な社会の構築に向

けて適切かつ誠実に技術を工夫

し創造しようとする実践的な態

度を身に付ける。

〇情報の表現、記録、計算、通信の特

性等の原理・法則と情報のデジタル化

や処理の自動化、システム化、情報セ

キュリティ等に関わる基礎的な技術の

仕組み及び情報モラルの必要性につい

て理解をしている。

〇情報通信ネットワークの構成と情報

を利用するための基本的な仕組みを理

解し安全・適切なプログラムの制作、

動作の確認及びデバッグ等ができる技

能を身に付けている。

〇情報の技術に込められた問題解決の

工夫について考えている。

〇問題を見いだして課題を設定し使用

するメディアを複合する方法とその効

果的な利用方法等を構想して情報処理

の手順を具体化するとともに制作の過

程や結果の評価、改善及び修正につい

て考えている。

〇主体的に情報の技術について考え理

解をしようとしている。

〇よりよい生活の実現や持続可能な社

会の構築に向けて課題の解決に主体的

に取り組んだり振り返って改善したり

しようとしている。



令和6年度　評価規準

教科 学年

20

学校名：江戸川区立清新第一中学校

単元名

１編

材料と加工の技術

１章

材料と加工の技術の原

理・法則と仕組み

①材料と加工の技術

②材料の特性

③加工方法

④丈夫な製品

⑤技術の工夫

２章

材料と加工の技術によ

る問題解決

①問題発見、課題設定

②製作品の構想、設計

製図

③製作計画

④作業手順

⑤問題解決

３章

社会の発展と材料と加

工の技術

①材料と加工の技術

②材料と加工の技術の

まとめ

〇材料と加工の技術の見方・考え

方を働かせ、より安全な生活を生

活を目指した木工作品を開発する

実践的・体験的な活動を通して生

活や社会で利用されている材料と

加工の技術についての基礎的な理

解を図り、それらに係る技能を身

に付け、材料と加工の技術と安全

な生活の社会との関わりについて

理解を深めるとともに生活の中か

ら材料と加工の技術と安全に関わ

る問題を見いだして課題を設定す

る力、安全な生活や社会の実現に

向けて適切かつ誠実に材料と加工

の技術を工夫して創造しようとす

る実践的な態度を身に付ける。

〇材料や加工の特性等の原理・法

則と材料の製造・加工方法等の基

礎的な技術の仕組みについて理解

をしている。

〇製作に必要な図をかき、安全・

適切な製作や検査・点検等ができ

る技能を身に付けている。

〇生活や社会、環境との関わりを

踏まえて材料と加工の技術の概念

を理解している。

〇材料と加工の技術に込められた

問題解決の工夫について考えてい

る。

〇問題を見いだして課題を設定し

材料の選択や成形の方法等構想し

て設計を具体化するとともに製作

の過程や結果の評価、改善及び修

正について考えている。

〇材料と加工の技術を評価し適切

な選択と管理・運用の在り方や新

たな発想に基づく改良と応用につ

いて考えている。

〇主体的に材料と加工の技術につ

いて考え、理解しようとしてい

る。

〇よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けて課題の解決

に主体的に取り組んだり、振り

返って改善したりしようとしてい

る。

〇よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けて材料と加工

の技術を工夫し創造しようとして

いる。

技術・家庭（技術分野） 第１学年

時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



令和6年度　評価規準

教科 学年

5

学校名：江戸川区立清新第一中学校

技術・家庭（技術分野） 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

2編

生物育成の技術

１章

生物育成の技術の原理・

法則と仕組み

①生物育成の技術

②生物の育成環境を調節

する技術

③作物の成長を管理する

技術

④動物を育てる技術

⑤水産生物を育てる技術

⑥生物育成の技術の工夫

２章

生物育成の技術による問

題解決

①問題を発見し課題設定

②生物の育成計画

③成長段階に合わせて適

切に育成する

④問題解決

３章

社会の発展と生物育成の

技術

①生物育成の技術の最適

化

②生物育成の技術のまと

め

〇生物育成の技術の見方・考え

方を働かせ地域の自然環境へ配

慮して野菜を栽培する実践的・

体験的な活動を通して生活や社

会で利用されている生物育成の

技術についての基礎的な理解を

図り、それらに係る技能を身に

付け生物育成の技術と生活や社

会、環境との関わりについて理

解を深めるとともに地域社会の

中から生物育成の技術と環境に

関わる問題を見いだして課題を

設定する力、よりよい地域社会

の構築に向けて適切かつ誠実に

生物育成の技術を工夫し創造し

ようとする実践的な態度を身に

付ける。

〇育成する生物の成長、生態の

特性等の原理・法則と育成環境

の調節方法等の基礎的な技術の

仕組みについて理解している。

〇安全・適切な栽培又は飼育、

検査等ができる技能を身に付け

ている。

〇生活や社会、環境との関わり

を踏まえて生物育成の技術の概

念を理解している。

〇生物育成の技術に込められた

問題解決の工夫について考えて

いる。

〇問題を見いだして課題を設定

し育成環境の調節方法を構想し

て育成計画を立てるとともに栽

培又は飼育の過程や結果の評

価、改善及び修正について考え

ている。

〇生物育成の技術を評価し適切

な選択と管理・運用の在り方や

新たな発想に基づく改良と応用

について考えている。

〇主体的に生物育成の技術につ

いて考え、理解しようとしてい

る。

〇よりよい生活の実現や持続可

能な社会の構築に向けて課題の

解決に主体的に取り組んだり振

り返って改善しようとしてい

る。

〇よりよい生活の実現や持続可

能な社会の構築にむけて生物育

成の技術を工夫し創造しようと

している。
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教科 学年

20

学校名：江戸川区立清新第一中学校

技術・家庭（技術分野） 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

３編

エネルギー変換の技術

１章

エネルギー変換の技術の

原理・法則と仕組み

①エネルギー変換の技術

②発電の仕組みと特徴

③電気を供給する仕組み

④電気回路

⑤電気機器の安全

２章

エネルギー変換の技術に

よる問題解決

①問題を発見し課題設定

②電気回路を設計・製作

〇エネルギー変換の技術の見方・

考え方を働かせ日常生活に役立つ

製品を開発する実践的・体験的な

活動を通して生活や社会で利用さ

れているエネルギー変換の技術に

ついての基礎的な理解を図り、そ

れらに係る技能を身に付けエネル

ギー変換の技術と生活や社会、環

境との関わりについて理解を深め

るとともに生活や社会の中からエ

ネルギー変換の技術と安心・安全

に関わる問題を見いだして課題を

設定し解決する力、安全な社会の

構築に向けて適切かつ誠実にエネ

ルギー変換の技術を工夫し創造し

ようとする実践的な態度を身に付

ける。

〇電気、運動、熱の特性等の原

理・法則とエネルギーの変換や伝

達などに関わる基礎的な技術の仕

組み及び保守点検の必要性につい

て理解している。

〇安全・適切な製作、実装、点検

及び調整等ができる技能を身に付

けている。

〇生活や社会、環境との関わりを

踏まえてエネルギー変換の技術の

概念を理解している。

〇エネルギー変換の技術に込めら

れた問題解決の工夫について考え

ている。

〇問題を見いだして課題を設定し

電気回路又は力学的な機構等を構

想して設計を具体化するとともに

製作の過程や結果の評価、改善及

び修正について考えている。

〇エネルギー変換の技術を評価し

適切な選択と管理・運用の在り方

や新たな発想に基づく改良と応用

について考えている。

〇主体的にエネルギー変換の技術

について考え、理解しようとして

いる。

〇よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けて課題の解決

に主体的に取り組んだり振り返っ

て改善したりしようとしている。

〇よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けてエネルギー

変換の技術を工夫し創造しようと

している。



令和6年度　評価規準

教科 学年

10

学校名：江戸川区立清新第一中学校

技術・家庭（技術分野） 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

４編

情報の技術

２章

双方向性のあるコンテン

ツのプログラミングによ

る問題解決

①双方向性のあるコンテ

ンツ

②問題発見、課題設定

③コンテンツの構成

④コンテンツのプログラ

ム製作

⑤問題解決

〇情報の技術の見方・考え方を

働かせ持続可能な社会の構築を

目指したコンピュータ作品を開

発する実践的・体験的な活動を

通して生活や社会で利用されて

いる情報の技術についての基礎

的な理解を図り、それらに係る

技能を身に付け、情報の技術と

生活や社会、環境との関わりに

ついて理解を深めるとともに生

活や社会の中から情報の技術に

関わる問題を見いだして課題を

設定し解決する力、よりよい生

活や持続可能な社会の構築に向

けて適切かつ誠実に技術を工夫

し創造しようとする実践的な態

度を身に付ける。

〇情報の表現、記録、計算、通信の特

性等の原理・法則と情報のデジタル化

や処理の自動化、システム化、情報セ

キュリティ等に関わる基礎的な技術の

仕組み及び情報モラルの必要性につい

て理解をしている。

〇情報通信ネットワークの構成と情報

を利用するための基本的な仕組みを理

解し安全・適切なプログラムの制作、

動作の確認及びデバッグ等ができる技

能を身に付けている。

〇情報の技術に込められた問題解決の

工夫について考えている。

〇問題を見いだして課題を設定し使用

するメディアを複合する方法とその効

果的な利用方法等を構想して情報処理

の手順を具体化するとともに制作の過

程や結果の評価、改善及び修正につい

て考えている。

〇主体的に情報の技術について考え理

解をしようとしている。

〇よりよい生活の実現や持続可能な社

会の構築に向けて課題の解決に主体的

に取り組んだり振り返って改善したり

しようとしている。



令和6年度　評価規準

教科 学年

20

学校名：江戸川区立清新第一中学校

技術・家庭（技術分野） 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
３編

エネルギー変換の技術

１章

エネルギー変換の技術の

原理・法則の仕組み

⑥運動エネルギーへの変

換と利用

⑦回転運動を伝える仕組

み

⑧機械が動く仕組み

⑨機械の保守点検

⑩エネルギー変換の技術

の工夫

２章

エネルギー変換の技術に

よる問題解決

③機構モデル設計・製作

④問題解決

３章

社会の発展とエネルギー

変換の技術

①エネルギー変換の技術

の最適化

②エネルギー変換の技術

のまとめ

〇エネルギー変換の技術の見方・

考え方を働かせ災害時に役立つ製

品を開発する実践的・体験的な活

動を通して生活や社会で利用され

ているエネルギー変換の技術につ

いての基礎的な理解を図り、それ

らに係る技能を身に付けエネル

ギー変換の技術と生活や社会、環

境との関わりについて理解を深め

るとともに生活や社会の中からエ

ネルギー変換の技術と安心・安全

に関わる問題を見いだして課題を

設定し解決する力、安全な社会の

構築に向けて適切かつ誠実にエネ

ルギー変換の技術を工夫し創造し

ようとする実践的な態度を身に付

ける。

〇電気、運動、熱の特性等の原

理・法則とエネルギーの変換や伝

達などに関わる基礎的な技術の仕

組み及び保守点検の必要性につい

て理解している。

〇安全・適切な製作、実装、点検

及び調整等ができる技能を身に付

けている。

〇生活や社会、環境との関わりを

踏まえてエネルギー変換の技術の

概念を理解している。

〇エネルギー変換の技術に込めら

れた問題解決の工夫について考え

ている。

〇問題を見いだして課題を設定し

電気回路又は力学的な機構等を構

想して設計を具体化するとともに

製作の過程や結果の評価、改善及

び修正について考えている。

〇エネルギー変換の技術を評価し

適切な選択と管理・運用の在り方

や新たな発想に基づく改良と応用

について考えている。

〇主体的にエネルギー変換の技術

について考え、理解しようとして

いる。

〇よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けて課題の解決

に主体的に取り組んだり振り返っ

て改善したりしようとしている。

〇よりよい生活の実現や持続可能

な社会の構築に向けてエネルギー

変換の技術を工夫し創造しようと

している。



令和6年度　評価規準

教科 学年

15

４編

情報の技術

３章

計測・制御のプログラミ

ングによる問題解決

①計測・制御システム

②問題発見、課題設定

③計測・制御システムを

構想する

④計測・制御システムの

プログラム制作

⑤問題解決

４章

社会の発展と情報の技術

①情報の技術の最適化

②情報の技術のまとめ

〇情報の技術の見方・考え方を

働かせ持続可能な社会の構築を

目指したコンピュータ作品を開

発する実践的・体験的な活動を

通して生活や社会で利用されて

いる情報の技術についての基礎

的な理解を図り、それらに係る

技能を身に付け、情報の技術と

生活や社会、環境との関わりに

ついて理解を深めるとともに生

活や社会の中から情報の技術に

関わる問題を見いだして課題を

設定し解決する力、よりよい生

活や持続可能な社会の構築に向

けて適切かつ誠実に技術を工夫

し創造しようとする実践的な態

度を身に付ける。

〇情報の表現、記録、計算、通信の特

性等の原理・法則と情報のデジタル化

や処理の自動化、システム化、情報セ

キュリティ等に関わる基礎的な技術の

仕組み及び情報モラルの必要性につい

て理解をしている。

〇情報通信ネットワークの構成と情報

を利用するための基本的な仕組みを理

解し安全・適切なプログラムの制作、

動作の確認及びデバッグ等ができる技

能を身に付けている。

〇計測・制御システムの仕組みを理解

し安全・適切なプログラムの制作、動

作の確認及びデバッグ等ができる技能

を身に付けている。

〇生活や社会、環境との関わりを踏ま

えて情報の技術の概念を理解してい

る。

〇情報の技術に込められた問題解決の

工夫について考えている。

〇問題を見いだして課題を設定し使用

するメディアを複合する方法とその効

果的な利用方法等を構想して情報処理

の手順を具体化するとともに制作の過

程や結果の評価、改善及び修正につい

て考えている。

〇問題を見いだして課題を設定し入出

力されるデータの流れを元に計測・制

御システムを構想して情報処理の手順

を具体化するとともに制作の過程や結

果の評価、改善及び修正について考え

ている。

〇情報の技術を評価し適切な選択と管

理・運用の在り方や新たな発想に基づ

く改良と応用について考えている。

〇主体的に情報の技術について考え理

解をしようとしている。

〇よりよい生活の実現や持続可能な社

会の構築に向けて課題の解決に主体的

に取り組んだり振り返って改善したり

しようとしている。

〇よりよい生活の実現や持続可能な社

会の構築に向けて課題の解決に主体的

に取り組んだり振り返って改善したり

しようとしている。

〇よりよい生活の実現や持続可能な社

会の構築に向けて情報の技術を工夫し

創造しようとしている。

学校名：江戸川区立清新第一中学校

技術・家庭（技術分野） 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



令和6年度　評価規準 学校名：江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

1

2

2

1

2

3

8

4

3

3

6

Ｂ３
生活を豊かにするものの製作
布による作品で生活を演出
製作の基礎・基本

○布を用いて生活を豊かにするものを考え
る。
○製作の計画を立て，布を用いて生活を豊
かにするものをつくる。

・製作する物に適した材料や縫い方について
理解しているとともに，用具を安全に取り扱
い，製作が適切にできる。

・資源や環境に配慮し，生活を豊かにする
ための布を用いた物の製作計画や製作に
ついて問題を見いだして課題を設定し，解
決策を構想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを論理的に表現している。

・よりよい生活の実現に向けて，生活を豊
かにするための布を用いた製作について，
課題の解決に主体的に取り組んだり，振り
返って改善したりして，生活を工夫し創造
し，実践しようとしている

Ｂ衣生活
１目的に応じた衣服の選択
①衣服で伝わるメッセージ
②自分らしくコーディネート
③つなげよう和服の文化
④上手な衣服の選択

○衣服の社会生活上のはたらきがわかる。
○自分らしい着方を工夫することができる。
○和服の文化に関心をもち，和服の着方を
知る。
○自分の衣服計画が立てられる。
○既製服を選ぶポイントがわかる。

・衣服と社会生活との関わりについて理解し
ている。
・目的に応じた着用について理解している。
・個性を生かす着用及び衣服の適切な選択に
ついて理解している。
・衣服と社会生活との関わりについて理解し
ている。
・衣服の計画的な活用の必要性について理解
している

・衣服の選択について問題を見いだして課
題を設定している。
・衣服の選択について，解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを論理的
に表現している

・衣服の選択について，課題の解決に主体
的に取り組もうとしている。
・よりよい生活の実現に向けて，衣服の選
択について，生活を工夫し創造し，実践しよ
うとしている。

Ｂ６献立づくり
一日分の献立

○各食品群の食品を組み合わせて、栄養
バランスのとれた１日分の献立を考えること
ができる。

・１日分の献立を作成する方法について理解
している。

・中学生の１日分の献立について問題を見
いだして課題を設定し，解決策を構想し，実
践を評価・改善し，考察したことを論理的に
表現するなどしている。

・よりよい生活の実現に向けて、中学生に
必要な栄養を満たす食事について、課題の
解決に主体的に取り組んだり、振り返って
改善したりして、生活を工夫し創造し、実践
しようとしている。

生活の課題と実践 ○今まで学習してきた中から、課題を設定
して，課題解決に向けて計画を立て実践で
きる。
○実践したことをまとめ，発表し，よりよい
生活にするための新たな課題を見つけ次
の実践につなげられる。

・問題を見いだして課題を設定し，解決策を
構想し，計画を立てて実践した結果を評価・
改善し，考察したことを論理的に表現する
などしている。

・課題の解決に主体的に取り組んだり，振
り返って改善したりして，生活を工夫し創造
し，実践しようとしている。

○調理の流れと手順がわかり，計画を立て
ることができる。
○おいしさと調理の関係や調理における衛
生と安全を理解し実践できるようにする。
○肉の特徴や調理上の取り扱い方がわか
り，肉を調理することができる。
○魚の特徴や調理上の取り扱い方がわか
り，野菜を調理することができる。
○野菜の特徴や調理上の取り扱い方がわ
かり，野菜を調理することができる。

４日常食の調理
①調理の計画
②おいしさと調理
③ますます好きになる肉料理
④こんなにおいしい魚料理
⑤好きになる野菜の料理

・日常の１食分の調理における、調理の仕
方や調理計画について問題を見いだして課
題を設定している。また、解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを論理的
に表現している。

・よりよい生活の実現に向けて、日常食の
調理の課題の解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりして，生活を工夫
し創造し，実践しようとしている。

・食品や調理用具等の安全と衛生に留意した
管理について理解しているとともに，適切にで
きる。
・材料に適した加熱調理の仕方について理解
しているとともに，基礎的な日常食の調理が
適切にできる。

２中学生に必要な栄養を満たす
食事
①中学生の発達と必要な栄養
②栄養素のはたらきと６つの基
礎食品群
③栄養バランスを目で見て判断

○中学生の時期の身体的特徴を理解し，
中学生に必要な栄養の特徴がわかる。
〇食品は栄養的特質により食品群に分類
されることを理解する。
○中学生が１日にとりたい食品と分量を知
る。
〇１回の食事を目で見て栄養のバランスが
とれているか判断できるようにする。

・中学生の一日に必要な食品の種類について
理解している。
・栄養素の種類と働きがわかり、食品の栄養
的な特質について理解している。
・中学生の1日に必要な食品の種類と概量に
ついて理解している。

・中学生の１日分の献立について問題を見
いだして課題を設定している。
・中学生の1日分の献立について解決策を
構想している。

・中学生に必要な栄養を満たす食事につい
て，課題の解決に主体的に取り組もうとして
いる。
・よりよい生活の実現に向けて，中学生に
必要な栄養を満たす食事について，振り
返って改善したりして，生活を工夫し創造
し，実践しようとしている。

Ｂ食生活１食事の役割と食習慣
①食事の役割
②健康によい食習慣

○食事の役割について理解し，毎日の食
事に関心をもつ。
○健康に良い食事について学び，規則正し
く食事をとることの重要性を理解する。

・生活の中で食事が果たす役割について理解
している。
・健康によい食習慣について理解している。

・自分の食習慣について問題を見いだして
課題を設定している。
・自分の食習慣について解決策を構想し，
実践を評価・改善し，考察したことを論理的
に表現している。

・食事の役割と中学生の栄養の特徴につい
て，課題の解決に主体的に取り組もうとして
いる。
・よりよい食生活の実現に向けて，振り返っ
て改善したりして，生活を工夫し創造し，実
践しようとしている

・家族とのかかわりについて問題を見いだ
して課題を設定している。
・家族とのかかわりについて解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したことを論
理的に表現している。

・家族とのかかわりについて，課題の解決
に主体的に取り組もうとしている。
・家族とのかかわりについて，課題解決に
向けた一連の活動を振り返って改善しよう
としている。
・よりよい家庭生活の実現に向けて，家庭
生活について工夫し創造し，実践しようとし
ている。

Ａ⑴自分の成長と家族・家庭生
活
①今の自分とこれまで
②わたしの生活と家族・家庭
③家庭を支える社会
④中学生にとっての家族

○自分の成長と家族や地域の人びととの
かかわりと自分自身の理解を深める。
○家族には互いの立場や役割があり，協
力することで家族関係をよりよくできること
を理解する。
○自分や家族の生活は家庭内や家庭外の
活動が支えていることに気づく。
○家庭での活動を考え，家族・家庭の基本
的な機能について理解する。

Ａ４家庭生活と地域のかかわり
①家庭生活と地域での活動
②多様な人びとが暮らす地域
③地域に暮らす高齢者
④高齢者とのかかわり

・自分の成長と家族や家庭生活との関わりに
ついて理解している。
・家族・家庭の基本的な機能について理解し
ている。
・家族と協力することによって家族関係をより
よくできることについて理解している。
・家族や地域の人々と協力・協働して家庭生
活を営む必要があることに気付いている。
・家族の互いの立場や役割について理解して
いる。

○家庭生活は，地域との相互のかかわりで
成り立っていることを理解する。
○地域で多様な人びとが暮らせるための工
夫を理解する。
○地域で活動する高齢者や，見守りが必要
な高齢者などさまざまな高齢者がいること
を理解する。
○地域で活動する高齢者や見守りが必要
な高齢者とのかかわりを考える。

・家庭生活は地域との相互の関わりで成り
立っていることを理解している。
・高齢者など地域の人びとと協働する必要が
あることについて理解している。
・介護など高齢者との関わり方について理解
している。
・介護など高齢者との関わり方について理解
している。

・地域の人びとと関わり，協働する方法につ
いて問題を見いだして課題を設定してい
る。
・高齢者と関わる方法について問題を見い
だして課題を設定し，解決策を構想してい
る。
・高齢者と関わる方法について実践を評
価・改善し，考察したことを論理的に表現し
ている

・家族や地域の人びとと協働し，よりよい生
活の実現に向けて，家族・家庭や地域との
関わりについて，課題の解決に主体的に取
り組もうとしている。
・高齢者との関わり方について，課題の解
決に主体的に取り組み，課題解決に向けた
一連の活動を振り返って改善しようとしてい
る。
・家族や地域の人びとと協働し，よりよい生
活の実現に向けて，家族・家域との関わり
について工夫し創造し，実践しようとしてい
る

技術・家庭（家庭分野）

○小学校家庭科の学習をふり返るととも
に，３学年間の学習内容の見通しをもつ。
〇各内容と家族・家庭の基本的な機能が
関連していることに気づく。

第１学年

１家庭分野のガイダンス

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ａ５持続可能な家庭生活をめざ
して

○誰もが尊重される家庭・地域の生活をめ
ざして，課題をみつけ，実践的に取り組む。

・社会や環境に配慮した生活について問題
を見いだして課題を設定している。
・社会や環境に配慮した生活について考
え，工夫している。

・持続可能な社会を目指して，工夫し創造
し，実践しようとしている。
・社会や環境について，課題の解決に主体
的に取り組み，工夫し創造し，実践しようと
している。



令和6年度　評価規準
江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

5

3

2

8

2

1

10

4

Ｂ３
さまざまな食品とその選択
食品が食卓にのぼるまで
①生鮮食品の選択と保存
②加工食品の選択
③食品の安全と情報

技術・家庭（家庭分野） 第２学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○生鮮食品の特徴がわかる。
○目的に応じて生鮮食品を選択・保存でき
る。
○加工食品の特徴がわかる。
○目的に応じて加工食品を選択できる。
○食品を選択するとき，食品の安全や情報
に関心をもって選択できる。

・日常生活と関連付け，用途に応じた食品
の選択について理解しているとともに適切
に選択できる。
・食品や調理用具等の安全と衛生に留意し
た管理について理解しているとともに，適
切に選択できる。

・食品の選択について問題を見いだして課
題を設定している。
・食品の選択について解決策を構想し，実
践を評価・改善し，考察したことを論理的に
表現している。

・食品の選択について，課題の解決に主体
的に取り組んでいる。
・よりよい生活の実現に向けて，食品の選
択について，振り返って改善したりして，生
活を工夫し創造し，実践しようとしている。

Ｂ５　地域の食文化 ○地域で生産される食材を知り，それを使
う意義と和食の調理を理解する。

・地域の食文化について理解しているとと
もに，地域の食材を用いた和食の調理が
適切にできる。

・調理における調理の仕方、調理計画つい
て問題を見いだして課題を設定し，解決策
を構想し，実践を評価・改善し，考察したこ
とを論理的に表現するなどしている。

・家族や地域の人々と協働し、よりよい生
活の実現に向けて、日常食の調理と地域
の食文化について，課題の解決に主体的
に取り組んだり，振り返って改善したりし
て，生活を工夫し創造し，実践しようとして
いる。

Ｂ７　持続可能な食生活
持続可能な食生活をめざして

○持続可能な食生活を送るために食生活
を工夫することができる。

・社会や環境に配慮した食生活について問
題を見いだして課題を設定している。
・社会や環境に配慮した食生活について考
え，工夫している。

・よりよい食生活を目指して，課題の解決
について，工夫し創造し，実践しようとして
いる。
・社会や環境について，課題の解決に主体
的に取り組み，工夫し創造し，実践しようと
している。

Ｂ２　日常着の手入れと保管
①まかせて衣服の手入れ
②布の繊維に応じた手入れ
③めざそう洗濯名人
④補修や収納・保管

○衣服の状態に応じた手入れの必要性が
わかり，適切な手入れができる。
○取扱い表示の意味を理解し，衣服の素
材に適した手入れの方法を選択できる。
○衣服の素材に合った洗剤を選び，適切
な量を使用できる。
○衣服が傷んだら、痛みの状況に合わせ
た方法で衣服のアイロンかけや収納・保管
を適切に行うことができる。

・衣服の材料や状態に応じた日常着の手
入れについて理解しているとともに，適切
にできる。

・日常着の手入れについて問題を見いだし
て課題を設定している。
・日常着の手入れについて解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したことを論
理的に表現しているなどして、課題を解決
する力を身に付けている。

・よりよい生活の実現に向けて，衣服の選
択と手入れについて，課題の解決に主体
的に取り組んだり、振り返って改善したりし
て、生活を工夫し創造し、実践しようとして
いる。

生活の課題と実践 ○今まで学習してきたの中から課題を設定
して，課題解決に向けて計画を立て実践で
きる。
○実践したことをまとめ，発表し，よりよい
生活にするための新たな課題を見つけ次
の実践につなげられる。

・問題を見いだして課題を設定し，解決策
を構想し，実践を評価・改善し，考察したこ
とを論理的に表現するなどしている。

・よりよい生活の実現に向けて，課題の解
決に主体的に取り組んだり，振り返って改
善したりして，生活を工夫し創造し，実践し
ようとしている。

Ｂ４　持続可能な衣生活
持続可能な衣生活をめざして

○資源や環境に配慮した衣生活をおくるた
めに工夫できることを考える。

・社会や環境に配慮した衣生活について問
題を見いだして課題を設定している。
・社会や環境に配慮した衣生活について考
え，工夫している。

・持続可能な衣生活を目指して，工夫し創
造し，実践しようとしている。
・社会や環境について，課題の解決に主体
的に取り組み，工夫し創造し，実践しようと
している。

Ａ２　　幼児の生活と家族
①幼児のころと今の自分
②幼児の体の発達
③幼児の心の発達
④発達にとってのおとなの役割
⑤遊びが必要なわけ
⑥遊びを支える環境

○自分の成長をふり返り、幼児期への関
心をもつようにする。
○幼児の身体の発育について，発達の方
向性や順序性とともに，個人差があること
を理解する。
○幼児の言語・認知・情緒・社会性などの
発達について理解する。
○子どもが育つ環境としての、家族や周囲
のおとなの役割について理解する。
○自分の実践的・体験的な活動を通して，
幼児にとっての遊びの意義を理解する。
○幼児にとって遊びは生活そのものであ
り，十分な遊びを経験できる環境が重要で
あることを理解する。

・幼児と生活の特徴がわかり、子どもが育
つ環境としての家族の役割について理解し
ている。
・幼児にとっての遊びの意義について理解
している。

・幼児との関わり方について問題を見いだ
して課題をし、解決策を構想し、考察したこ
とを論理的に表現するなどして、課題を解
決する力を身に付けている。

・家族や地域の人々と協働し、よりよい生
活の実現に向けて、幼児の生活と家族に
ついて、課題の解決に主体的に取り組んだ
り、振り返って改善したりして，生活を工夫
し創造し，実践しようとしている。

Ａ３　幼児とのかかわり
①ふれ合い体験の前に
②ドキドキワクワクふれ合い体験
③ふれ合い体験は幼児からの贈り物
④子どもの成長と地域

○幼児とのふれ合い体験について自分の
課題をもち, ふれ合うときの留意点を理解
する。
○幼児とのかかわり方について身につけた
基礎的・基本的な知識を活用し、工夫する
ことができる。
○幼児とのかかわり方について，感じたこ
とや考えたことを話し合い，幼児への理解
を深める。
○子どもの成長と地域のつながりについて
知り，地域の中で中学生ができることを考
える。

・幼児との関わり方について理解している。
・子どもが育つ環境としての家族の役割に
ついて理解している。
・家庭生活は地域との相互の関わりで成り
立っていることを理解している。

・幼児との関わり方について問題を見いだ
して課題をし、解決策を構想し、考察したこ
とを論理的に表現するなどして、課題を解
決する力を身に付けている。

・よりよい生活のために，幼児との関わり方
について，課題の解決に主体的に取り組も
うとし、課題解決に向けた一連の活動をふ
り返って改善しようとしている。
・幼児との関わり方について，生活を工夫
し創造し，実践しようとしている。



令和6年度　評価規準
江戸川区立清新第一中学校

教科 学年

1

2

3

3

2

2

3

1

0.5

技術・家庭（家庭分野） 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・社会や環境に配慮した住生活に
ついて問題を見いだして課題を設
定している。
・社会や環境に配慮した住生活に
ついて考え，工夫している。

・持続可能な住生活を目指して、工
夫し、創造し、実践しようとしてい
る。
・社会や環境について，課題の解
決に主体的に取り組み，工夫し創
造し，実践しようとしている

３年間を振り返って 〇３年間の学習を振り返り、多くの
ことができるようになったことに気
づく。

・家庭分野で学習したことをこれか
らの生活に生かそうとしている。

○持続可能な社会の実現に向け
て，さまざまな住まいと住まい方の
工夫があることを知る

Ｂ３持続可能な住生活
持続可能な住生活

○幼児とのよりよい関わり方につ
いて考え、工夫すること。

Ａ⑵　幼児の生活と家族
３幼児との関わり

・幼児とのかかわり方について理
解している。

・幼児との関わりについて解決策
を構想し考察したことを論理的に
表現している。

・幼児との関わり方について、課題
の解決に主体的に取り組もうとして
いる。

Ｃ１家庭生活と消費
①消費生活のしくみ
②家庭生活における収入と支
出

○物資とサービスの特徴がわか
る。
○消費生活のしくみがわかる
○収支のバランスをはかり，計画
的に金銭管理する必要があること
がわかる。

・物資・サービスについて理解して
いる。
・計画的な金銭管理の必要性につ
いて理解している。

・物資・サービスの購入について問
題を見いだして課題を設定してい
る。
・物資・サービスの購入について問
題を見いだして課題を設定し，解
決策を構想し，実践を評価・改善
し，考察したことを論理的に表現す
るなどしている。

・よりよい生活の実現に向けて、、
金銭管理について，課題の解決に
主体的に取り組んだり，振り返って
改善したりして，生活を工夫し創造
し，実践しようとしている

Ｃ２購入・支払いと生活情報
①いろいろな購入方法
②購入前に知っておくこと
③いろいろな支払い方法
④情報を活用した上手な購入

○店舗販売と無店舗販売の特徴
がわかる。
○売買契約について問題発生の
原因や予防方法を含め，理解す
る。
○即時払い，前払い，後払いの特
徴を理解し，利点と問題点を理解
する。
○生活情報の収集や活用のしか
たを理解し，目的に合った商品を

・購入方法や支払い方法の特徴が
分かり，計画的な金銭管理の必要
性について理解している。
・売買契約の仕組み・支払い方法
の特徴が分かり，物資・サービス
の選択に必要な情報の収集・整理
が適切にできる。

・物資・サービスの購入について問
題を見いだして課題を設定し，解
決策を構想し、考察したことを論理
的に表現する。

・よりよい生活の実現に向けて、、
金銭管理と購入について，課題の
解決に主体的に取り組んだり，振
り返って改善したりして，生活を工
夫し創造し，実践しようとしている。

Ｃ３消費者被害と消費者の自立
①なくならない消費者被害
②消費者をささえるもの
③消費者の権利と責任

○消費者被害の現状や背景につ
いて理解し，予防の方法がわか
る。
○消費者を支えるしくみについて
理解できる。
○消費者の権利と責任について理
解し，自立した消費者をめざす。

・消費者被害の背景とその対応に
ついて理解している。
・消費者の基本的な権利と責任に
ついて理解している。

・自立した消費者としての消費行
動について問題を見いだして課題
を設定し解決策を構想し，考察した
ことを論理的に表現する。

・消費者被害の対応について，課
題の解決に主体的に取り組み，生
活を工夫し創造し，実践しようとし
ている。
・消費者の権利と責任について，
課題の解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりして，生
活を工夫し創造し，実践しようとし
ている。

Ｃ４持続可能な社会
①消費行動が社会に与える影
響
②消費行動が環境に与える影
響
③世界の国々と連帯した持続
可能な生活の創造へ

○購入を通して消費者の行動が社
会や環境に与える影響について理
解する。
○環境に配慮したライフスタイルを
選択し，実践できる。
○持続可能な生活にするために，
自分たちができることを考える。

・自分や家族の消費生活が環境や
社会に及ぼす影響について理解し
ている。

・自立した消費者としての消費行
動について問題を見いだして課題
を設定している。・解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察した
ことを論理的に表現するなどしてい
る。

・よりよい生活の実現に向けて，消
費者の権利と責任について，課題
の解決に主体的に取り組んだり，
振り返って改善したりして，生活を
工夫し創造し，実践しようとしてい
る。

Ｂ住生活１
住まいのはたらきとここちよさ
①住まいのはたらき
②住まいの空間

○住まいの基本的な役割について
理解する。
○日本の伝統的な住まいの特徴
を知る。
○住まいの空間の使い方について
理解する。
○さまざまな生活によって，住まい
方の工夫があることを理解する。

・住居の基本的な機能について理
解している。
・家族の生活と住空間との関わり
が分かりについて理解している。

・住生活について問題を見いだし
て課題を設定している。・家族の安
全を考えた住空間の課題につい
て，解決策を構想し，実践を評価・
改善し，考察したことを論理的に表
現している。

・家族や地域の人々と協働し，より
よい生活の実現に向けて，住居の
機能と安全な住まい方について，
課題の解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりして，生
活を工夫し創造し，実践しようとし
ている。

Ｂ２安全な住まいで安心な暮ら
し
①家庭内事故への備え
②災害への備え

○家庭内の事故の種類と，その原
因を知る。
○幼児や高齢者の安全を考えた
住まい方について工夫する。
○地域さまざまな災害に備えて，
室内を安全に整備する必要とその
方法について理解する。

・家庭内の事故の防ぎ方など家族
の安全を考えた住空間の整え方に
ついて理解している。

・家族の安全を考えた住空間の課
題について，解決策を構想し，実
践を評価・改善し，考察したことを
論理的に表現している。

・家族や地域の人々と協働し，より
よい生活の実現に向けて，住居の
機能と安全な住まい方について，
課題の解決に主体的に取り組んだ
り，振り返って改善したりして，生
活を工夫し創造し，実践しようとし
ている。
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教科 外国語 第１学年
内
容
の

ま
と
ま
り

時数 内容のまとまりの到達目標

内容のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に取り組
む態度

140

ア はっきりと話されれば，日常的な話
題について，必要な情報を聞き取るこ
とができるようにする。
イ はっきりと話されれば，日常的な話
題について，話の概要を捉えることが
できるようにする。
ウ はっきりと話されれば，社会的な
話題について，短い説明の要点を捉
えることができるようにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題について，はっ
きりと話された文章等を聞
いて，その内容を捉える技
能を身に付けている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
についてはっきりと話さ
れる文章を聞いて，必
要な情報や概要，要点
を捉えている。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，話し手に配慮しな
がら，主体的に英語で
話されることを聞こうと
している。

ア 日常的な話題について，簡単な語
句や文で書かれたものから必要な情
報を読み取ることができるようにす
る。
イ 日常的な話題について，簡単な語
句や文で書かれた短い文章の概要を
捉えることができるようにする。
ウ 社会的な話題について，簡単な語
句や文で書かれた短い文章の要点を
捉えることができるようにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題について書かれ
た短い文章等を読んで，そ
の内容を捉える技能を身に
付けている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
について書かれた短い
文章を読んで，必要な
情報や概要，要点を捉
えている。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，書き手に配慮しな
がら，主体的に英語で
書かれたことを読もうと
している。

ア 関心のある事柄について，簡単な
語句や文を用いて即興で伝え合うこ
とができるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自
分の考え，気持ちなどを整理し，簡単
な語句や文を用いて伝えたり，相手
からの質問に答えたりすることができ
るようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読
んだりしたことについて，考えたことや
感じたこと，その理由などを，簡単な
語句や文を用いて述べ合うことがで
きるようにする。

ア 関心のある事柄について，簡単な
語句や文を用いて正確に書くことがで
きるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自
分の考え，気持ちなどを整理し，簡単
な語句や文を用いてまとまりのある文
章を書くことができるようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読
んだりしたことについて，考えたことや
感じたこと，その理由などを，簡単な
語句や文を用いて書くことができるよ
うにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題などについて，
事実や自分の考え，気持ち
などを，簡単な語句や文を
用いて，またはそれらを正
確に用いて書く技能を身に
付けている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
などについて，事実や
自分の考え，気持ちな
どを，簡単な語句や文
を用いて，書いてい
る。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，聞き手，読み手，
話し手，書き手に配慮
しながら，主体的に英
語を用いて書こうとして
いる。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題について，事実
や自分の考え，気持ちなど
を，簡単な語句や文を用い
て伝え合う技能を身に付け
ている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
について，事実や自分
の考え，気持ちなど
を，簡単な語句や文を
用いて，伝え合ってい
る。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，聞き手，話し手に
配慮しながら，主体的
に英語を用いて伝え合
おうとしている。

ア 関心のある事柄について，簡単な
語句や文を用いて即興で話すことが
できるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自
分の考え，気持ちなどを整理し，簡単
な語句や文を用いてまとまりのある内
容を話すことができるようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読
んだりしたことについて，考えたことや
感じたこと，その理由などを，簡単な
語句や文を用いて話すことができるよ
うにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題などについて，
事実や自分の考え，気持ち
などを，簡単な語句や文を
用いて話す技能を身に付け
ている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
について，事実や自分
の考え，気持ちなど
を，簡単な語句や文を
用いて，話している。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，聞き手に配慮しな
がら，主体的に英語を
用いて話そうとしてい
る。
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教科 外国語 第２学年
内
容
の

ま
と
ま
り

時数 内容のまとまりの到達目標

内容のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に取り組
む態度

140

ア はっきりと話されれば，日常的な話
題について，必要な情報を聞き取るこ
とができるようにする。
イ はっきりと話されれば，日常的な話
題について，話の概要を捉えることが
できるようにする。
ウ はっきりと話されれば，社会的な
話題について，短い説明の要点を捉
えることができるようにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題について，はっ
きりと話された文章等を聞
いて，その内容を捉える技
能を身に付けている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
についてはっきりと話さ
れる文章を聞いて，必
要な情報や概要，要点
を捉えている。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，話し手に配慮しな
がら，主体的に英語で
話されることを聞こうと
している。

ア 日常的な話題について，簡単な語
句や文で書かれたものから必要な情
報を読み取ることができるようにす
る。
イ 日常的な話題について，簡単な語
句や文で書かれた短い文章の概要を
捉えることができるようにする。
ウ 社会的な話題について，簡単な語
句や文で書かれた短い文章の要点を
捉えることができるようにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題について書かれ
た短い文章等を読んで，そ
の内容を捉える技能を身に
付けている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
について書かれた短い
文章を読んで，必要な
情報や概要，要点を捉
えている。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，書き手に配慮しな
がら，主体的に英語で
書かれたことを読もうと
している。

ア 関心のある事柄について，簡単な
語句や文を用いて即興で伝え合うこ
とができるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自
分の考え，気持ちなどを整理し，簡単
な語句や文を用いて伝えたり，相手
からの質問に答えたりすることができ
るようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読
んだりしたことについて，考えたことや
感じたこと，その理由などを，簡単な
語句や文を用いて述べ合うことがで
きるようにする。

ア 関心のある事柄について，簡単な
語句や文を用いて正確に書くことがで
きるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自
分の考え，気持ちなどを整理し，簡単
な語句や文を用いてまとまりのある文
章を書くことができるようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読
んだりしたことについて，考えたことや
感じたこと，その理由などを，簡単な
語句や文を用いて書くことができるよ
うにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題などについて，
事実や自分の考え，気持ち
などを，簡単な語句や文を
用いて，またはそれらを正
確に用いて書く技能を身に
付けている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
などについて，事実や
自分の考え，気持ちな
どを，簡単な語句や文
を用いて，書いてい
る。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，聞き手，読み手，
話し手，書き手に配慮
しながら，主体的に英
語を用いて書こうとして
いる。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題について，事実
や自分の考え，気持ちなど
を，簡単な語句や文を用い
て伝え合う技能を身に付け
ている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
について，事実や自分
の考え，気持ちなど
を，簡単な語句や文を
用いて，伝え合ってい
る。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，聞き手，話し手に
配慮しながら，主体的
に英語を用いて伝え合
おうとしている。

ア 関心のある事柄について，簡単な
語句や文を用いて即興で話すことが
できるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自
分の考え，気持ちなどを整理し，簡単
な語句や文を用いてまとまりのある内
容を話すことができるようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読
んだりしたことについて，考えたことや
感じたこと，その理由などを，簡単な
語句や文を用いて話すことができるよ
うにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題などについて，
事実や自分の考え，気持ち
などを，簡単な語句や文を
用いて話す技能を身に付け
ている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
について，事実や自分
の考え，気持ちなど
を，簡単な語句や文を
用いて，話している。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，聞き手に配慮しな
がら，主体的に英語を
用いて話そうとしてい
る。
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教科 外国語 第３学年
内
容
の

ま
と
ま
り

時数 内容のまとまりの到達目標

内容のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に取り組
む態度

140

ア はっきりと話されれば，日常的な話
題について，必要な情報を聞き取るこ
とができるようにする。
イ はっきりと話されれば，日常的な話
題について，話の概要を捉えることが
できるようにする。
ウ はっきりと話されれば，社会的な
話題について，短い説明の要点を捉
えることができるようにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題について，はっ
きりと話された文章等を聞
いて，その内容を捉える技
能を身に付けている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
についてはっきりと話さ
れる文章を聞いて，必
要な情報や概要，要点
を捉えている。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，話し手に配慮しな
がら，主体的に英語で
話されることを聞こうと
している。

ア 日常的な話題について，簡単な語
句や文で書かれたものから必要な情
報を読み取ることができるようにす
る。
イ 日常的な話題について，簡単な語
句や文で書かれた短い文章の概要を
捉えることができるようにする。
ウ 社会的な話題について，簡単な語
句や文で書かれた短い文章の要点を
捉えることができるようにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題について書かれ
た短い文章等を読んで，そ
の内容を捉える技能を身に
付けている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
について書かれた短い
文章を読んで，必要な
情報や概要，要点を捉
えている。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，書き手に配慮しな
がら，主体的に英語で
書かれたことを読もうと
している。

ア 関心のある事柄について，簡単な
語句や文を用いて即興で伝え合うこ
とができるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自
分の考え，気持ちなどを整理し，簡単
な語句や文を用いて伝えたり，相手
からの質問に答えたりすることができ
るようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読
んだりしたことについて，考えたことや
感じたこと，その理由などを，簡単な
語句や文を用いて述べ合うことがで
きるようにする。

ア 関心のある事柄について，簡単な
語句や文を用いて正確に書くことがで
きるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自
分の考え，気持ちなどを整理し，簡単
な語句や文を用いてまとまりのある文
章を書くことができるようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読
んだりしたことについて，考えたことや
感じたこと，その理由などを，簡単な
語句や文を用いて書くことができるよ
うにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題などについて，
事実や自分の考え，気持ち
などを，簡単な語句や文を
用いて，またはそれらを正
確に用いて書く技能を身に
付けている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
などについて，事実や
自分の考え，気持ちな
どを，簡単な語句や文
を用いて，書いてい
る。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，聞き手，読み手，
話し手，書き手に配慮
しながら，主体的に英
語を用いて書こうとして
いる。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題について，事実
や自分の考え，気持ちなど
を，簡単な語句や文を用い
て伝え合う技能を身に付け
ている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
について，事実や自分
の考え，気持ちなど
を，簡単な語句や文を
用いて，伝え合ってい
る。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，聞き手，話し手に
配慮しながら，主体的
に英語を用いて伝え合
おうとしている。

ア 関心のある事柄について，簡単な
語句や文を用いて即興で話すことが
できるようにする。
イ 日常的な話題について，事実や自
分の考え，気持ちなどを整理し，簡単
な語句や文を用いてまとまりのある内
容を話すことができるようにする。
ウ 社会的な話題に関して聞いたり読
んだりしたことについて，考えたことや
感じたこと，その理由などを，簡単な
語句や文を用いて話すことができるよ
うにする。

[知識]
英語の特徴やきまりに関す
る事項を理解している。
[技能]
実際のコミュニケーションに
おいて，日常的な話題や社
会的な話題などについて，
事実や自分の考え，気持ち
などを，簡単な語句や文を
用いて話す技能を身に付け
ている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況な
どに応じて，日常的な
話題や社会的な話題
について，事実や自分
の考え，気持ちなど
を，簡単な語句や文を
用いて，話している。

外国語の背景にある
文化に対する理解を深
め，聞き手に配慮しな
がら，主体的に英語を
用いて話そうとしてい
る。


